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IV．調　査　結　果

　1979年からユ980年にかけて前後5回忌わたって福島県東部の広野地区および周辺域（30km圏）

の現地植生調査が行なわれた。現地踏査では，立地条件に応、じて生育するシキミーモミ群集，ア

ブラツツジーイヌブナ群落など森林植生からラセイタソウーハマギク群集など草本植生まで各自

然植生，スギ，カラマツ，ニセアカシアなど植林，クリーコナラ群集，タリーミズナラ群集など

二次林，ススキ群落，ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落，ナギナタコウジューハチジョ

ウナ群集など二次草原などあらゆる植生について約300地点で植生調査が実施された。

　約300地点で得られた植生調査資料は，ほぼ同質の植生毎に組成表にまとめられ，既発表資料

との比較検討，総合常在度表の作成を経て，以下に示される19群集，33群落の植生単位にまとめ

られた。

　決定された植生単位を凡例として，現地踏査をくり返して現存植生図原図が縮尺1：50000お

よび1：3000で作成された。航空写真による植生の顛置と広がりの校正，補正を行ない，敢終

的に現存植生図（縮尺1：65000および1：5000），植生自然度図（縮尺1：65000），潜在自然

植生図（縮尺1：5000）が完成された。

A．植物群落Pflallzengesellschafte且

a．森林植生　Wald－Vegetation

1．常緑広葉樹林（ヤブツバキクラス）

　王mmergr嚢neLaubwalder（Camellietea　laponicae）

　東北地方の南部臨海域を北限として，日本列島の海抜800m前後以下に広く分布しスダジイ，タ

ブノキ，シラカシなど常緑広葉樹の優占する森林植生は，ヤブツバキ，ピサカキ，アオキなど多

くの常緑植物を主な構成種としている。この常緑広葉樹林は，スダジイ，タブノキ，ヤブッバキ

など常緑植物を標忘種および区分種としてヤブツバキクラスCameIlieteajapomcae

Miyawaki　et　Ohba　1963にまとめられている。

　広野地区および周辺域は，ヤブツバキクラスにまとめられる常緑広葉樹林の北限域でもあり，

現存植生として残存する常緑広葉構林は，いわき市平などの臨海低海抜地に限られている。モミ

ノキ，アカガシ，アラカシ，シラカシ，スダジイ，タブノキなどの優占することの多い編島県浜

通り地区の常緑広葉樹林に関する研究は，吉澗（1954a，1956）によりスダジイ林の北限を中心

とする報告，宮脇・藤原・原田（1976）による報告などがある。

　今圓，広野地区および周辺域で植生調査が得られたヤブッバキクラス林は，以下の4群集にま
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とめられた。

　D　マサキートベラ群集

　　　Euonymo－Pittosporetum　tobira　Mlyawakieta1．1971（Tab．5）

　海岸断崖部には強い風衝と浅い土壌層というきびしい立地条件に対応した低木林が自然植生と

して成立している。マサキートベラ群集は，ヤブツバキクラスに含められる常緑広葉樹林の中で

最も北方まで分布する群集の一つである。編島県では既に宮脇・藤原・原田（1976）により，い

わき市久之浜の林分が報告されている。今國，あらたに久之浜の南方である塩屋崎の林分の植生

調査資料が得られた。

　塩屋崎の林分は4層構造からなり，高木層にはクロマツが散生している。亜高木層，低木層に

はトベラ，マサキ，ヤブッバキ，モチノキなどの常緑広葉樹が高難度で生育している。草本層に

もオオバジャノヒゲ，キヅタなど常緑植物の濃度が高い。生育地は海に望む急傾斜地である。
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　　　　Fig．15　マサキートベラ群集（塩屋崎）。

Euonymo－pittosporetum　tobira（KapShioya－zaki），
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　　　　　　　　　　　　Tab．5　マサキートベラ群集

　　　　　　　　　Euonymo・Pittosporetum　tobira
Feld－Nr，調査票番：号：G105（149）

H6he負．　Meer海抜高：6m　　　　Exposition　u．㌶eigung方位及び傾斜：W35。
Gr6Be　d．　Probef1註che調査面積：15×15　qm

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht脚高木皿の高’さ及び植被率：15　m，20日

目dhe　u．　Deckung　d．　Baumschicht－2亜高木層の高’さ及び植被率＝8m，90％

H6he　u。　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さ及び植被率：2m，20％

H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さ及び蛸被率：0．3m，20％

ArteRzah1嵐山点数：25　spp．

Trennarten　d．　Ass．　l

　P漉05ρ0耀辮オ0δゴπZ

　E1αθα9π％∫〃zαc7ρρ1～），〃α

　E％0πツノηκSゴαカ0海α4S

　qy　7’0η漉〃πル1αZ∫～4規

Kenn－u．　Trennarten　d，　h6heren　Einheiten：

　麗7s召α〃麗〃zδ6ア9だ

　116ズゴ疵θ87α

　Cα1ηθ〃ゴαゴαρ0癬Cα

　漉d61rαγぬ01，Zδ8α

　楠0〃’3θα5召アゴ0θβ

　、4Z5αめαゴ砂0／Zゴ6α

　0助のρogoημα癖ατカz‘5

　．4γ4ゴ3ゴαブ砂0π’6α

　Eα’s∫αブ砂。π∫ατ

　σ助foρ090ηブ＠0π’C♂‘5

Begleiter：

　Pゴノ．π65漉zρめ6γ9蕗

　罪匿3’θプ忽∫10万6襯磁

　s7π∫」ακo加πσ

　Cθ～αS〃Z‘SO7δ’α〃読3‘5

　Q3‘θ7α65辮0％80」加var．9〆03383εア7厩α

　ノz〃珈67z∫sc1～ゴπθπ5’5

　P！620δ」α5’κSC砺η0

　、4々6δゴα’ア肋1毎彪

　Cα〃∫oωψαフ妙伽2ατ

　COCα‘～～450プ6fα‘」認¢多S

　．4部θ7α9θ，rα’oゴ46s　var．1短7α6　f．1召3καη’伽5

群集区分種

　トベラ

　オオバグミ

マサキ

　オニヤブソテツ

B2－4・4，　S4。2

　　　　S－1・2

　　　　S－2・2

　　　　K一＋

上級単位の標徴種。区分種

　タブノキ

　モチノキ

　ヤブツバキ

　キヅタ

　シロダモ

　アオキ

　オオバジャノヒゲ

　ヤブコウジ

　ヤツデ

　ジャノヒゲ
随伴種

　クロマツ

　フジ

　サルトリイバラ

　ツルウメモドキ

　ミズナラ

　イブキ

　アズマネザサ

　ミツバアケビ

　ムラサキシキブ

　アオツヅラフジ

　シロヨメナ

　Br2・1，　S一＋

　　　　Br1。2

　　　　B24・2
Bザ1。2，K：一ト。2

　　　　　S一＋

　　　　S畷・1
　　　　1（一2。2

　　　　　K3十
　　　　　K一一一

　　　　　K一一．ト

Br2。2
B2一十・2

　Bザート

Bザ1・2

　B2一＋

　B2一一ト

　S刊一

　S一＋
　S一→一

　1（日一

　K畷・1

調査地Fundort二Kap　Shioya－zald，　Stadt王wakiいわき市塩屋崎

調査年・月日Datum：ユ7．　Okt，1979，調査者Forscher：Y．　S．，　M．　To．，　K．　T．

　宮脇・藤原・原田（1976）による資料に加え，今田広野地区の他の常緑広葉樹林との種組成の

比較，検討の結果，マサキートベラ群集の区分種としてオニヤブソテツ，ツワブキの2種が抽出

された。一方，広域的に見た場含，ヤブツバキクラスに含められる海岸風衝低木林には種組成上

の特徴的なまとまりが認められる。由崎（1959）は予報的な形でウバメガシ群団を提唱し，今井

（1965）はクロマツ，ウバメガシを標徴種としてウバメガシの優占する二次林をも含めた形でウ

バメガシ亜群団を記載している。さらに中西・鈴木（！973）は海岸風衝低木林に限定し，トベラ，

マルバシャリンパイ，クロマツ，ハマヒサカキ，ツワブキなどを標徴種としてトベラ群団を新設
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した。今回マサキートベラ群集の区分種としてTab。9に示されたオニヤブソテツ，ツ．ワブキ，

さらにTab。5に示されるオオバグミや相対的に優占するトベラ，マサキなどは，いずれも本州

中部以南の海岸部に分布するトベラ群団の一山種，区分種でもある。すなわち，マサキートベラ

群集はトベラ群団の他の群集標一種が北上するにつれ欠如した群団の「典型部」をなす群集と判

定される。

　広野地区のマサキートベラ群集には前述した区分山群のほか，上級単位であるヤブツバキクラ

スの種であるタブノキ，モチノキなどの常緑広葉樹が多く生育している。一方，サルトリイバラ，

ミツバアケビ，アオツヅラフジなどのつる植物の混生も児られる。マサキートベラ群集におけ

る，つる植物の生育は宮脇ほか（1980）による九州玄海地方，由中（！978）による四国，宮脇・

村上・鈴木（1980）による静岡県御前崎，静岡県（1979）による静岡県伊豆半島などの林分でも

共通して見られている。この組成⊥の共通性は中西・鈴本（1973）にも指摘されており，自然樋

生として，空間的に常緑広葉高木林のマント群落的性格をもつマサキートベラ群集の組成上の特

徴である。

　2）　イノデータブノキ群集

　　　Polysticho－Machiletum　thunbergii　Suz．！rok．1952（Tab．9）

　広野地区において，宮脇・藤原・原田（！976）はイノデータブノキ群集に含まれる3林分を報

告している。今圓の調査ではこれに追加される林分の調査資料は得られなかった。

　Tab．9に示されるように広野地区のイノデータブノキ群集はエノキ，ホウチャクソウ，イヌ

ワラビなどの適潤立地生の夏緑植物により区分される。また高木層でタブノキが他の常緑広葉樹

に対して相対的に優伍することも特徴である。

　イノデータブノキ群集はヤブツバキクラス域沿海部のシイータブ林域：ヤブコゥジースダジィ

群団域における適潤立地に生育する群集である。群集の分布は本州中部太平洋ノ馨1を中心としてい

る。群集標二種であるイノデ（類）のうちアスカイノデは東北地方中部まで分布が知られている

（田川1959）が，現在のところ広里予地区のイノデータブノキ群集にはその生育は認められていな

い。したがって，広野地区のイノデータブノキ群集は断片的な植分と考えられる。

　イノデータブノキ群集は一般的には常緑広葉樹，特にタブノキの優占する高木林であるが，と

きに高木履にエノキ，ムクノキ，ケヤキ等のニレ二二緑広葉樹が混生あるいは優算する。また，

ヤブツバキクラス域における河畔林として，ムクノキ，エノキなど夏緑広葉樹の優占するムクノ

キーエノキ群集が大野（1979）により示されている。広野地区におけるイノデータブノキ群集は

区分種がすべて夏緑性植物であること，さらに群落構成種にかなりの夏緑植物を含むことからも

示されるように，ムクノキーエノキ群集と組成的な類縁が深い。
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醜講墾

・蕊轟鑛霧懸蟻

　　　Fig．16　イノデータブノキ群集。

Polysticho－Machiletum　thunbergii．

　3）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　Ardisio－Castallopsietum　sieboldil　Suz．．Tok．etHatiya195／（Tab，7）

　いわき市1二1鳥Ili∫，欝盤総懸｝珪∫などの台地斜爾，肩部にはスダジイおよびシラカシの優熱する常

緑広葉樹林が見られる。これらの林分はスダジイ，ヤブラン，シュロを地域的区分種としてヤブ

コウジースダジイ詳集にまとめられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は高さ14～18mに達する高木林であり，4層からなる群落構造をな

している。高木層にはスダジイが優慶するかあるいはシラカシ，スダジイが同程度の軽度で混生

している。亜高本層，低木層にはヤブツバキ，モチノキ，ピサカキ，シロダモ，アオキなどの常

緑広葉樹の常在度が高い。葦鍵層は比較的単純であり，ヤブコウジやテイカカズラが優麗し，ジ

ャノヒゲ，ベニシダなどが混生している。各階層において常緑広葉植物が優占している。

　ヤブコゥジースダジイ群集は鈴木時・蜂薦（1951）により伊豆半島において初めて記載され

た。1美本全燗的にみた場合，宮脇他（1971）は，ヤブコウジースダジイ群集を，九州から関東地

方まで広く分布する常緑広粟樹林であるヤブコウジースダジイ群団の「典型部」，つまり群団標

徴種のみにより区分される群集と箆馨している。ヤブコウジースダジイ群集の分布南限（西限）

は火分県国難半島付近とされている。…方分布の北限は従来広野地区とされていたが，福島隈

（1978）により，福島県原ノ町においてヤブコウジースダジイ群集の断片的林分が報告されてい

る。また原ノ町より爾の夜ノ森ではかって植栽されたと思われるスダジイの燈敷林がみられ，そ
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Vegetationsprofiエd．

1：シラカシ

2：ヤブツバキ
3：カスミザクラ

5：スダジイ

6：アオキ

7：アワブキ
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Fig，17　ヤブコウジースダジイ群集断面模式（いわき市）

　　　Ardisio－Castanopsietum　sibboldii（Stadtlwaki）

4＝ナガバジャノヒゲ

＠昭γα‘sノノzツγ5ゴπα吻1ゴα

Cα1π6」磁ブαρoπ∫αz

Pπ〃zπsひ。〆8α耀61α

0力加砂080η0加σ蕗

C嘘α1zoρs∫sα‘3が磁’αvar．

∫～6∂014蕗

みZκ～めσブ砂01ZゴCα

M61’OS四脚ηZ），ア溜Z’加

の林床にはスダジイの芽生え，幼木も多い。

8：モチノキ
9：ムラサキシキブ
10：ベニシダ

11：ピサカキ
12：ヤブコウジ
13：シロダモ

14：キブシ

15：ススキ

∬1θκゴ窺θ9／rα

Cα11∫αzゆαノψo海。α

0ηoμ67’36アy魏7030箔π

Ez砿yσブ砂0ノ万αZ

・4ア4ゴS∫αゴ砂0πガαZ

〈砲oJ髭SθπSθ7∫Cθσ

S’αo加z‘η‘∫〃πθcoκ

ル『ゴ50αノ¢酌z‘s5’πθノz3／3

　広野地区において吉岡（1954a，1956）はスダジイ林，スダジイーシラカシ林について報告し

ており，いずれもやブコウジースダジイ群集に含められている。宮脇・藤原・原田αg76）1まヤ

ブコゥジースダジィ群集にまとめられる4林分を報告している。この資料に今圓あらたに得られ

た7調査資料をカi：仇，広野地区の他の常緑広葉樹林と種組成的な比較検討の結果，ヤブコゥジー

スダジイ群集はスダジイ，ヤブラン，シュロの3種を区分種としてまとめられた。イノデータブ

群集と比較し，やや内睡部を中心に分布し，地形的には尾根状地や，台地斜面肩部などの乾生立

地に多くの林分が生育している。

　広野地区のヤブコウジースダジイ群集は2藤集に区分される（Tab，9）。マサキ亜群集は，マ

サキートベラ群集，イノデータブノキ群集と共通するマサキ，トベラのほか，ニワトコ，ヤマザ

クラなどにより区分される。またシラカシ亜群集はシラカシ，イタビカズラのほか，シキミーモ

ミ群集に共通するカヤ，ツルグミなど多くの種群により区分される。マサキ蜷群集は沿海部に分

布しており，立地は沖積地に接したやや適潤な立地に生育している。種組成的にはヤブッパキク

ラスの沿海林のまとまりであるヤブコウジースダジイ群団にまとめられる植生に近い。シラカシ

亜群集はやや内陸部または北方を中心に分布し，立地はいずれも乾生な斜面上都，麗根状地に生

育している。種組成的にはカヤ，アセど，シキミなどカシ林と共通する種群により，サカキーウ

ラジロガシ群団と種組成的類縁が深い。このようなヤブコウジースダジイ群集の沿海部と内陸部
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　　　　Fig．18　シキミーモミ群集断面模式（いわき市）
Vegetationsprofil　d，111icio－Abietetum　f　i　r　m　a　e（Stadt　lwaki）
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との組成的な下位区分は既に宮脇他（1972）が神奈川環において報告している。マサキ亜群集の

ような沿海地生のヤブコウジースダジイ群集の群落体系上の扱いはさらに多くの植生調査資料を

もって検討される事が望ましい。

　なお，広野地【Xにおいて吉岡（1956）はスダジイを含まぬシラカシーヤブツバキ群落の報告を

している。シラカシーヤブツバキ群落として報告された林分はいずれもヤブラン，スダジイ，シ

ュロなどが見られず，少くとも一部の林分は種組成的にシラカシ群集に含められるものと考えら

れる。シラカシは1擁芽力が強く，初期生長も早いため二次林的に生育する場合も見られる。

　4）　シキミーモミ群集

　　　111icio－Abietetum　firmae（Suz．一Tok．etHatiya1951）em．Suz．一Tok．1961（Tab．8）

　今棚調査対象とされた広野地区では，モミは海岸部，沖積地を除き，普遍的に分布している。

すなわち地形的には尾根部から谷部まで，また海抜的にも低地のヤブツバキクラス域から高海抜

のブナクラス域まで，単木的にあるいは森林の優占種として生育している。そのためモミの優

占，混生林は種組成的に変化に富み，この内ヤブツバキクラス域に分布し，常緑広葉樹により特

徴づけられるモミ林はシキミーモミ群集にまとめられた。

　シキミーモミ群集は，モミ，キッコウハグマ，ミヤマシキミにより広野地区の他の常緑広葉樹

林から標徴・鷹分される。林分はユ4～23mの高木林をなし，高木層にはモミ，あるいはアカガシ
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が優毒する。亜高木層，低木層は常緑広葉樹，夏緑広葉樹が混生する。常緑広葉樹ではやブッバ

キ，ピサカキ，アオキなど，夏緑広葉樹ではツリバナ，ムラサキシキブなどの常在度が高い。草

本層には常緑植物が多く，ヤブコウジが多くの林分で優占するほか，ジャノヒゲ，ヤマイタチシ

ダなどが混生する。立地は…嘉せず，今圃得られた資料でも沖積地に接したやや激論立地の林分

（Tab．8通し番号1で示される）からやせ尾根の乾生立地の林分（通し番号4）まで含められ

る。しかし群集標品種，区分種群は尾根状地の林分において乱数，被度ともに多くなる。

　広野地崩のシキミーモミ群集について宮脇・藤原・原田（1976）はユ0林分の植生調査資料をも

って報告している。これに今圓あらたに得られた4林分の調査資料を加え，種組成の比較が行な

われ，モミ，キッコウハグマ，ミヤマシキミ，イヌツゲを標徴種及び区分種としてまとめられ

た（Tab．9）。広野地区においてモミはブナクラスに含められる，　イヌブナと混生する林分が多

い。今回シキミーモミ群集としてまとめられた資料においても低海抜地の林分ではモミよりもア

カガシが優占し，高海抜地の林分では夏緑広葉樹の比率が高くなる傾向が認められる。

　シキミーモミ群集は九州地方から東北地方宮城県付近まで分布している。ヤブツバキクラスに

含められる各群集の内，最も高海抜地北限部に生育する群集である。群集標徴種であるミヤマシ

キミ，キッコゥバグマ，イヌツゲなどはシキミーモミ群集の上部に位置するブナクラスの植生，

特に広野地区では急傾斜地，尾根状地に戒立する自然林であるアブラツツジーイヌブナ群落にも

…部生育している。

2。夏緑広葉樹高木林（ブナクラス）

　Sommergr漁eLaubwalder（Fagetea　crenatae）

　調査地域周辺の森林植生は，大部分がコナラ，クリ，イヌブナ，イヌシデ，アカシデなどから

構成される夏緑広葉樹林となっている。海抜800m以上ではブナ林となり単純な組成を示すが，

700m付近までは相観的にはモミーイヌブナ林，ミズナラ林，コナラ林，シデ林，ケヤキ林などが

冤られ，種組成的にもかなり複雑な組み合わせをもっている。これらの林分に共通してモミが高

常在度で出現し，この地域独特の景観を形成している。浜通り地区の落葉樹林は暖温帯と冷温帯

の接点，中間温帯林または暖帯落葉樹林と呼ばれている林分がこれにあたる。阿武隈山地は早く

から森林が切り開かれた地域であり，コナラを中心とした二次林が成立している。これらの二次

林とその付近の自然度の高い林分とでは，種組成的に類似している林分が多く，識別が園難な場

合もある。

　今回得られた調査資料は，種類組成の比較から，コナラ林，モミーイヌブナ林，ケヤキ林の3っ

のタイプに大別された。

　なお，モミとイヌブナが混生する林分は種組成的にブナクラスの種が多く，モミーイヌブナ林

として夏緑広葉樹林に含められた。
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　　｛．　コナラ林

　　　　Q呂‘6κκ3sθブγごτ’α一W註lder

　コナラ林はイヌヨモギ，タガネソウ，ホオノキ，ツノハシバミなどによってモミーイヌブナ

林，ケヤキ林から区分される，コナラ，クリ，アカシデ，イヌシデ，ミズナラ，エゴノキなどの

優占する二次林を中心にした植生である。

　広野地区のコナラ林は低海抜地では，ヤブコウジ，ヒサカキなど常緑植物を伴うクヌギーコナ

ラ群．集にまとめられるが，海抜300m以上ではクリーコナラ群集，タリーミズナラ群集，タマブ

キーコナラ群落などにまとめられる。

　5）　クヌギーコナラ群集

　　　Quercetum　acutissimo－serratae　Miyawaki1967（Tab．10）

　福島県浜通り低地の難陵斜面には，高さ10～！5m前後のコナラ林が多く生育している。このコ

ナラ林はクヌギ，ヤマザクラ，ノガリヤス，シュンラン，ヒカゲスゲ，ヤブコウジを標二種およ

び区分種としてクヌギーコナラ群集にまとめられた。クヌギーコナラ群集は薪炭林などとして，

頻繁な下草刈りや定期的な伐採によって維持されている代償植生（二次林）である。

　高木層の高さは入為作用の強さの程度によって差があり，7～16mとなっている。樒被率は80

～90％とほぼ一定である。多くの林分は4層構造であるが，植生高の低い林分では3層構造とな

っている。高木層にはコナラ林に広くみられるコナラ，クリ，イヌシデ，アカシデ，エゴノキ，

モミなどが生育している。亜高木層および低木層には，ムラサキシキブ，ガマズミ，カマツカ，

リョウブなど夏緑広葉樹が繁茂している。草本層にはオケラ，ニガナ，ヘクソカズラ，ヒヨドリ

バナ，トコロなど陽地生の種が多い。

　クヌギーコナラ群集の分布は，阿武隈山地が急激に落ち込んで浜通り低地にかわる阿武隈山地

東縁を南北に延びる丘陵斜面にほぼ限定されている。阿武隈山地に生育する二次林は，ヤブツバ

キクラスの種である常緑広葉樹をほとんど混生しないコナラ林，すなわちクリーコナラ群集とし

て区分される。

　クヌギーコナラ群集は以下に示される2亜群集2変群集に下位区分された。

　イボタノキ亜群集はオケラ，ヘクソカズラ，ツルウメモドキ，ヒヨドリバナ，モミジイチゴ，

ツリガネニンジン，　イボタノキ，ケヤキ，イヌザンショウ，カマツカ，　ミツバツチグリ，　ノイバ

ラ，スイカズラを区分種とする。イボタノキ亜群集は海抜100m前後の平坦地および緩傾斜地に

生育している。林床には林三生植物や草原生植物が多く生育し，よく管理されている林内照度の

高い薪炭林であることを指標している。イボタノキ亜群集はさらにジャノヒゲ，ムベ，ピサカキ

などのヤブッバキクラスの種やアカマツ，クズ，ササバギンラン，ヤマハギなどを区分種とする

ジャノヒゲ変群集と，ウグイスカグラ，アオツヅラフジを区分種とするウグイスカグラ変群集に
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　　　　Fig．19　クヌギーコナラ群集（いわき市平）。

Quercetum　acutissim（）一serratae（Taira，StadtIwaki）。

区分される。ジャノヒゲ変群集はアセビ，ナッハゼ，ヤマツツジなどのツツジ科植物の生育が目

立つ，やや乾性な立地に生育している。ウグイスカグラ変群集はツルウメモドキ，スイカズラ，

アオツヅラフジ，センニンソウなどつる植物が多く見られ，適澗な立地に生育している。

　ウラジロノキ亜群集はイボタノキ面群集の上部に生育している群落で，海抜220～390mの3地

点から植生調査資料が得られた。ウラジロノキ亜巨群集は，ウラジロノキ，ハクウンボク，コシア

ブラ，オトコヨウゾメなどによって区分され，尾根筋や．母岩の露出した立地を生育地としている。

　クヌギーコナラ群集はこれまでに北関東，東京都，千葉県，埼玉県，由梨県など関東地方を中

心とする各地で報告されている（奥富・辻・・1・平1976，宮脇他1974，1975，！977）。東北地方に

おけるクヌギーコナラ群集は，奥富・菅野（1980）によって宮城県南部から編島県北部にかけて
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の太平洋岸から報告されている。広野地区のクヌギーコナラ群集は，関東地方と比較して常緑植

物が少なくなっているが，これはこの地域が多くの常緑植物の分布の北限にあたっているためと

考えられる。

　クヌギーコナラ群集は関策地方においては，潜在自然植生がシラカシ群集域を中心に成立する

二次林であるとされ，闘東ローム層から成る黒ボク土壌に被われた洪積台地や丘陵地に成立して

いる。

　ヤブコゥジースダジイ群集は伐採されると，アカマツ，クロマツ，クリ，コナラなどの混交林

にたやすく竃き替わり，この混交林は下草刈りなど定期的な管理が行なわれればコナラ林となる。

つまり，低地部のヤブコウジ～スダジイ群集の代償植生としてもクヌギーコナラ群集が成立する。

　クヌギーコナラ群集の上級単位は，イヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダーにまと

められる。

　6）　クリーコナラ群集

　　　Castaneo・Quercetum　serratae　Okutomi，Ts頃ietK：odaira1976（Tab．11）

　阿武隈山地のやや高海抜地に入ると二次林は，クリーコナラ群集の領域となる。クヌギーコナ

ラ群集が定期的な伐採や頻繁な下草刈りなどによって維持されている群落であるのに舛し，クリ

ーコナラ群集はやや粗放な管理のもとに威架している二次林あるいは自然林である。

　高木第1摺の高さは多くが15m前後であるが，よく発達した林分では20mにも達する。植被率

は85％以上であり，階ノ麟構造も4層とよく発達している。高木第1層にコナラが被度4～5で優

占し，コシアブラ，モミ，アカマツが混生する。高木第2層および低木層には，クリ，アヵシ

デ，ウリハダカエデ，ウリカエデ，エゴノキ，ヤマツツジ，リョウブ，アオハダなどコナラーミ

ズナラオーダーの種が多く生育するほか，ブナの生育も見られる。

　クリーコナラ群集は分布下隈の海抜350m付近でクヌギーコナラ群集に接する。分布域の上限

部のおよそ800mではタリーミズナラ群集と交錯する。

　クリーコナラ群集は，奥富弛（1976）によって南関東から報告された，オトコヨウゾメ，ネジ

キ，コアジサイ，ウリカエデ，リョウブ，アオハダ，ダンコウバイ，ツクバネウツギ，ナガバコ

ゥヤボゥキを標徴種および区分種とする群集である。奥富らはクリーコナラ群集にクリ，コナラ

の自然林を含めている。今圓認められたクリーコナラ群集は，他の二次林と比較して強い区分種

をもたないコナラ林の典型部的なものとなっている。オヤリハグマ，ナガバコウヤボウキ，アズ

キナシによって区分されるが，これらは他の群落にも凹型度・低下狂度で出現しており搬的な区

分種にとどまっている。クリーコナラ群集はヤブツバキクラス域の上部からブナクラス域の下部

にかけて広域的に生育し，種組成的な幡の大きい群集である。

　長野県など本州中部の内陸部や宮P城県・橿島県の南東部など，ブナ林も常緑広葉樹林も成立し

得ない地域には，クリ，コナラ，アカシデ，イヌシデなどの混生する暖帯落葉広葉樹林と呼ばれ
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　　　　　　Fig．20　クリーコナラ群集（広野町下謎謎）。

Castalleo－Quercetum　serratae（Shlmohoukidaira，　Hlrono－machi）．

ている自然林が存在する。今圓植生ll査資料が得られたクリーコナラ群集のなかには，樹高20m

のよく発達した自然林または自然林とほとんど区別のつかない林分が見られる、，こうしたクリ，

コナラ，シデ類からなる自然林について，i⊥1崎（1980a，　b）は長野県諏訪市，岩手県縫地峰i．i．i，

福鳥越浜通りからクリーコナラ群集にまとめている。

　コナラの自然林は，礫の多い乾燥しやすい斜面や尾根状地，冬期に低湿・乾燥となる内陸型気

候域など環境的に制約された立地にほぼ限定して生育している。特に乾燥した尾根状地などでは，

イヌブナ，ミズナラと混生することが多い。このことから，クリーコナラ群集あるいはそれに準

じるコナラ林は本来自然林として，ブナクラス域に生育の中心を持つ植生であり，ヤブツバキク

ラス域に生育するクリーコナラ群集は二次的に広がった林分と判定される。コナラの自然林が伐

採された場合，その代償植生として，やはりコナラ林，すなわちクリーコナラ群集が成立すると

考えられる。九州や四国，本州西南溺のスダジイ萌芽林のように極相林の生育の中心部では，

その自然林と同一または同質の二次林が形成される傾向が観察されている。また，K：ashimura

（1974）は奥羽山脈にわいて，極相林と二次林の分布と地形との関係を調査した結果，尾根部に

おいて，コナラ林は自然林も二次林もみられることを確認している．

　クリーコナラ群集は3亜群集に下位区分される。ミヤマガマズミ亜琶群集は，シラヤマギク，ヒ

ヨドリバナ，ヤマユリ，ヤマガシュウ，コゴメウツギなどの陽地や林縁生の植物や，ヤマボウシ，

ヤマウグイスカグラ，ミヤマガマズミ，ムラサキシキブなどによって区分される。ミヤマガマズ
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ミ亜群集には高さ23mとよく発達した，ブナを混生するイヌシデ優占林分も含まれる。特甥の区：

分種を持たない林分である典型亜群集は，海抜500m，580mの2地点から植生調査資料が得られ

た。植生の高さは8rn，20　mと相観的に著しく異なっている。出現種数は33種，31種で，他の下

位単位と比較して貧化している。ウスノキ亜群集は，ウスノキ，ハリガネワうど，マキノスミレ

によって区分される。アセビ，ヤマウルシ，オトコヨウゾメなどが目立つほか，土壌中に外生菌

根が認められるなど，クリーコナラ群集の乾性下位単位となっている。

　クリーコナラ群集は，イヌシデーコナラ群団およびアカマツ群団との共通種を多くもち，所属

する上級単位の解釈がむずかしいが，イヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダーにまと

められるのが妥当であろう。

　7）　タリーミズナラ群集

　　　Castaneo－Quercetum　crlspulae　HorikawaetSasaki195g（Tab．12）

　海抜500mを越えるとコナラ林の林床にはスズタケが出現し，高木1曹にミズナラが目立つよう

になる。これらの林はミズナラ，イワガラミを標三種，区分種としてクリーコナラ群集などから

区分され，タリーミズナラ群集にまとめられた。高本膚にミズナラが優押し，林床をスズタケが

被うことと，ツリガネニンジン，ヒカゲスゲ，ヒヨドリバナなど幕原生の種を欠くことにより他

のコナラ林と識別される。

　高木層の高さは，低いものでは12mであるが，多くの林分では20mに達し，高いものでは27m

にもなる。高木麟の植被率は80％以上を占め，階層1薄造も4層構造となりよく発・達している。高

木麟にはミズナラをはじめ，コナラ，クリ，イヌシデ，カスミザクラなどの他，時にブナが混生

する。亜高木層も大部分が10mを越え，モミ，マルバアオダモ，リョウブ，アオハダ，ウリハダ

カエデなどがみられる。低木層および幕本／曽にはスズタケあるいはミヤコザサが密生してい

る。

　タリーミズナラ群集の分布域は下隈が海抜330mから出現してクリーコナラ群集と交錯し，そ

の分布境界が明確ではないが，800m以上ではタリーミズナラ群集のみとなる。

　タリーミズナラ群集は2亜群集に下位区分される。スズタケ亜群集は，低木層あるいは草本層

にスズタケが，被度・群度4・4および4・5で密生している群落である。比較的三三斜地に生育し

ており，林床に密生するスズタケのために，平均出現種数33種とアカシデ亜群集と比較してかな

り少なくなっている。アカシデ亜群集は，アカシデ，マルパアオダモ，アキノキリンソウ，ツノ

ハシバミ，ヤマユリによって区分される。スズタケを全く欠くか，あるいはまばらに生育がみら

れる群落’である。群落高は！1～27mと林分による差が著しく，ブナ，ナツツバキなどササーブナ

オーダーの種が混生する林分もみられる。花両岩上や小尾根，急傾斜地に発達しており，平均出

現回数は58種に達する。

　クリ～ミズナラ群集は主にブナクラス域に広く分布する二次林であり，地域によって種組成に
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　　　　Fig．21　タリーミズナラ群集（富岡陶’）。

Castaneo・Quercetum　crispulae（Tomioka－machi）．

変動が箆られる。また，森林が伐採された後経過した時間の違いによっても梢観，種組成が異な

っている。伐採後放罎された時間が長ければ植生の高さ，階層構造ともよく発達し，潜在自然植

生であるササーブナオーダーの種も復元してくる。逆に，人間に利用され定期的な管理のもとに

竃かれた場合，タリーミズナラ群集からクリーコナラ群集へ移行する傾向がある。

　タリーミズナラ群集は，コナラ，リョウブ，クリ，イヌシデなどが生育することから，上級単

位は，イヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダーに所属する。しかし，同時に，ブナ，

イヌブナ，コシアブラ，イワガラミ，スズタケなどササーブナオーダーの種鮮が多く生育してお

り，コナラ林の中では最も安定した自然度の高い群落であるといえる。

　8）　タマブキーコナラ群落

　　　0αcα1如ノ召吻7α⑳」ゴα・（gz467c鰐5θアμα雄一Gesellschaft（Tab．12）

　櫓葉町およびいわき市湯ノ需の海抜500mの地点で得られたコナラ林は，他のコナラ林と種組

成的にも立地的にも異なっており，タマブキーコナラ群落にまとめられた。

　タマブキーコナラ群落は，クヌギ，タマブキ，オオカニコウモリ，フタリシズカ，アケビ，ミ

ズヒキ，ヒゴクサ，イヌワラビ，シシウド，サルナシを区分種とし，コナラ，カスミザクラ，ク

リ，ケヤキなどを高木層に有する落粟広葉樹林である。階層構造は発達した4層構造となってい

る。高本層の高さは14～22m，植被率は90％を越える。
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　タマブキーコナラ群落の生育地は，谷に面した斜面であるため，フタリシズカ，ミズヒキ，ヒ

ゴクサ，イヌワラビ，オニイタヤ，ヤマアジサイ，ニワトコなどケヤキ群団の種や湿生植物が多

い。

　調査票番号10－3で示される林分は，高木属にコナラが被度・群度5・4で優占し，クヌギ，クリ，

カスミザクラが混生し，亜高木層にはカマツカ，クリ，コナラ，シラキがみられる。生育地は谷

に面した凹状斜面で，巨礫の響出の多い湿性立地である。10－32で示される林分では，これらの

ほかに，ケヤキ，イヌシデ，ミズキ，エンコウカエデなどがみられ，コナラの印度・群度も2・1

と低い。愚民木鼠にはケヤキ，イロハモミジ，アサダなどケヤキ群団の種が周立つ。この林分は，

林床に湿生植物が多く，また，ヒヨドリバナ，アキノキリンソウ，ヤマツツジなど好陽生植物も

多く，かく乱されている。10－32で示される林分は，川沿いの崩壊性の強い立地であり，このよ

うな立地にはケヤキ林が土砂の崩壊を防ぐ目的で残されていることが多い。この林分はケヤキ林

が…度破壊された後，自然林に近いところまで復元してきたものと思われる。

　タマブキーコナラ群落は，種組成的に変化の大きい群落であるが，コナラ，クリ，カスミザク

ラなどイヌシデ～コナラ群団の標品種を共通してもっことから，上級単位として，イヌシデーコ

ナラ群団，コナラーミズナラオーダーにまとめられる。

　　2．モミーイヌブナ林

　　　　・4房θ∫∫〃ノηα一Fα8κ3ブθρo短αz－W員王der

　モミーイヌブナ林は，阿武隈山地付近から岩手県のモミの分布北限地帯付近までみられ（．吉岡

1952a，1953，菅原1978），東北地方申部から南部にかけての太平洋側地域に広く独特の群落景観

を形作っている。モミーイヌブナ林は，ヤブツバキクラス域の上限付近からブナクラス域の下部

にかけて出現するいわゆる中閥温帯林とも呼ばれている群落である。

　今圃，イヌブナ，キッコウハグマ，ミヤマシキミなどの種群によってコナラ林，ケヤキ林から

区分されたモミーイヌブナ林は，海抜130mから750mの合計26地点から植生調査資料が得られ，

種組成のちがいから，テイカカズラ，キヅタ，ヤブコウジなどヤブツバキクラスの種をもつアブ

ラッツジーイヌブナ群落，ブナ，オオカメノキ，ナツツバキ，ハウチワカエデなどササ～ブナオ

ーダーの種を持つタリーイヌブナ群落，ヒトツバカエデーブナ群落の3群落が認められた。

　9）　アブラツツジーイヌブナ群落

　　　Eπ々fαπ醜π3sκδ36∬～〃s．飽g鐸3ゴ＠o癖。α一Gesellschaft（Tab．13）

　アブラツツジーイヌブナ群落は阿武隈1」．1地の海抜200mから500mにかけてのブナクラス域下

部に生育する自然植生である。アブラツツジーイヌブナ群落は高木屠の高さ18～32m，植被率80

～90％で，イヌブナ，一モミが優占し，アカシデ，　イヌシデ，　クマシデ，　エンコウカエデ，　カツ

ラ，オニイタヤなども混生する。林分によりブナが優占することもある。亜高木層は高さ8～12
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mで，アカシデ，アワブキ，ウリカエデ，アオハダ，シラキ，イヌブナ，イロハモミジなどによ

り構成される。低木層の高さ，蟹隈率は林分により差があるが，アプラツツジ，パイカツツジ，

リョウブ，ヤマツツジ，ウリカエデ，ムラサキシキブ，ヤブムラサキ，など多くの夏緑騒騒樹が

生育している。草本層にはコカンスゲ，ヒメカンスゲ，キッコウハグマ，ミヤマシキミ，イワガ

ラミ，テイカカズラ，ツタウルシなどが生育している。また，低木層や華本層にはスズタケが高

被度で密生している。

　アブラツツジーイヌブナ群落は河川沿いの急傾斜地や尾根状士也に生育しており，ケヤキ林に隣

接していることが多い。分布域の下部は，ヤブツバキクラスのシキミーモミ群集に接している。

　アブラツツジーイヌブナ群落はパイカツツジ，　コカンスゲ，　シキミ，　シラキ等を区：分種とし

ており，さらに以下の下位単位に区づテされる。

　トウゴクミツバツツジ下位群落’は，　トウゴクミツバツツジ，シロヤシオ，タカノツメ，ウラジ

ロノキ，オヤリハグマ，ヒナスゲ，ヤシャブシ，イワウチワにより区分される。高本層の高さは

イロハモミジ下位群落に比較して18～20mと・低く，また，モミの生育がみられないのが特徴で相

観的にやや異っている。トウゴクミツバツツジ下位群落の生育地は，所々に岩の露出のみられる

立地や土壌中に礫を多く含んでいる立地であり，州沿いの斜面」二膏1∫や支尾根など傾斜が30Gに及

ぶ急斜面のため乾燥しやすい立地となっている。このため，トウゴクミツバツツジ，シロヤシオ，
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　Fig．23　アブラツツジーイヌブナ群落。

翫々’侃〃21‘5s～の58∫s’〃s一撫8弼ゴαカ。〃～6α一GeseHschaft，

パイカツツジ，ヤマツツジ，アセビなどツツジ科低木の生育が特徴的であるほか，寓木層には／l｝1

壌性立地に光駆的に生育するヤシャブシが生難している。

　イロハモミジーi位群落は，ツリバナ，イロハモミジ，カヤ，ガマズミ，テイカカズラ，イヌシ

デ，ヤマブキとシロヨメナを区分種とする。群落高は約30mに発達している。高木／；7｝にはモミの

生育が特徴的であり，ほとんどの林分で被度・難度3・3と優占している。また，オニイタヤ，カ

ツラ，ケヤキ，イロハモミジなどケヤキ群団やサワグルミ群団の夏緑広展高木もみられる。

　イロハモミジ下・位群落はさらに，特別の区分種をもたない典型下位群落と，イヌガヤ，サンシ

ョウ，タチツボスミレ，キヅタ，アオキ，ヤブコウジ，ヤマアジサイなどを区分種とするイヌガ

ヤ下位群落に区分される。典型下位群落は沢をのぞむ尾根状地や露岩地に生育しており，イヌガ

ヤ下位群落よりも乾’拷i三な．v地に生育している。イヌガヤ下位群落の生育立地は沢沿いのやや1鯛犬
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の斜藤である。イヌガヤ下位群落は，イヌガヤ，アオキ，キヅタ，ヤブコウジ，ピサカキなどヤ

ブツバキクラスの種を伴っており，相観的，種組成的にシキミーモミ群集に近似している。しか

し，アカシデ，イヌシデ，イヌブナ，マルバアオダモ，アオハダなど多くの夏緑広葉樹が優勢に

生育していることにより識別が可能である。

　ブナクラス域下部のイヌブナ優占林分は，策北地方中部から本州中部，四国，九州にかけての

太平洋側に不連続的に生育が知られている。アブラツツジーイヌブナ群落に近似の群落として，

山梨県からバクウンボクーイヌブナ群落が（宮脇・鈴木他1977），宮崎県からコハクウンボクー

イヌブナ群集が報告されている（宮脇編1981）。

　10）　タリーイヌブナ群落

　　　Cαs如πθαc7θηα彪一Fαgz‘sゴ⑳ωπcα一GeseUschaft（Tab．14）

　タリーイヌブナ群落は，相．観的にはモミが被度4～5で優帰する林分や，コナラが温度5で優

占する林分，イヌブナ，ブナ，アカシデ，イヌシデ，クリ，モミ，コナラなどの混生する林分な

ど様々なタイプの林分から成り立っているブナクラス域下部に発達する群落である。アブラツッ

ジーイヌブナ群落，ヒトツバカエデーブナ群落と比較して，特定な区分種との結び付きが弱く，

いわばモミーイヌブナ林の典型部的な群落である。ヒトツバカエデーブナ群落と共通する種を多

く持っており，コシアブラ，クリ，チゴユリなどの他，カスミザクラ，アワブキ，ウワミズザク

ラなどを区分種として，アブラツツジーイヌブナ群落との区分が可能である。

　高木属の高さは，16～281nと下位単位により差があるが，イヌブナ，モミ，アカシデ，クリ，

イヌシデ，コナラ，ブナなどが混生している。亜高木層には，イヌブナ，アカシデ，アワブキ，

リョウブ，アォハダなどが生育している。低木層の植被率は20～80％と幅が大きく，出現種数も

13～24種と林分により差が大きい。アセビ，ヤマツツジ，アプラツツジなどのツツジ科低木類の

他，リョウブ，イヌブナ，ウワミズザクラ，ウリハダカエデなどが生育している。また，ケヤ

キ，メグスリノキ，アプラチャン，タマアジサイなど湿生林の構成種も生育している。

　タリーイヌブナ群落は，いわき市小川町，背戸峨廊や夏井川渓谷，野上川など河辺や谷筋の斜

面の中腹や尾根筋などに生育し，その立地はアブラツツジーイヌブナ群落の立地とよく似てい

るが，アブラツツジーイヌブナ群落よりは基岩の露出や礫の少ない立地に生育している。

　タリーイヌブナ群落は2下位単位に区分される。スズタケ下位群落は，スズタケ，アカシデ，

ウリカエデ，ヤマツツジ，メックバネゥツギ，クリ，オトコヨウゾメによって区分される。スズ

タケ下位群落は，伐採跡地や耕作地に隣接している高木層の高さ16～17mの林分でコナラが被度

5で優占する林分である。スズタケか林床を被度3～5で被っているため，ツリバナ下位群落と

比較して出現種数が少ない。

　ツリバナ下位群落は，ツリバナ，ヤブムラサキ，タカノツメ，ウスノキ，イチヤクソウ，オヤ

リハグマ，ギンリョウソウにより区：分される。ツリバナ下位群落は高木層の高さが20～28m，植
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：被率90％を越えるよく発達した自然林である。ツリバナ下位群落の生育する立地は，崩壊性の強

い急傾斜とやや乾燥した三二斜地とに大溺される。崩壊性急傾斜地では，三筋のクリンユキフデ

ーケヤキ群落やオオモミジーケヤキ群集の上部に隣接しており，アワブキ，イロハモミジ，ケヤ

キ，ナライシダ，トチバニンジン，オオカニコウモリ，ヤマジノホトトギスなど湿性立地に多い

纏物のほか，アカシデ，イヌシデ，サワシバなどシデ類が混生している。これに対して緩傾斜地

では，それらの植物の生育は見られず，アセビ，ウスノキ，イチヤクソウなど乾性立地に多い植

物が見られる。

　タリーイヌブナ群落は隣接する三生として，ケヤキ林やブナ林が多く，コナラ林などの二次林

的林分も含んでいる。このことから，タリーイヌブナ群落の代償植生としては，立地の差により

タマアジサイ～フサザクラ群集や，ヤシャブシ群落やヤシャブシ群落に類似した群落，クリーコ

ナラ群集，タマブキーコナラ群落，タリーミズナラ群集が成立するものと考えられる。

　1D　ヒトツバカエデーブナ群落

　　　〆10θア4’5砂13‘η3一勲gz63　c7θπ説α一Gesellschaft（Tab．14）

　海抜500mを越えると，モミーイヌブナ林の高木／蕾にブナが目立つようになり，ブナ，イヌブ

ナ，モミ，ナツツバキ，アヵシデ，ヨグソミネバリなどの混交林が出現する。これらの林分は，

ヨグソミネバリ，ヒトツバカエデ，ナツツバキを区分種としてヒトツバカエデーブナ群落にまと

められた。

　ヒトッバヵエデーブナ群落は，一・部には海抜290mの低海抜地の林分もあるが，その他は海抜

510～750mの範i棚に生育しており，モミーイヌブナ林としては最も高海抜地に生育している群

落である。

　高木層の構成種はモミーイヌブナ林としては非常に多く，ブナ，イヌブナ，モミ，ヨグソミネ

バリ，アカシデ，ウリハダカエデ，ナツツバキなど平均9種にも及んでいる。植生高は20～24m

に達し，植被率も90％を越える。亜高木層の高さは10～12mで，ヒトツバカエデ，ウラジロノ

キ，ウリハダカエデ，バクウンボク，イヌブナなどがみられる。低木層にはナツツバキ，ヤマウ

ルシ，アォハダ，イヌブナ，アセビ，ヤマツツジなどが生育している。草本層は林床にスズタケ

が密生する林分を除いて植被率20～40％で，ミヤマシキミ，キッコウハグマ，イワガラミなどが

生育している。

　ヒトツバカエデーブナ群落はバクウンボク下位群落とオオカメノキ下位群落の2下位単位に区

分された。バクウンボク下位群落は，バクウンボク，ミヤマイタチシダ，ハリガネワラビ，ツル

リンドウによって区分される。低木層以下には，アセビ，シロヤシオ，ミヤマシキミ，ウスノキ，

ハリガネワラビなどが生育しており，比較的広い，やや乾燥した尾根状地に生育している。オオ

カメノキ下位群落は，ホオノキ，オオカメノキ，ハウチワカエデを区分種とし，平坦地や緩傾斜

地に生育している。オオカメノキ下位群落は3ケ所で植生調査資料が得られた。いわき市川前町
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芋島および大熊町都路街道沿いで得られた林分は，川沿いの平坦地および緩傾斜地に生育してい

るが，川前町の林分では巨礫が多く露出しており，オノオレカンバ，トウゴクミツバツツジ，ア

プラツツジ，パイカツツジ，ウスノキなど崩壊性の強い岩礫地や土壌の浅い乾燥した尾根部に多

く見られる種が生育している。大熊町で得られた林分は，高木層にケヤキ，ヨグソミネバリ，イ

ヌブナが優醸し，林床をスズタケが被っており，草本層はほとんど見られない。広野町五社山の

林分は，ブナは生育せずモミ林の相観を呈しているが，種組成的に他のモミーイヌブナ林と比較

してブナ林との共通種が多いことから，ヒトツバカエデーブナ群落に含めて扱われた。

　ヒトツバカエデーブナ群落は，ブナ，ハウチワカエデ，ヒトツバカエデ，ナツツバキ，オオカ

メノキ，スズタケなど，スズタケーブナ群団，ササーブナオーダーの種を伴うことから，上級単

位として，スズタケーブナ群団，ササーブナオーダーに所属される。

　モミーイヌブナ林を植物議会学的に規定した研究としてSasaki（1970）のイヌブナーブナ群集

が知られており，中西他（！979）も仙台地方のモミーイヌブナ林を中聞温帯林としてイヌブナー

ブナ群集を認めている。しかし，イヌブナーブナ群集の標徴種および区分種としてあげられてい

るオクモミジバグマ，オヤリハグマは今嗣収集された資料では他の群落にも出現しており，モミ

ーイヌブナ林よりもむしろコナラ林に多く出現する傾向があるなど標徴種としては質的に弱い。

また，イヌブナーブナ群集は，その植物社会学的記載が総合常在度表で行なわれているため細か

な群落組成は示されていないが，広くモミーイヌブナ林を包慶する，種組成的にかなり広い幅を
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　　　　Fig．24　ヒトツバカエデーブナ群落（広野町五社：山）。

、4c8アゴガs砂々∫1π一1勉8Fz‘s　cア6熈如一Geseiischaft（Berg　Gosha－yama，　Hfrono－machi）．
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持つ群落であると考えられる。また，松崎・奥富（1979）は，阿武隈由地北部や仙台および一ノ

関周辺のモミ林に対して，ツクバネーモミ群集を提唱しているが，標徴種および区分種としてあ

げられている，ウラジロノキ，ウリハダカエデ，コナラ，オヤリハグマ，タガネソウ，マンサク

などは，ここでいうモミーイヌブナ林，コナラ林にも共通して出現していることから，ツクバネ

ーモミ群集もイヌブナーブナ群集に包含されるものと考えられる。このように，イヌブナーブナ

群集は更に検討される余地のあるものとして，今回はイヌブナーブナ群集の名称は用いずに群落

として記載するに留めた。

　穆）クリ群落

　　　Cαsオαノzθαoγθπθ如一Gese11schaft

　州前町神楽山の中腹，海抜760拠の地点で認められたクリ群落は，今回調査された落葉広葉樹

高木林の中でも相観自勺に特異な群落である。高木層は高さ16m，クリが被度・群度4・4で優占し，

リョウブ，ハリギリ，ミズキなどが混生している。亜高木属にはミズナラ，オオモミジ，クマシ

デなどが生育している。低木層には，ガマズミ，ヤマツツジ，サワフタギ，リョウブなどが生育

し，草本層にはクマイザサが被度・群度5・4で密生する。

　クリ群落は高木層にクリが優占しており，種組成的にはリョウブーミズナラ群落に近い。特定

の群落の区分種を持たないが，ヨグソミネバリ，ハウチワカエデ，チゴユリによってヒトツバヵエ

デーブナ群落に含めることも可能である。クリ群落は海抜高度や種組成などから判断して，ブナ

林の代償植生と考えられるが，高木層のクリに萌芽性が認められないことから，もとの自然林が

何らかの原因で破壌されたあと，ほとんど人手の加わることなく二次遷移が進行し，土壌の堆積

に伴ってリョウブーミズナラ群落に類似する群落を経て成立している群落と考えられる。

　　3。ケヤキ林

　　　　Zθ伽〃αs8γアα∫αW乱ider

　河川沿いの斜爾や谷部など崩積土が堆積した立地は，土壌は水分条件に恵まれ，有機物の分

解がきわめて良く，土壌の化学性，理学性ともに良好であるため植林に適しており，多くの場・

合，スギやヒノキ，特にスギ植林となっている。しかし，河辺の斜謝下部やV字谷のような崩

壊性の強い立地では植林地として適しておらず，立地保全のためにケヤキが残されていることが

多い。広野地区：では夏井川，高瀬川，富岡川，浅見川，木戸川などの河辺にケヤキ林が残されて

いる。高木層にはケヤキのほか，イヌシデ，アカシデ，ミズキ，イロハモミジ，オニイタヤ，ヤ

マザクラ，アワブキ，ミツデカエデ，カツラなどが混生している。これらのケヤキ林はほかの落

葉広’葉樹林であるコナラ林，モミーイヌブナ林に対して，ケヤキ，サンショウ，イヌワラビ，キ

バナアキギリ，ヒトリシズカ，ニワトコ，ウツギ，タマアジサイ，ヤマブキ，モミジガサ，ウリ

ノキ，ミゾシダ，カノツメソウによって区分される。ヤブツバキクラス域にはクマワラビーケヤ
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キ群落が生育し，ブナクラス域にはクリンユキフデーケヤキ群落が生育している。また，ヤブツ

バキクラス域上部からブナクラス域下部にかけてはオオモミジーケヤキ群集が生育している。

　13）　クマワラビーケヤキ群落

　　　1）呪yoμ67’s　1αcθγα一Zθ1々。〃αs67r醒α一Gesellschaft（Tab．15）

　いわき市久之浜，夏井川渓谷から得られたケヤキ林の植生調査資料は，クマワラビ，ヤマツツ

ジ，ヤブコウジを区分種としてクマワラビーケヤキ群落にまとめられる。

　クマワラビーケヤキ群落は，高木層にケヤキが優興し，群落構造は3層あるいは4属の落’葉広

葉樹高木林である。亜高木層および低木層にはアワブキ，アカシデ，イロハモミジ，ケヤキ，ム

ラサキシキブ，タマアジサイ，イヌガヤ，ヤマツツジなどが生育している。草本層にはジャノヒ

ゲ，オオバジャノヒゲ，ヤブコウジ，テイカカズラ，ヤマイタチシダなどの常緑植物もみられ

る。

　クマワラビーケヤキ群落の生育地は，海抜80～90mでありケヤキ林の中で最も低海抜地に生育

しており，アオキ，ヤブツバキ，ヤマイタチシダ，マメヅタ，シキミなどヤブツバキクラスに生

育する植物が生育している。

　クマワラビーケヤキ群落は谷沿いの崩壊性の強い急傾斜地に生育しており，ヤシャブシ，タマ

アジサイなど崩壊性立地に先駆的に生育する種を混生している。また，ヤマツツジ，トウゴクミ

ツバツツジ，コナラ，ヤマザクラなどコナラ林，モミーイヌブナ林と共通する種も多く，ケヤキ

林としてはまとまりに欠ける群落である。

　14）　オオモミジーケヤキ群集

　　　Aceri　amoeni－Zelkovetum　serratae　Ya。Sasaki！979（Tab．15）

　ヤブッバキクラス域およびブナクラス域下部の河州沿いには，ケヤキを中心として，イヌシ

デ，アカシデ，クマシデ，モミ，ミズキ，オニイタヤなどが混生するケヤキ林が発達している。

このケヤキ林は，アプラチャン，コクサギ，ヤブレガサ，アケビ，エイザンスミレ，セントウソ

ゥ，ジャノヒゲ，ヤマガシュゥを標徴種および区分種としてオオモミジーケヤキ群集にまとめら

れた。オオモミジーケヤキ群集は群落高は10～26mと一定していないが，ほとんどの林分は20m

を越える。亜高木層以下にはケヤキをはじめ，イロハモミジ，モミ，オニイタヤ，アワブキ，イ

ヌシデ，アカシデ，アプラチャン，コクサギなどの夏緑広葉樹が生育している。草本層にはチヂ

ミザサ，ミズヒキ，アマチャヅル，シロヨメナなどの夏緑草本植物やオオバジャノヒゲ，キヅ

タ，ジャノヒゲ，ティヵヵズラ，ヤブコウジなど常緑植物が生育している。オオモミジーケヤキ

群集は浜通り低地から阿武隈山地東縁の丘陵にかけて，川沿いの崩壊性立地や谷状地に発達して

いる。広野地区におけるケヤキ林の分布をみると，櫓葉町の井出川付近を境界として，北部にオ

オモミジーケヤキ群集，南部にクリンユキフデーケヤキ群落が生育している傾向が認められる。



49

＼ノ・触ノ’瓦・へ㌔． 　阿武田川　　FI疑βAbロkロma
　　　　　　　　　　．｛．

l　l
＼＿ミ」

原町　Haramachi

、、

手倉山．8e【g　Tekura

　　△631m 鏑手川　Ftuβ　Ukedo

　　郡山o
Koriyama 　　　　ヘ　　ロ大言竜書艮山　　白erg　Otakine

　　△v曹．

　1193m　　　　　　　　川』内

　　　　　　　　Kawauchi

鐘

観・難吻輸
　808m　　一社黙

▲腎

熊川　　Fluβ　Kurna

　　富岡川臼uβ
冨岡　　Tomioka

丁omioka

木戸田　FluβKido

広野　　Hirono

5菱見，【l　FI馨β　　Asarni

△　大久川月uβ℃hisa

　ロバ∫k．

　k　＼．
　　　　　ロヘロ　＼　　＼
　．ノ　　　　　　’》へ、．
．1

　　O，

いわき　lwaki

鮫川　Fluβ　Same

夏井川　　臼uβ　NatSUl

窪　▲

2躍
3●

〆

！

1。

2。

3．

　　　　　　　　　　　Fig．25　ケヤキ林調査地点図。

　　　　Orte　der　Vegetationsauf臓ahnaen　der　Zθ」ん。〃α3θ7剛α一W註且der．

クマワラビーケヤキ群落　Z）りPoヵ∫8万31αc6rα一Zθ1々ooαs8γγ認α一Gesellschaft

オオモミジーケヤキ群集　Aceri　amoeni－Zelkovetum　serratae
クリンユキフデーケヤキ群落　勘1夕goπz槻詔がセ〃如2η一Z♂々。〃α5θプ〆説α一Geseilschaft



50

　オオモミジーケヤキ群集は，ブナクラス域下部に生育するケヤキ林として長野興から報告さ

れた（佐々木寧1979）。オオモミジーケヤキ群集の下部に生育するケヤキ林としてイロハモミジ

ーケヤキ群集が知られている。イロハモミジーケヤキ群集は高木層にケヤキが優占するほか，亜

高木月以下にアラカシ，シラカシ，ウラジロガシ，チャノキ，アオキ，ナンテンなど常緑広葉

樹が生育するヤブツバキクラスに属するケヤキ林である（宮脇・藤原1970，宮脇他1971，1972，

1976，　1977）。

　広野地区は海からすぐに山が迫っているため，平野部が狭く，河州が渓谷を形成しているなど

地形的特徴のほか，ヤブツバキクラス域からブナクラス域への移行帯にあたっているため，常緑

広本樹林と振葉広ノ樹林が複雑に交錯している。また，多くの常緑植物の分布の太平洋側の北限

にあたっている広野地区においては，ケヤキ林立地のような不安定立地ではとくに，ヤズッバキ

　　　　Fig。26　オオモミジーケヤキ群集（高瀬川沿い）。

Aceri　amoeni－Zelkovetumserratae（beimFluBTakase）．
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クラスの種である常緑植物は，人為的干渉が比較的軽度に加えられても生育が限定される。

　今回，広野地区周辺では現存植生としては，イロハモミジーケヤキ群集の植生調査資料が得ら

れなかったが，いわき市小名浜など浜通り地区の南端に生育するケヤキ林，ケヤキの残存木の現

地踏査において，イロハモミジーケヤキ群集の断片が観察されている。

　オオモミジ…ケヤキ群集はアプラチャン，コクサギ，ヤマガシュウ，ヤマブキなどを標徴種お

よび区分種としてケヤキ群団にまとめられる。さらに，ガマズミ，イヌシデ，アカシデ，ヤマウ

グイスカグラ，ウワミズザクラなどを．標字種および区分種としてコナラーミズナラオーダーにま

とめられる。

　オオモミジーケヤキ群集は2亜群集に下位区分された。

　オオバジャノヒゲ亜群集は沢沿いのテラス状地や崩積土上に生育しており，オオバジャノヒゲ，

キヅタ，コバギボウシ，テイカカズラ，ノササゲ，ヤマユリ，コマユミなどを区分種とする。オ

オバジャノヒゲ，キヅタ，テイカカズラなど，ヤブツバキクラスの種が多く，出現虚数も56～77

種と典盤酬洋集の27～61種と比較して多い。組成的にイロハモミジーケヤキ群集に近い群落であ

る。典型亜群集は，特定の区分種をもたない群落であり，沢沿いの斜爾下部や露岩地などに生育

している。典型亜群集は高木層および範高木層にオニイタヤ，ミツデカエデ，アサダ，アワブキ

などが生育しており，オオモミジーケヤキ群集の中核的な群落である。

　15）　クリンユキフデーケヤキ群落

　　　Polygoノ～～‘〃3　sμμ‘」’z〃ノz－Z61々。〃α　5θプ’πたz－Gesellschaft　（Tab・15）

　いわき市の三ツ森山，背戸峨廊，広野町の河辺沿いや渓谷には，ケヤキを主としチドリノキ，

オニイタヤなどのカエデ類，カツラ，アサダ，オヒョウなどが混生するケヤキ林が生育してい

る。これらのケヤキ林は，タマブキ，ジュウモンジシダ，タニギキョウ，ミツバ，ムカゴイラク

サ，ウワバミソウ，タリンユキフデなどを区分種として，クリンユキフデーケヤキ群落にまとめ

られた。

　クリンユキフデーケヤキ群落は高木履は高さ20m前後に達し，ケヤキをはじめカツラ，オヒョ

ウ，チドリノキ，オニイタヤ，アサダ，ミズキなどが混生する。亜高木層および低木層には，ミ

ツデカエデ，チドリノキ，ヒトツバカエデ，サワシバ，アワブキ，ヤマアジサイ，タマアジサイ，

ウリノキなどが生育している。草本層の植被率は40～80％に達し，林床にササが密生する場・合を

除くと，林床植物は豊富である。平均出現記数66種におよんでおり，タマブキ，ジュウモンジシ

ダ，タニギキョウ，ミツバ，ムカゴイラクサ，イヌワラビ，モミジガサなどが生育している。

　クリンユキフデーケヤキ：群落はカツラ，オヒョウ，ミヤマクマワラビ，ジュウモンジシダ，ム

カゴイラクサ，ヤマアジサイ，ウリノキなどサワグルミ群団の応訴種および区分種によって特徴

づけられるブナクラス域に生育するケヤキ林である。太平洋側のブナクラス域に生育する渓谷林

として，サワグルミやシオジの優占するミヤマクマワラビーシオジ群集が知られており，海抜が
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　　Fig．27　クリンユキフデーケヤキ群落（隅木）。

Pδ1ッ801π‘刃z5β功砲‘1≠z‘ノπ一Zθ」々。槻5θ〃α’α一Gese11schaft（Oriki）．

高くなるにつれてアブラチャンーケヤキ群集，オオモミジーケヤキ群集などのケヤキ林からミヤ

マクマワラビーシオジ群集などのサワグルミ林に移行してゆく。しかし，阿武隈山地にはシオジ

は分布しておらず，サワグルミも広野町下翼…平の海抜450m付近に生育しているのが確認された

にすぎない。従って，ケヤキの占める難度は低くなる傾向はあるが，上方までケヤキ林あるいは

カツラやオニイタヤの優叢林が生育している。クリンユキフデーケヤキ群落はケヤキ優占林では

あるが種組成的にはミヤマクマワラビーシオジ群集に非常によく似ている。佐々木（1979）も裏

日本型のサワグルミ林であるジュウモンジシダーサワグルミ群集の下位単位としてケヤキ優占林

分を認めているが，今回はクリンユキフデーケヤキ群落としてまとめておく。

　クリンユキフデーケヤキ群落はジュウモンジシダ，ウワバミソウ，ウリノキ，カツラ，オヒョ

ウなどを標徴種および区分種としてサワグルミ群団に所属がまとめられ，さらにムカゴイラク
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サ，タニギキョウ，キョタキシダなどを標徴種および区分種としてシオジーニレオーダーにま

とめられる。

　クリンユキフデーケヤキ群落はフキ下位群落とコチャルメルソウ下位群落とに下位区分され

る。

　フキ下位群落はよく発達した深い土壌をもつ立地に生育しており，エゴノキ，フキ，ダイコン

ソウ，ツボスミレ，カラハナソウを区分種とする。阿武隈山地東回の丘陵帯の広野町南沢，上浅

見から植生調査資料が得られた。ヤマウグイスカグラ，ウワミズザクラ，フジ，チヂミザサ，モ

ミジイチゴなどオオモミジーケヤキ群集との共通種を多くもっており，ケヤキ群言からサワグル

ミ群団への移行的な性格をもった群落である。

　コチャルメルソウ下位群落はコチャルメルソウ，ツルアジサイ，オオウバユリ，ヤブムラサキ，

ヨグソミネバリ，ヒトツバカエデ，ミヤマクマワうどなど多くの種群によって区分される。コチ

ャルメルソウ下位群落は谷ぞいの凹状地やテラス状地などの土壌のよく発達した申にやや多く小

中角礫を含んだ立地に生育しており，特定の区分種をもたない典型下位群落と，カツラ，オオバ

タネツケバナ，ヤマトリカブト，オヒョウ，クロカンバを区分種とするカツラ下位群落に区分さ

れる。カツラ下位群落は高木層にカツラ，オニイタヤ，アサダが優占し，オヒョウ，ミツデカエ

デ，ミズキなどが混生している。ケヤキは優占することはなく，全く生育のみられない林分もあ

る。カツラ下位群落は阿武隈1⊥【地において，ケヤキの垂直分布の．切れる海抜400m以上の地域を

中心に生育しているものと考えられる。

　　3，夏緑広葉樹低木林（ノイバラクラス，オノエヤナギクラスほか）

　　　　SommergrUlle　Laubgeb礒sche（Rosetea　muItiflorae，　Sahcetea

　　　　sachalinensis　u。a。）

　ヤブッバキクラス域およびブナクラス域において，土壌が崩壊性であったり，河川の流水辺で

増水のたびに土壌が水で洗われる不安定な立地であったり，さらに山地尾根部に近く乾燥した立

地や，土壌麟の浅い立地などでは，自然植生としてそれぞれの環境条件に対応した種組成をもっ

た夏緑広葉樹低木林が成立している。また，人間活動の直接，間接の影響により，生じた森林の

林縁部や森林伐採跡地などには，二次的に先駆的な陽地生低木林が見られる。

　広野地区においてこのような夏緑広葉樹低木林に対し17地点の植生調査資料が収集され，種組

域の比較検討の結果，2群集6群落が区分された．椹生の高さ1mに満たない矯小な低木林であ

るタマアジサイーヤマブキ群落から，5～6mに達するミズナラーリョウブ群落まで含められて

いる。前項の夏縁広葉樹高木林を主体とするブナクラスの群落も含むが，多くの群落はノイバラ

クラス，オノエヤナギクラスなど夏緑広葉樹の低木林，亜高木林としての種’組成土のまとまりが

ある。
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　　　　　　Tab．17クサギーキブシ群落

α6γod6μ470π’ガ漉。’01πκ∬z一ε如。勿z〃κ5ρηzθooκ一Gesellschft

Feld－Nr．調査票番号：10－9

H6he廿．　Meer海抜高：200　m　　　　　Exposition　u．　Neigung方眩及び．傾斜：S30。

Gr6Be　d．　Probefエ奇che調査面積：5x10　qm

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低．木層の高さ及び植：兜率：2．5m，90％

H6he　u．　Deckung　d．　K：rautschicht草本層の高さ及び分詞率：0．5m，30％

Artenzah1出i硯種数：39　spP．

Trennarten　d．　Gesellschaft　u．　K：en照rten　d．　Verband：群落区分種及び群団標徴種

　S如。勿κη‘3ργαθooκ

　β7α‘∬0πθ々α々αZゴπ0凝

　ノ1廻〃α61α’α

　漁〃0’κSブゆ0’Z’αfS

　C18プ04θπげプ0％〃∫Cん0’0〃π〃π

　βκ441同国ブ妙01～foσ

　施9α昭α潔α泌1zo躍εs

　Rんz63ブαoα73記σ

Arten　d．　Rosetea　multifユorae：

　ノ）αμβ如。プθノzσ如

　命‘伽30γα如68ヴ∂〃～‘∫

　・4んθδガα〃〃b1如如

　施〃”αブ＠0π’0α

　品め2‘3ηπ07ρρ1げ11κ3

　εα窺δκα‘SSゴβ60♂｛海α冗α

　ノ40’加ゴ4ノαμ㎎漉α

◎9璽§tige　Arten：

　功4アの～89σカπ♪01zκ♪π如

　C㍑〃ゴ。αゆσブ砂。πゴ。α

　・41πz‘5万ηηα

　COノη1πθ1ゴπα‘0η〃，π〃3∫S

　勲ππκθ擁548π々α〃α≠α

　PO砂S蕗Cタη‘，π置γψ置εア0η

　α73飾η～πψカωzJα‘7π

　漁oJoの2αCOγゴα如

　P∂砂goπ多〃π％の認θノ．350

　∠）ノツρμθ7fs如。6解

　β081～刀Zθア’α5μC認α

　β0盈刀昭ア如ノZψ0π01Z’ρθα

　Zσノz漉。η！3‘刀．3ρψθガ’z〃7z

　（：φz渉sη溜～z俗～〃342掃α拶bJ珈s

　Cαアθκブ己ψoπゴαz

　ゐ露2Zf1αμ3〃フ70∫α

　COリノ4α1∫5かZ6おσ

　yα‘π8∫αノ砂0／Z∫0召

　Sち，ア6κ06αS3毎

　Co7ッ諏〃5加」〃4αvar．’61z～’～s

　」P3‘ωrβアどαJoδα’α

　キブシ

　コウゾ

　タラノキ

　アカメガシワ

　クサギ

　フジウツギ

　カラスザンショウ

　ヌルデ
ノイバラクラスの種

　ウツギ

　クマイチゴ

　ミツバアケビ

　ヤマブキ

　ニガイチゴ

　ニワトコ

　サルナシ

その他の種

　タマアジサイ

　ムラサキシキブ

　ヤシャブシ

　ツユクサ

　ヤクシソウ

　ジュウモンジシダ

　ナンプアザミ

　タケニグサ

　タニソバ

　クマワラビ

　コアカソ

　カラムシ

　サンショウ

　ケチチミザサ

　ヒゴクサ

　ヌカボシソウ

　ムラサキケマン

　オニタビラコ

　ハクウンボク

　ミヤマキケマン

　クス

S－3・3

S－2・2

S磯・1

S一十

S－2・2

S暖・1

S一＋

S一＋

S岐・2

S一＋

S一＋

S－1・2

S－1・2

S一＋

K一＋

　S－1・1

　S一÷

　S一＋

K－1・2

K－1・2

　K一｝一

　K一＋

　K一＋

　K一十

　Kl一＋

　S－1・2

　S一＋2

　S一＋

K畷・2

Kl－1・2

K：一十・2

　K一十
　1（一唾一

　K一＋

　K一一ト

　K一＋

調査地Fu簸dort：HirQno－machi，　Futaba－gun双葉郡広野町
調i査年月日Datum：2．　Jun．1979
調査者Forscher：S．　O．，　L．　M．，　K，　T．，　E．　N．



55

　16）　クサギーキブシ群落

　　　αθγ046η4プ07z〃∫c加∫o｝πz切z－3如。勿z〃κ3ργαθcoκ一Gesellschaft（Tab，17）

　ヤブツバキクラス域における伐採跡地や，河弼に沿ったやや崩壊性の立地，さらに林縁部のマ

ント群落として，クサギ，アカメガシワ，カラスザンショウなどを優占種とする陽地生低木林が

成立する。大場（1971）によりクサギーアカメガシワ群団にまとめられたこのような低木林につ

いて双葉郡広野浅見川中流域において調査資料が得られた。キブシ，クサギをはじめとするクサ

ギーアカメガシワ群団の種を区分種としてクサギーキブシ群落にまとめられた。

　林分は2．5mの低木林である。低木屡は区分種群を主な構成種とする。草本層にはケチヂミザ

サ，ヒゴクサ，タケニグサ，ミヤマキケマンなどの多年生草本植物，ツユクサ，ムラサキケマン

などの1，2年生草本植物が生育している。立地は小河州に面した崩壊性の急傾斜地である。人

為的な撹乱も晃られ伐採跡地等に特徴的に見られるヤクシソウ，タケニグサが生育している。

　Tab．17に示されるようにクサギーキブシ群落にはウツギ，ニガイチゴ，ミツバアケビなどを

はじめとする，ノイバラクラスの種群が多く混生している。クサギーアカメガシワ群団の構成

種は夏緑広葉樹が中心であるが，安定した立地に生育した林分では，ヤブツバキクラスの種を多

く混生する場合もある。より不安定な立地，もしくは遷移初期に成立したクサギーアカメガシワ

詳団の植分は，ノイバラクラスの種である，ノイバラ属！～osα，キイチゴ楓！脇δκsの植物，さ

らに多くのつる植物が混生している。このような林分はノイバラクラスの植生と組威的な類縁が

深い。広野町で調査されたクサギーキブシ群落は後者のタイプの植生である。

　17）　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　Hydrangeo　involucratae－EupteIeetum　poIyaIldrae　Miyawakietal．
　　　1964　　（Tab。18）

　河川中，上流部の渓谷林としてはケヤキ林が広野地区に広く兇られる。タマアジサイーフサザ

クラ群集は，このケヤキ林が河州に接する林縁部に自然植生．として生育する夏緑低木林である。

　タマアジサイーフサザクラ群集はタマアジサイとフサザクラの2種を標徴種としてまとめられ

る。広野町浅見／ll上流で調査された林分は高さ5mのフサザクラ優占林である。高木層にはフサ

ザクラが優占するほかオニイタヤ，ヌルデ，マタタビの生育が見られる。低木履ではヤマブキが

優占し，コアカソ，タマアジサイ，モミジイチゴなどの半木本植物が生育する。草本層にはジュ

ウモンジシダ，ミヤマクマワラビ，ムカ：ゴイラクサ，オオレンシダなどケヤキ林，サワグルミ林

と共通する歯面地生の多年生：1聴：本植物の繁茂が見られる。立地は小渓流に接した申小角礫の崩積

土である。

　タマアジサイーフサザクラ群集は自然生の林分としてケヤキ林，サワグルミ林の立地よりもさ

らに流水による砂礫の移動の生じやすい立地に生育している（P．61Fig，30参照）。一方それら
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　　　　　　　　　　　Tab．18タマアジサイーフサザクラ群集

　　　Hydrangeo　involucratae－Eupteleetum　polyandrae
Feld報r．調査票番号：SF－22
H6he且．　Meer海抜高：670m　　　　　Exposition　u．　Neigung方位及び傾斜：E聾E300

Gr6βe　d．王）robefl話che調査諏積：5x15qm

H6he　u．　Deckung　d．　B餌mschicht高木層の高さ及び樒被率：5m，80％

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さ及び下学率：2m，90％

H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さ及び植被率：0．4m，40％

Arte麗ah1出現種数：37sPp．

Ke豆n－u。　Trennarte礁d。　Ass．

　E妙ず召～6αρ0～ツ侃47σ

　琢47σπ8θ｛Zゴπ〃01凄κγζZ’α

Arten　d．　Rosetea　multif正orae：

　∠4C’勿’4歪αρ0り，9α規α

　R海z4∫ゴα山口。α

　14c∫勿ゴ漉αθ㎎㍑如

　耳！θ’即1α48CO7α

　飽γ7コ口ゴ4ρ0π∫Cσ

　Ro3α〃Zκ〃ゲ10π～

　Rε4伽3ρα1ηz如‘3var．αψ彦（ψ勿〃363

　z）θκ’2毎6γ召％θ’α

　R％δ膨3ρ海08癬CO1α3珈5

　ぬ64（37如5Cσπ4θη3　var，｝πα〃♂

　CJθγ04e犯4γo％孟γ∫c鳶。ゼω7協η3

Sonstige　Arten：

　♂408ア1η0730var．御η6ゴ93〃η

　ル勉9π0〃σ0δ00α如

　3α〃κδαんん0

　β0β加，2召γ彪ゆゴ0α’α

　Zαπ〃～0謬々柳リウψθ7∫々御2

　A1σ7zg伽ゆ1α伽加1伽3　var．酬。伽π
　∫ηψα廊8π5’6κ∫o万

　s㌍ρ肱ηαη6γα匪ηo∫3α

　P∂砂∫’∫01～Z4η2’7ψ’θ70η

　ゐψ07’θα伽1δ功昭

　D8π2z3’αθ4’毎zo’ケbγ4ガ

　∠4∫擢∂8酌z〃zδθ㎎’ガ

　．4〃Zy7伽ノππψ0η’6κ1π

　．45’θ7σ8召アα’o’46s　var．加γα召f．！ακαノz〃zz‘5

　y∫oJα6訟伽昭π3’∫

　1）ηψ’θ万Sカ0砂1¢ρ∫5

　C眠り，505ρ～6痂z〃3〃～αcア03’εノηoπ

　ε彦8〃αガα5θSS’1サ70アα

　P∂砂90π％魏戸1加ηπ6

　CO〃Z～4S　OO7Z”0び67Sα

　施げαs麗8Sゴαρ0π∫α‘S

　T7めノπゴεノπαCア6φ04α

　COη∫05θ1カπρπ万〃0〃π〃η

　γめ麗7πz切z4ゴ1αガα如7π

群集標記種・区分種

　フサザクラ

　タマアジサイ

ノイバラクラスの種

　マタタビ

　ヌルア

　サルナシ

　ニシキウツギ

　ヤマブキ

　ノイバラ

　モミジイチゴ

　ウツギ

　ェビガライチゴ

　ヘクソカスフ

　クサギ

その他の種

　オニイタヤ

　ホオノキ

　バッコヤナギ

　コアカソ

　サンショウ

　ウリノキ

　ッリフネソウ

　コゴメウツギ

　ジュウモンジシダ

　ムカゴイラクサ

　ォゥレンシダ

　アカショウマ

　イヌワラビ

　シロヨメナ

　エイザンスミレ

　ミヤマクマワラビ

　ミヤマネコノメソウ

　ミヤマハコベ

　ミズヒキ

　ミズキ

　フキ

　ヤマホトトギス

　ミヤマセンキ藷ウ

　ガマズミ

B－4・4

S－2・3

B－1・2

B－1・1

　B一十

　B一十

S－4・5

S－1・2

S－1・2

S一＋・2

　S一＋

　K一＋

　K一＋

　　　B－1・1

　　　B－1・1

　　　　B一十

S－2・3，K－2。3

　S一十，K：一ト

　　　　S一＋

　　　K－1・2

　　　　S一＋

　　　K－1・1

　　　K－1・2

　　　K一十・2

　　　K－1。1

　　　K一一1一・2

　　　K：一十・2

　　　　K一ト

　　　　K：一ト

　　　　K一十

　　　　K一十

　　　　K一一一

　　　　K一→一

　　　　K一一｝一

　　　　K一十

　　　　K一＋

　　　　K一→一

調査地Fundort：Hirono・machi，　Futaba，gun双葉郡広野町
調査垂ドノヨEl　：20．　Okt．1978

調査者Forscher：L．　M，　S．　S．，　M．　Ka．
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渓谷高木林が伐採され，あるいは人為的窺二等により土壌の流亡が起こった場合などに二次的に

生育域を広げる傾向がある。

　タマアジサイーフサザクラ群集の群落体系上の扱いは，フサザクラ群団（宮脇編！977）が記載

されている。しかしその上級単位はシオジーニレオーダー（宮脇編1977），コナラーミズナラオ

ーダー（宮脇・鈴木ほか1977），ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー（長野照植生図作製調査団

エ979）など多くのとりあつかいがなされてきている。今圓得られた資料はジュウモンジシダ，オ

ウレンシダなどのシオジ一霞レオーダーの種群が混生する…方，Tab．18に示されるようにノイ

バラクラスの種群の混生も多数見られ，上級単位への明確な決定はなされなかった。

　18）　ベニバナニシキウツギーウツギ群落

　　　珂！θゴgθ1α4θcoγαf。麗πゴooloプ．D6z‘’z∫αcアθπ厩σ一Gesellschaft（Ta1）．19）

　広野地区のヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部にかけての林縁部，小河川沿いの斜

1癬にはベニバナニシキウツギを優占種とする夏緑低木林が見られる。これらの三分はベニバナニ

シキウツギを区分種としてベニバナニシキウツギーウツギ群落にまとめられる。

　ベニバナニシキウツギーウツギ群落に対する植生調査資料はいわき市北部三ツ森山，双葉郡川

内村の標高350～450mの範囲で得られている。林分は高さ1．5～2mの低木林である。低木慮

にはベニバナニシキウツギやコゴメウツギが優晒するほか，ウツギ，ヤマブキ，タラノキ，ニワ

トコなどの夏山広葉樹が生育する。草本層は林分による差が大きいがヨモギ，ススキ，オカトラ

ノオ，クサコアカソなどの多年生草本植物が生育する。立地はいずれも河川部の崩壊性の不安定

立地であるが，多くの林分は人為的擬：乱により生じた二次遷移途上の群落である。

Fig．28　ベニバナニシキウツギ～ウツギ群落の区分種ベニバナニシキウツギ。

　　　　耳z窃go～α46007πf．　z〃～ゴoo妨・als　Trennart　der障6’g81α480ωrαf．卿zゴoolo7’一

　　　　Z）θ班z∫αoγ6／zα如一Geselischaft．
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Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

　　Tab，19ベニバナニシキウツギーウツギ群落
W初go1α4600γαf．　z‘π’coloノ・一Z）8z‘’z’σoアθηα’α一Gese工1schaft

H6he曲er　Meer（m）：
Exposition：

Neigung（Q）：

Gr6βe　d．　Probe鉱che（m　x　m）1

H6he　d．　Strauchschicht　（m）＝

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　K：rautschicht（m）：

Deckung　d．　K：rautschicht（％）：

Artenzahl：

通し番号

調査票番弩

誰1墨髭三月Ei

海抜宵

比毛

傾斜

調査面積

低木層の高さ

低木履の植被率
茎筆憂く1脅のi高さ

草オ翼層のオ直被率

出現種数

Tren鷺art　d．　Gesellschaft二

　レ78’8θ1α4θ00γαf，～〃Z’0010γ

Trennarten　d．　Untergesellschaft：

／1」πκ3万γη短

Zθ1々0りα　∫θプ塀’α

擁！∫S’θ7彪∫Jo7めんπ4α

C1ωπσ廊sσρ∫哲）〃α

五～0∫α7πμ1彦ヴ107α

γ伽アπz‘ηゆ1加’κノ，z　var。’0〃Zθη’03κノ，2

正｛y4プαη9召αραπ∫α‘1α彪

Rz46πs　6㎎彪69琢）々κs

εα3α｝η0ゆ乃α60γθα〃3

％砂80π～4フπCκψ’4αピZ4ノ．Z

群落区分種

　ベニバナニシキウツギ
｝ド位凄羊落：区分種

ヤシャブシ

ケヤキ

フジ

ボタンヅル

ノイバラ

ヤブデマリ

ノリウツギ

クマイチゴ

スズタケ

イタドリ

S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

S，K

が
Ke職n－u．　Trennarten　d．　Rosetea　multiflorae：ノィパラクラスの標微種・区分種

　D6説寵αoア6ηα彪　　　　　　　　　　　　ウツギ　　　　　　　　S

　飾プ万αゴψo雇。α　　　　　　　　　　　　　ヤマブキ　　　　　　　　S

　澱プα1彪01α如　　　　　　　　　　　　　タラノキ　　　　　　　S
　Sαηz加‘oκ5s館δ01漉α7～α　　　　　　　　　　　ニワトコ　　　　　　　　 S
　ム～んZf3ブαzノごzノ魔。α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌノレテ’　　　　　　　　　　　　　　S

　品‘δz4s7癖oγq力勿〃κ5　　　　　　　　　　　ニガイチゴ　　　　　　S，K：

Begleiter：　　　　　　　　　　　随伴種
　S躍ρ乃醐απ4昭魏。∫sα　　　　　　　　　　コゴメウツギ　　　　　　S
　／1γ’（ヲηZ鉛∫α力万πC¢カS　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモキご　　　　　　　　　　　　K

　y歪δκア133〃η　4ゴ1αオαガz〃π　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガマズミ　　　　　　　　　　　　　　S

　M飴Cαπ’ぬZ‘SSカZ8π5ゴS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ススキ　　　　　　　　　　　　　　　K

　Egz拡s6勘‘ηzαアzノθ235ε　　　　　　　　　　　　　　　　　スギナ　　　　　　　　　　　　　K：

　∠づ，s初3αoんゴαcJθ漉γo∫4θs　　　　　　　　　　　　　　　オカトラノオ　　　　　　　　　Kl

　施s彦㍑αzρα7毎81z〃フ2α　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ボシガラ　　　　　　　　　　K

出現1回の種　Aueerdem　je　einmahn　Lfd，　Nr．1：E3ψ∫6Z磁ρo砂α1z4颯
’sc加7zo3々だ　イヌシデS－1・2，功41’αηg召α　1παcγρ帥ッ〃α　var．

oん’π8／zs6　var．5’〃ψ1’cヴb”z〃πヒヨドリバナK一｝一・2，1κ61”5∫’010π乖1’αイワー

〃zoノ～o　var．αηz房gz〃ηオニイタやS－1」1，ノ1々θδ忽かる飴」∫α’αミツバアケビS一←，

ヨウヅルS一＋，Cαアψ加z護sブαρoπ’oαクマシデS一＋，

var．7παゴ01’キジムシロK一一i．一，　C7りφ’o∫αθπ忽ブ4ρoπゴ。α
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フサザクラS－2・2，Cα1ψ’1紹∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αα4〃擁πα如ヤマアジサイ　S一＋。2，左卓φα’oア伽1π

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ガナK一＋・2；ln　2：湾。θア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αθ脚αガSブ0ゆ0癖Cαノ・ンシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　βoθノ7187’α釦）ゴ。α∫αコアカソKl－2・2，％’（〃z琵11ζτ∫〆召9α7∫o’4θs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミツバK一十，五S躍δθ魏躍めθ1gだアカショウマK一十，

Z，y舘〃～〔τ罐ゴ〔τノψoノ蕗。αf．5♂‘∂56∬潔露コナスビK：一＋，ノ～〃7～6κoδ海‘3⑳〃♂‘5，エゾノギシギシ1（一＋；in　3：遼々6δ彪
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召z‘’πα如アケビS－2。2，／i認力3ゴ”αα79π齢サルナシS－1。2，E3‘ω2y〃23‘s　3諺60々！毎％％3マユミ　S一＋，γ漉s

∫16ズ～‘osαサンカクヅルS一＋，・40’∫痂4劾力⑳81α栩αマタタビS一＋，ぬ6♂εγ’σ∫oση4ω3s　var．71zα”6’ヘクソ

カズラS一＋，βoθ加π〃ぬg紹。漉sクサコアカソK－2・2，Poly8ππz〃πプノ1加ηノ昭ミズヒキ1く一＋・2，ノ1gγ勿20海α

知ρoπf6αキンミズヒキK一＋；in　4：・厚z〃7z2”％s　13‘ρ3‘Zκs　var，607’4⑳1’μsカラハナソウS－1・2，　Sむγσκブαρo痂。σ

エゴノキS－1・2，翫7，7αη78傭勉力。短。αマンサクS4・2，・4c67　c7rα’α8g承）1加ηウリカエデS－1・2，3αZJxカ3’召g解

イヌコリヤナギS－1・2，R海z‘5’7～碗ooαゆμヤマウルシS－1・2，　Sα1㍑5αoゐα」”z613s∫3オノエヤナギS－1・2，

煮。α雇1zψ碑ακ幼∫πosz∫sヤマウコギS一＋・2，五駕ρ646zαん0172010∂σツクシハギS一骨一，Coり，13‘s∫諺δ014∫α1辮ッ

ノハシバミS一ト，ノ1々θ配αxクθノz彪力妙〃αゴヨウアケビS一＋，ゐ。癖。θ∬σブ砂α2foαスイカズラS一＋，3’ψ勿10α

δ～〃～α14α　ミツバウツギS一＋，・4名α〃σoo74σ彪　ウドK－1・2，　Cα廻κ5ノゴθノ’os海。如　タガネソウK－1・2，　Cα超κ

々4’αvar．7短yσ6θ∫ビロードスゲK一＋・2．

調査地Fundort；Lfd．　Nr．1，2：Berg　Mitsumorl－yama，　Stadt三waklいわき市：三ッ森LL1；3，4：K：awauchi－

1叡ra，　Futaba－gun双葉郡川内村

調査・者Forscher；Lfd，　Nr。1：K．S．，　Y．　S。，　T．1（r．，　E．　N．；2：K．　S．；3，4：S．　O。，　Y．　S．，　Y．　N．

　ベニバナニシキウツギなどのタニウツギ属W♂g♂αを含む低木林はほぼ日本紅燈のヤブッバ

キクラス域上部からブナクラス域にかけて見られる。最近Ohba（！979）はこれら理♂gθ’α林を

ヤシャブシとの組み合わせで一括し，タニウツギーヤシャブシオーダーWeigela－Alneta．

Iia　firmaeにまとめた。今剛広野地区でまとめられたべニバナニシキウツギーウッギ群落中

にはヤシャブシの生育が児られる一・方，ブナクラスに含められるべきヤシャブシ群落も認められ

ている。河刺による侵食1乍用のためたえず崩壊を起こす急斜面や，入為的な影響によって生じた

樹讃仰ではW6ガ9θZαとヤシャブシは混生する場合が多く見られる。しかしヤシャブシは亜高

木，高木に達し，乾性な土壌層のうすい尾根地にも先駆的によく生育する。一・方円び9♂αは重

質な林縁部にも帯状の応分を形成する。これらW6∫g♂αの群落とヤシャブシ類の群落について

一・ bした扱いをすべきかどうかは今後の資料の蓄積を待って決定したい。ベニバナニシキウツギ

ーウツギ群落にはウツギ，ヤマブキ，ニワトコなどのノイバラクラスの種群が生育し，上級単位

としてノイバラクラスへ所屑すると考えられる。

　ベニバナニシキウツギーウツギ群落は種組成のやや異質な2下位単位に区分される。ヤシャブ

シ，ケヤキによって区分されるヤシャブシ下位群落は河川に沿った斜面肩部のやや乾性な立地の

林分がまとめられる。フジ，ボタンヅル，ノイバラなどで区分されるフジ下位群落は流水辺に近

い，礫質地上の適湿立地の林分がまとめられる。

　ベニバナニシキウツギはニシキウツギの品種であるが，広野地区においで一一・般的に見られる。

　19）　タマアジサイーヤマブキ群落

　　　亙y〃α1zg召αゴπひ01κcアσ’α．飾7ガαゴψoπ’cα一Gesellschaft（Tab，20）

　渓谷部に牛立するケヤキ林が・1・河川や，二次的に道路に接した林口都には高さ1m前後の媛生

な低木林が生育する場合がある。タマアジサイ，ヤマブキ等を優占種とするこれらの植分は，双葉

郡富岡町，大熊町において調査資料が得られ，タマアジサイーヤマブキ群落としてまとめられた。

　タマアジサイーヤマブキ群落には群落階層の分化はほとんど見られない。ヤマブキ，タマァジ
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Fig，29　林縁部植生（ノイバラクラス）の響胴種であるノイバラ。

　　πosα槻〃σ7α・σ，eineK：ennartderRosetea　multifエorae．

Laufende　Nr．

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

　　Tab．20　タマアジサイーヤマブキ群落

亙y〃αη86αゴπoolzκ7認α一醜〃如ブ砂。／z’oα・Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　通し番号
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H6he廿ber　Meer（m）：
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Begleiter：　　　　　　　　　　　　　随伴種
　0ρ1寛〃zθ槻s％π4κZα’加」劾s　　　　　　　　　　　ケチヂミザサ　　　　　　K　．　2・2　　÷・2

｝．｛li環1回の随伴種　A疑£erdeln　je　einma1（Begleiter）in　Lfd．　Nr．1：E3‘ρ∫θ16αρo砂θ’z〃αフサザクラS畦・2，

Cαゆ加κs廊c1～0730s々2ゴイヌシデS4。2，　y∫加〃7ZZ〃724μβ如’3〃7zガマズミ　S一＋・2，　Sα5σ溺。ゆ1宛∂01’θα♂∫3スズ

．タケS一÷・2，施1砂州ακρ∫c’z‘ぎハリギリS一÷，Zσπ漉。η」3〃πρψθrf’z〃πサンショウS一一｝一，勘γαδθπzo加

戸耀6‘oκアプラチャンS一＋，／窪冨6プ30σ∂61’シラヤマギクK一＋，ρ助如加goπブαρo厩α‘3ジャノヒゲK一一←，

〃1∫z〃πooγゴα’観πウバユリ，・43’θアα解プ認。耀θ5　var．　o〃α≠z‘sノコンギク；in　2：β08ん17昭r～α5ρ∫cα’αコアカ

ソK：一2・2，30加zρρ〃α91，鰯勿4γαπ880昭6∫イワガラミ1（一2・2，Cσ7’θxδ1の勿γ∫c曜ραショウジョウスゲK－1・2，

盈ψα’oプノz〃π01zカz6／z3応var。5カηρ」記ヴ∂1’～〃πヒヨドリバナK一＋・2，1）リノ砂飽万s厨∬8’f酬～αヤマイタチシダ

K…卜，Cαゆ初π5　coア4α’αサワシバ王鮎十。

講査地Fundorte（Futaba－gun双葉郡）；Lfd．　Nr．1：TomiQka－machi富岡…1導¶；2：0kuma－machi大！潅；Il∫

調査者Forscher；Lfd．飛r．1：K．　S．，　T．　K：r．，　E．　N．；2：K．　S．
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　　　　　　　　　Fig，30　渓谷部植生配分模式。

　　Schema　der　Vegetation　in職d　am　Rande　von　Schluchten

ヤシャゼンマイーナルコスゲ群落
Os1ηz〃z磁如π06α一Cαγ6κα〃加co♂1ガs－Gese11schaft

セキショウ群落
、4coアκs　gアα1フzゴπθκs－Gese11schaft

タマァジサイーヤマブキ群落
ノむdγρzgθαかz〃01zκアα∫α一飽ア万αブαρoπ’cα一Gesellschaft

タマアジサイーフサザクラ群集

猛ydrangea　i鷺volucratae－Eupteユeetum　polyandrae
オオモミジーケヤキ群集

Aceri　amoeni－Ze工kovetum　serratae
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サイ，ニガイチゴ，モミジイチゴなどの低木類，ツルウメモドキ，トコロ，ミツバアケビなどの

つる植物，そしてケチヂミザサ，ショウジョウスゲ，ヒヨドリバナ，ウバユリなどの多年生草本

植物が渾然と生育している。三分の立地はいずれも中小角境地であり，イヌブナーケヤキ林もし

くはケヤキ林の林縁植生を形成している。

　タマアジサイーヤマブキ群落の区分種として挙げられたヤマブキ，タマアジサイ，モミジイチ

ゴに加え，ニガイチゴ，クマイチゴ，ウツギなどは草本植物と木本植物の中門的な生活形をもっ

ている。木本植物ではあっても地上茎の寿命は短く，また幹の肥大生長も少ない。いわば“半木

本”植物である。一方トコロ，クズ，ミツバアケビ，サルナシなどのつる植物も“半木本”的な

生活形と考えられる。このようにタマアジサイーヤマブキ群落は半木本植物の優占的な生育によ

り特徴づけられる。やはりケヤキ林の林縁部に生育する植生としてタマアジサイーフサザクラ群

集（p、55～p．57）が認められているが，タマアジサイーヤマブキ群落にはフサザクラをはじめ

とする典型的な木本植物の生育を欠いている（もしくは少ない）事により区分される。タマアジ

サイ～ヤマブキ群落は自然植生における配分ではタマアジサイーフサザクラ群集よりもさらに河

川に近い，不安定な礫地に帯状に生育している（Fig．30）。

　タマアジサイーヤマブキ群落は，前．述した半低木類であるキイチゴ属Rκδκs，ノイバラ属

Rosα，アジサイ属Hッ4γαπgθα，そして多くのつる植物を上級単位の標徴種，区分種としてノ

イバラクラスに含められる。群団，オーダーは今後の資料の蓄積をもって決定したい。

　20）　ミズナラーリョウブ群落

　　　Q～‘召γα4s〃～o〃golfoαvar．　gγo∬058プ〆α如．α6疏7αδα7δ勿θγ加3－Gese11schaft（Tab．21）

　1．1．1地帯の尾根部などの土壌層の薄い立地では斜面中部で優勢なブナが生育せず，かわってミズ

ナラ，リョウブなどが優占した低木林を形成する場合が兇られる。そしてこのような低木林では

やはり土壌層の浅い立地に分布的中心をもつツツジ科低木が特徴的に生育する。いわき市屹兎屋

（きっとや）山で調査されたリョウブ優占林分は，リョウブ，ミズナラ，ヤシャブシ，そしてヤ

マツツジ，ネジキなどのツツジ科低木を区分種としてミズナラーリョウブ群落にまとめられた。

　ミズナラーノヨウブ群落は高さ6mの夏緑低木林である。林内は3層に分離され第1層（高木

層）にはリョウブのほかミズナラ，ウダイカンバ，ヤシャブシなどが見られる。第2層（低木層）

には，ヤマツツジが優占し，アセど，ネジキ，コシアブラなどが生育する。第2層（菓本ノ轡）に

はスズタケが優占しワラビ，イワガラミなどが散生している。

　ミズナラーリョウブ群落は種類組成的にタリーミズナラ群集スズタケ亜群集（p．39）と近い。

しかし区分種としてヤシャブシ，ウダイカンバが挙げられるほか，リョウブの優占する低木林で

あり，さらに出現種下が低下することなどにより区分される。ミズナラーリョウブ群落は斜面下

部にむかい土壌層が厚くなるにつれ，タリーミズナラ群集に種組成的に移行してゆく．ミズナラ

ーリョウブ群落に代表される尾根状の，土壌の浅い立地に生育’する低木林は，ブナクラス域に広
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　　　　　　　　　　　Tab。21　ミズナラーリョウブ群落

　　　　Qκθγα63脚η創加var．9ア。∬θs8アプ磁一α6’伽磁αア伽θ漉3－Gesellschaft

Feld－Nr．調査票番号：C－10

H6he且．　Meer海抜高：800　m　　　　　Exposition斌．　Neigung方．位及び．傾斜：L

Gr6鍵e　d，　Probef搭che調査面積：10　x　12　qm

輩dhe　u．　Deckung　d．　Baunユschicht高木層の高さ及び樵被率：6m，85％

H6he　u。　Deckung　d，　Strauchschicht低木層の高さ及び植被率：3m，40％

H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さ及び植被率：1m，80％

Artenzah1出現種数：22spp．

Trennarten　d。　Gesellschaft：

　c1θ疏γαδαγδゴπθ7房3

　Qz‘8プα‘Sノπ0η80Jfcαvar。9ア0∬0∫07γ磁

　盈1フ2露‘∫方〃ηα

　R加6046π〃0／3たαθ〃2卿7／

　P∫6万Sブαカ0短6α

　∠グ0伽0〃α1加1∫αvar．θ11ψ’加

Kenn－u．　Trennarten　d。　h6heren　Einheiten：

　βθ’麗1α刃堀魚田0ω’C之如ノ～6Z

　Cαゆゴ窺‘∫ゴψ0癖0α

　刃C8ア加’ノησ’繊z　var。αノη0θノ襯η

　Fγακ勿κ∫1α窺‘8加0∫α

　cαs’απθσc7ω3α彪

　βε’Z‘～θ9γ0∬α

　s忽）ぬαπのz〃αかzoおα

　〆10απ疏（ψσ7Zαλ「50’α4ψ加〃0／40S

　Sα∫αノπ0ゆ乃αδ078α1ゴS

　y∫加‘7πz〃η4／1α’認2〃η

　R肋‘∫ごz駕δゴ9κα

　3C加zの）海7α9’ηα勿〃α738θ0246S

Begleiter：

　〆1δ忽s万〃フ短

　功〃α帰g8α力砂zfo〃α’α

　∠40’著π’読αρ0妙8α〃Zα

　P’9γ纏襯α9Z〃’π～‘〃z　var．1繭z4SO〃κ1η

群落区分種

　リョウブ

　ミズナラ

　ヤシャブシ

　ヤマツツジ

　アセビ

　ネジキ

B－4。4，S一ユ・2

B－2・2，S一＋・2

　B－2・1，S一＋

S－3。4，K一十。2

　　　　S－1・2

　　　　S一一ト

．．圭二級単．位の標徴種・｛X分種

　ウダイカンバ

　クマシデ

　オオモミジ

　アオダモ

　クリ
　　　ヤ　　　　　　　　　　　も

　ヨクソミ不バリ

　コゴメウツギ

　コシアフフ

　スズタケ

　ガマズミ

　ツタウルシ

　イワガラミ

随伴種

　モミ

　ノリウツギ

　マタタビ

　ワラビ

B－2・1

B一＋

S一＋

S一＋

S一＋

S一ト

S一＋

S一ト

K－5・5

K一十

K：一ト

K司一

S一＋

S一＋

1（一＋

K：一ト

調査地Fundort：Berg　K：ittoya－sa11，　Stadt　Iwakiいわき市屹兎屋1－1－1

調査年月黛：2．Jun．1979
言周馴者Forsher：K．　S．，　Y，　S．，　T．　Kr．

く分布しており，神奈川県箱根（宮脇・大場・村瀬1969），

どで同様の植生が報告されている。

大分県八丁原（富脇・藤原1978）な

　21）　ヤシャブシ群落

　　　　、417zz‘s〆初撮・Gesellschaft（Tab，22）

　双葉郡広野町浅見州⊥流ではヤシャブシ優占植分が調査された。夏緑高木林への復元途上の群

落であり，ヤシャブシ群落としてまとめられた。

　ヤシャブシ群落は高さ6rnの夏緑低木林である。林分は3層により構成される。高木層はヤシ
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Tab．22　ヤシャブシ群落

・41／Zκ5〆7プ〃2θ一Gese亙1Schaft

Feld－Nr。調査票番号：SF－21

H6he貢ber　Meer海抜高二680　m　　　　露xposition　u．　Neigung方．位及び傾斜：NE40。

Gr68e　d．　Probeflache調査面積：10　x　20　qm

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht高木層の高さ及び植被率：6m，95％

H6he　u。　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さ及び植被率：1．7m，70％

Hδhe　u．　Deckung　d．　K：rautschicht草木層の高さ及び退寮率：0．4m，10％

Artenzah1出現種数：50　spp．

Tren聡art　d．　Geseエユschaft：

　ノ11πκs万ηηα

Arten　d．　Fagetea　crenatae：

　伽1’0317Zα，πy万απ醗α

　Soんおαπ4プαγ（ψαπゴ。

　αzη）渉π％εゴα1》07z記α

　Cαη）歪πκS1ακが70プα

　β6’Z4169プOSεα

　00アπ％360π’ノ’0〃8プ3〃

　ハ4召9π01毎0うOZノα’α

　Q～‘θγcκss6γγα如

　Cα7ρぎπμ5’sc海。πo∫々’∫

　1ぞん㍑5〃∫C海OCαゆα

　・40θ7ρα1繊’～〃ηvar。θ脚θπ雌

　Qκθγα‘S／7ZOπ801ゴ0αvar．8〆0∬θSθη’磁

　Cαη）翫κ3ε074α’α

　｝F～3’6プ忽〆10〆ゴ加〃～吻

　SαS¢柳0ψんσδ07θα面3

　αz11’oα厚》θゴαメ》oπゴ。α

　Zαπ漉0老y1μアη」りψθア”～〃η

　亙ydπZπgθα加び012‘07α’α

　刃1απ8如πρ！磁πヴb1加ηvar．ケ’10伽77

　So腕90ρんγα9；πα1㌍4プαノ38召。∫46S

　I1θκ刀雄0γρメ》04α

　・46θ〆ノπ0／20var．佛∂忽碗

　ノ玉C6γ7η0％o　var．刀2α7ノπσプα♂Z〃η

　勘鉱α4θゆんμ∫sα’s～‘η2∫

　Cα1海。αψαηzo11ぎ5

　Pη‘πz‘3　び6アθcμπ4ζz

　ぬ83‘εブψ0π’0π

　yぎδz‘アπ～〃π　（1ゴ1αオ（z怠ρη

　Ezψ’θ1θσρ0砂απ4アα

　夏y4ητπ解β〃zごτ（γρρ～～y〃【τvar．ごτα〃㌶加〔τ如

　海π3磁εααcθγ肋1∫αvar．5κ∂砂04α

　乙ゆ’0η‘”20ゐアα刀Z乞9～‘θ1∫απα

　ノ13だめε疏z〃zδ678毎

　C1θ’乃7α　6αプ∂〃z6プη’∫

Arten　d．　Rosetea　multiflorae：

五C’fπ’4如ρ0砂8召7πα

y髭∫s／16蜘ωsα

Ao々πゴ4ゴαα堰％’α

群落区分種

　ヤシャブシ

ブナクラスの種

　アワブキ

　マツブサ

　クマシァ

　アカシア

　ヨグソミネバリ

　ミズキ

　ホオノキ

　コナラ

　イヌシデ

　ヤマウルシ

　オオモミジ

　ミズナラ

　サワシバ

　フジ

　スズタケ

　ムラサキシキブ

　サンショウ

　タマアジサイ

　ウリノキ

　イワガラミ

　アオハダ

　オニイタヤ

　エンコウカエデ

　バイカウツギ

　ヤフムフサキ

　カスミザクラ

　イヌブナ

　ガマズミ

　フサザクラ

　ヤマアジサイ

　オクモミジパグマ

　ナライシダ

　アカショウマ

　リョウブ

ノイバラクラスの種

　マタタど

　サンカクヅル

　サルナシ

B－4・4

B－2。2，S－1。2

B－2。2，S－1・2

　　　　B－1・1

　　　　B－1・1

　　　　B－1・1

　　　　B一ユ・1

　　　　　B一十

　　　　　B一十

　　　　　B～＋

　　　　　B一＋

　　　　　B一十

　　　　　B一＋

　　　　　B一＋

　　　　　B一←

　　　　S－4・4

　　　　S－1・2

　　　　S一ト・2

　　　　S一＋・2

　　　　　S一＋

S一＋，K：一1・2

　　　　　S屑一

　　　　　S尋・

　　　　　S一＋

　　　　　S一＋

　　　　　S一一←

　　　　　S一＋

　　　　　S一＋

　S一十，1くニー＋

　　　　　S一十

　　　　　S一÷

　　　　K－1・2

　　　1（一＋・2

　　　　　1（一＋

　　　　　1（一＋

B－1・2，S一弓一・2

　　　　　B4・2

　　　　　　B一＋
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　Cθ1σ3’7％30γ∂∫o％」説2‘3

　飽γ万αゴψ072ゴ。α

　Rz4伽3加1ノπα儒var．0〔桝0ρ勿11％5

　1）6κ舵如cγ飢α彪

　Rlzκsゴωα加αz

　＆πゴ1ακo加πθ

Sg塗§髭19旦．越璽：

　・4δ’63∫〃η2α

　Cα6σ1如漸々0〃30π彪7～α

　P夕701α　ブαρoη’cα

　孟s’θプα967αオ。’463var．加アα8　f。」8z‘αz／z漉κ5

　・4♂1盆）7ア加πCωZ漉ゴ

　y／01α9りφoo67α3

　ツルウメモドキ

　ヤマブキ

　モミジイチゴ

　ウツギ

　ヌルデ

　サルトリイバラ

その他の種

　モミ

　オオカニコウモリ

　イチヤクソウ

　シロヨメナ

　ホソバシケシダ

　タチツボスミレ

S一十・2，1（一十。2

　　　S一＋・2

　　　S一十・2

　　　　S一十

　　　　S一十

　　　　K一十

K：一＋

K一＋

王（一＋

K一＋

K一＋

1（一＋

調査地Fundort：Flu8　Asami，　Hironomachi，　Futaba－gun双葉郡広野町浅見川

調査、年月日Datum：26．　Ok：t．1979

調査者Forsher：L．　M．，　M。　Ka．，　S．　S，

ヤブシが優占するほかアワプキ，クマシデ，アカシデなどが混生する。低木層はスズタケが優占

し，ムラサキシキブ，タマアジサイ，ウツギなどが生育する。草本層は低い植被率でオクモミジ

バグマ，イワガラミ，ナライシダなどが散生しているにとどまる。生育地はタマアジサイーフサ

ザクラ群集に隣接した谷に面した適潤からやや乾性な立地である。ヤシャブシ群落はその構成種

から，やや湿潤な立地に生育するモミーイヌブナ林の代償植生と考えられる。

　今回広野地区から報告された低木林には立地的なすみわけが見られる。ベニバナニシキウツギ

ーウッギ群落は礫の比較的少ない，適潤な不安定立地に生育している。そのため種組成的にはノ

イバラクラスの種群の割合が高い。ミズナラーリョウブ群落は浅い土壌条件の乾性立地に生育し，

土地的な極相群落と考えられる。種組成的にはブナクラスの種群が構成種のほとんどを占めてい

る。ヤシャブシ群落は立地的に幅広く生育するが，生育の中心はやや乾燥した浅い土壌上である。

随伴種の多くはブナクラスの種により占められている。

　22）　ネコヤナギ群集およびイヌコリヤナギーオノエヤナギ群落

　　　Salicetum　graciユistylaeMinamikawa1963u。
　　　　　　εα1舐，π，θ8アα．Sα1㍑3αo々α1’π8π∫ゴs－Gesellschaft（Tab．23）

　河判の中，下流部において，流水の量的な増減により一定期間おきに冠水し，土壌の移動や流

亡が起こるような不安定立地には，ヤナギ属εα1㍍の優占する夏緑低木林が生育する。広野地

区においては，このようなヤナギ低木林としてネコヤナギ群集および，イヌコリヤナギーオノエ

ヤナギ群落の2植生単位が認められた。

　ネコヤナギ群集はネコヤナギ1種により標徴される。2mの高さとなる低木届はネコヤナギ1

種により占められる。草本層にはツルヨシ，ヨモギ，エゾノギシギシ等の多年生草本植物がまば

らに生育する。立地は主に砂礫質で，透水性が良く，水流により土壌の移動も激しい。河州の巾

流域に分布している。
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・・ h．
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暴

講

　　Fig．31　イヌコリヤナギーオノエヤナギ群落（浪江田∫請戸IID。

Sθ1㍑∫π∫θgγα．Sα1㍑5αclz擁〃8πε’∫一Gesellschaft（FluB　Uketo－gawa，　Namie・machi）．

　イヌコリヤナギ～オノエヤナギ群落はオノエヤナギ，イヌコリヤナギにより区分される。2～

4mに達する低木暦はオノエヤナギが優馨し，イヌコリヤナギがそれに混生する。林床にはヨ

シ，セリ等のヨシクラスの種群のほか，ミゾソバ，ヨモギ，カキドオシなど様々な立地の植物が

混生する。調査された林分は双葉郡浪江町請戸川下流部のものであり，土壌は礫を多少含むもの

のあらかた泥質である。河川により有機質の供給があり，土壌は富栄養化しており，ヨモギ，カ

キドオシ，アカネなどのヨモギクラスの論証が生育している。流水の増減の程度は少なく，流水

による土壌の撹乱は比較的野寒い。しかし年に数回は増水により植生本体は壊滅し，また再生する

という繰り返しにより持続群落として維持される（p．100Fig。44）。
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　　　Tab．23　ネコヤナギ群集およびイヌコリヤナギーオノエヤナギ群落

Saユicetum　gracilistylae（A）u．3α」謡腕’θgプα一Sα～㍑3α盈α1〃zθノ～s’s－Gesellschaft（B）

Sρalte：

璽ノaufende　Nr。：

Feld一口r．：

1）atum　d．　Aufnahme：

H6he丘．　Meer（m）：

Nleigung　（。）：

Grb建e　d．　Probe鍛che（m　x　m）：

】ヨ【6he　d．　Strauchschicht　（m）：

亙）ec1くung　d．　Strauchschicht（％）：

｝｛6he　d．　Krautschicht　（rn）：

王）eckung　d．　Krautschicht　（％）：

．Artenzahl＝

群落記号

通し番場

調査票番号

調査年月日

．傾斜・

調査諏積

．低木層の高さ

低木層の植被率

草本願の高さ

草：本寺の植被率

出現乱数

B

Ken篠art　d。　Ass．：

＆z〃κ8γαc漉∫砂1α

Tren臓arten　d．　Gesellschaft：

群集標四種

　ネコヤナギ

群落区分極

　オノエヤナギ

S

K：

sα〃κsθoぬα1加6πs∫3

　sα」㍑加’㎎アα

｛3egleiter：

　PO砂807～κ1η∫肋醒∂8♪9蔀

　〆レ’8〃πs’αカγ’πcθカ3

　Plzγα9’ππθ5α～63〃α1’5

　品〃πα0∂’πS加〃κ5

　・41πκ∫ゴαカ0加。α

　G1θCゐ0脚加46プα伽var．8ノραπ4∫S

　ハ弼5（：απ醗πss〃紹πsお

　R忽δ毎α々απθ

　Gθアσ海z〃η魏κπ∂θ7gJf

　Plzγごz8・〃～πθ5ゴαρ0732cα

　Pκ07α万α10∂αオα

　Ro詔班〃彦げJoγα

　ゐ66バ∫αsのノσπκ々σ

　08π⑳z魏8ゴβηα癖。α

　E〈1擁s餉〃πα7〃επs8

　迎9歪061σεオ％SC々加O

　PO砂80π㍑η7　S～θδ014ゴ∫

　ノ〃ψ認∫6πS’θκ’0万

　イヌコリヤナギ

随伴種

　ミゾソバ

　ヨモギ

　ヨシ

　ユ．ゾノギシギシ

　ハンノキ

　カキドオシ

　ススキ

　アカネ

　ゲンノショウコ

　ツルヨシ

　クズ

　ノイバラ

　サヤヌカグサ

　セリ

　スギナ

　アズマネザサ

　アキノウナギツカミ

　ツリフネソウ

S

K
S

K
I（

K
K
S

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K：

K

1　　2　　3

C　FF　KS
5　　8　　7
’79　　’79　　’79

6　　6　　10
1　　2　　17

90　　4　　50

L　　L　　L

4　　5　　4
X　　　X　　　X

4　　5　　4

2　　2　　2

70　85　80
1　0．3　1．2

10　20　60

4　　5

T　KS
2　　8
’79　’79

11　10
8　　17

2　　50

L　　L

5　　4
X　　　X

5　　10

4　　3

50　80
1　0．8

10　10

6　　7

SF　A
10　15
’79　’80

10　　6
17　　4

480　4
L　　L
4　　2
x　　　×

5　　6

3　3．5

90　80
0．3　0．8

30　90

9　　　11　　11　　11　　13　　21　　25

●

田・
●

●

o

o

●

●

・

o

●

●

●

o

o

一．
堰D一・2

0

－i．一

●

o

o

●

0

1。2

十

十

・

o

o

o

o

o

5。4　5●4　4。4　5・4　2・1　5・4

●　　　●　　　・　　　。　　　・　　　一．｝一

。　　　＿卜　　 m　　一ト・2　5の4　　。

堰D一

●

●

一．

堰D一

一．m

十

●

・

十・2

●

●

十

〇

・

曾

9

o

，

陸一

＋。2

●

一垂．一　　一．｝一92

一｝一・2　・

3。4．　一．｝．一。2

●　　　　　　　　●

・　　十

●　　　　　　　・
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1．1：硯1回の種　Au8erdem　le　einmahll　Lfd．　Nr．1：罪競θr’α〆10〆’6z〃34αフジK－1・2，・49ア（吻，〆。η々σ〃．zの’

カモジグサK一ト，αε’η磁∫紹プノ3刎07αセンニンソウK一＋；in　2：ムy’加z〃7αノ～cθρsミソハギK一｝一・2，　Zづノooρz’∫

ノηααc々’αημ5ヒメシロネK一＋・2，ノ11π3‘∫乃”∫3‘’αvar．5’∂∫擁。αヤマハンノキ・S一一．i．一，・41z881たαρo砂〃30ψ乃α

シラネセンキュウK一．卜；in　3：Sα’㍍sp．ヤナギ属の一種S－！・1；in　4：αソ。8磁ααμヴ10紹ムッォレグ

サK－1・2，R刎η8κα06’osσスイバK：一→一，　Cα7磁ノ17加6刀6κz‘05αタネツケバナK一一ト，　Labiatae　sp．シソ科の

黶E墲j一＋；in　5：（汐ρθ耀ssp．カヤツ1．1グサ属の一穫K－1・2，　Rz初1θκブ砂01．～ぎα‘5ギシギシK一｝一，∠グs’〃2αc々’α

c～θ’加。’d63オカトラノオK一｝一，勘84εア如50θπ4θη3　var．1ηα”θ～ヘクソカズラK：一一i一，Roεα漉6々z‘7αゴαηθテ

リハノイバラK一一ト，ノεθ0んノ～8810か05θチゴザサK一＋，・46〃ρθ1〃Z認3‘ノ7～var．0〃206η34〃3オオモミジK一＋」々014
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oθ紹oz〃34αツボスミレK一十，／1刀zηzαη雇σ17zz61’びJoγαヒメミソ／・ギK一ト；in　6：・4s’8アα9召〆σ∫o∫463　var。

肋γα6f，」θκcα72誘z‘sシロヨメナK4・2，乙。π～067αノ砂01z記αスイカズラK一＋・2，03’θγ∫cz‘17zs∫6δ016海ヤマ

ーゼリK一＋・2，∫『加」σ7ピ5σγ～〃zゴ勿αcθαクサヨシK一＋・2，Cα紹κ401’o々03’σo勿αvar．91α∂εアγ魏α？ミヤマカン

スゲ？1（一＋・2，ノ躍¢α‘5吻s353　var．460ψ’6／3εイグサK一＋，β詔の25〃。π40sαアメリカセンダングサK一口，

Po砂80ノ～z〃η12y6γoρ∫♪θ7ヤナギタデK一＋，πz‘ノ12％1z4∫1z‘ρ3‘1％s　var．　coγ4加〃z‘5カラハナソウK一一←，β70〃zκs

カακoゲJoγz碍キツネガやK一＋，　C〃3ゴz〃z如παんαθノハラアザミ1く一唾一，0πoo1θαsεηs∫δゴ〃5　var．　fπ陀〃κ1）’σ

コウヤワラビK一＋；in　7：Gα」勿〃η∫ρ～‘7ゴz〃πf．　s’万go3躍1zヤエムグラK－3・3，7「o〃おブ砂013foαヤブジラ

ミK－2・2，S’”α磁σg裾’蜘ウシハコベK一群・2，　Cfoz6∫αo〃05αvar．海ρρo短。αドクゼリK：一＋・2，βo醜一

ノπ6ア如か∫α‘5力応アカソK一＋，F63伽ατρσプ擁43‘加αトボシガラK一÷・2，　R幼Z碍加プび〃∂1加3ナワシロイチ

＝ゴK一＋。2，Tγ∫sθ’z〃73δゲ∫ゴz〃zカニツリグサ1（一＋，　Po砂goπ多‘ηz　7zo40s3〃7zオオイヌタデK一＋，　M2soαπ”～％3

3αo碗α吻r！oγz‘sオギK一÷，Po’θノz’〃α〃θツ海田1αミツバツチグリK一ト，Po砂gαzz‘規1αzg∫sθ’z4〃2イヌタデK一＋，

Cα紹κゴαカ。加。αヒ：ゴクサK一＋，S’αo的，5ゴσカ。加。αvarj厩8〆1ηθ4∫αイヌゴマK一÷，　Coη2η2θ1加αcoη3ηπ〃3‘s

ツユクサ1ひ＋，猛切zz4伽3　scαη4ωz3カナムグラK一＋，（か’303彦6〃2ノπαρθ漉αρ勿・1加πアマチャヅルK一＋．

調査地Fundorte；Lfd，　Nr．！：Flu3震atsui－gawa，　Stadt　Iwakiいわき市夏井州；2～5，7：Takase，　Flu3

弓keto－gawa，　Futaba－gun双葉郡請戸川高瀬川；6：0dashiro，　Kawauchi－mura，　Futaba－gun双葉郡川内村

小田代．

調査者Forscher；Lfd．　Nr．1：K．　S．　et　aL；2：1（，　F。，　Y．　M．，　T。　Kr。；3，5，7：K．　S．，　E，　N．，孚．　Kr．；4：Y。

M．，M．　Ka．，　T．　Kr．；6：S．　O．，　L．　M．，　S．　S．

4．常緑針葉樹林

　Immergr伽e　Nadelwalder

　23）　ヒメコマツ群落

　　　P歪πz¢sヵα70が10γα一Gesellschaft（Tab．24）

　阿武隈山地のモミーイヌブナ林地帯には，局地的にヒメコマツの優占する群落が生育してい

る。ヒメコマツは二二地ではブナやミズナラと混生するが，乾燥に対する抵抗力が強く，尾根筋

や岩角地では純林となることも多い。今圓の調査でヒメコマツ群落はいわき市三ツ森山において

2つの植生調査資料が得られた。

　ヒメコマツ群落は，基岩の露1：Liした急1唆な尾根筋に沿って，4～5mの幅で帯状に細長く生育

している土地的極栢群落である。高木層は高さ16～17mでヒメコマツとアカマツが混生し，植被

率60，70％のやや疎麗した口語を形成している。亜高本層以下には区分種となっているアカヤシ

ォ，アクシバをはじめ，アプラツツジ，ネジキ，アセビなどツツジ科低木が優占している。草本

植物は生育しておらず，土壌の堆積はほとんど見られない。

　ヒメコマツは阿武隈山地では海抜400m以上に生育するとされている（林1954）が，ヒメコマ

ツ群落は，今園，海抜300，380mの地点で認められたものであり，阿武隈由地におけるヒメコ

マツの分布下限付近に生育する林分と思われる。

　ヒメコマツはさらに高海抜地においては，クロベ，コメツガ，ヒノキなどと混生し，Ei本海側

の主としてクロベと混生する群落はヒメコマツ群団に（鈴木1966），太平洋側のヒノキと混生す

る群落はヒノキ群団（ゾamanaka！96！）としてまとめられ，コケモモートウヒクラスに所属せ

られている（鈴木1966）。しかし，縄武隈山地のヒメコマツ群落は，アカマツ，ネジキ，ヤマウ

ルシ，リョウブなどアカマツ林の構成種が多く，アカマツ群団に所属する群落である。
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Laufende　Nr。　l

Feld・Nr．：

H6he君，　Meer（m）：

Exposition：

Neigung（。）：

Gr68e　d．　Probef漁che（m2）：

H6he　d。　Baumschicht－1（m）：

L）eckung　d．　Baumschichレ1（％）：

H6he　d．　Baumschicht－2（m）：

Deck：ung　d．　Baumschicht－2（％）：

Hdhe　d．　Strauchschicht　（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d。　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Tab．24　ヒメコマツ群落

P切πsραγひヴ107σ一Gese11schaft

　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　調査票番弩・

海抜高

方位

傾斜
調査面積’

高木屈の高さ

高木層の植被二

瀬高木層の高さ

亜高木層の植被率

低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率

　1

C
31

380

NE
40

60

16

60

5

30

2．5

40

0，2

30

　2

C
30

300

40

100

17

7G

5

30

2．5

50

0．3

20

Artenzahl； 出現種馬 11 14

Trennarten　d．　GeseHschaft　l　　　　　　　　　　群落区分種

　P加％∫♪α7”ヴ107α　　　　　　　　　　　　　　　ヒメコマツ　　　　　　Bl
　Rん0404朋〃0πρθ，3’αρ勿ZJ3〃ηvar．π∫々0θπS6　　　　アカヤシオ　　　　　　B2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　γαCC加鋭耀∫αρ0π詫㍑濯　　　　　　　　　　　　　　アクシバ　　　　　　　K

Kenn－u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：　　　．｛／二級単位の標野種および区分種

　P加24s　4επsびJoγα　　　　　　　　　　　　　　　　アカマツ　　　　　　　Bl

　乃2々ぬノが乃忽33μう5855∬’3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アプラツツジ　　　　　　　　B2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　勿。’磁ooα1ヴb磁var．011ψ’撤　　　　　　　　ネジキ　　　　　　B2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　α認ん耀∂κプう吻6〆〃お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リョウブ　　　　　　　　　82，K：

　Eび04勿かαπακ加ηoひαηs　　　　　　　　　　　　　タカノツメ　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　五～伽s’万碗ooπゆα　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマウルシ　　　　　　S

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　随伴種
　躍6万5∫αρoπ記α　　　　　　　　　　　　　　　　　　アセビ　　　　　　　　B2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　〆1δ紹s〆筆7772α　　　　　　　　　　　　　　　　モミ　　　　　　　 132，S

三富1回の種
soぬ4ρρ々夕’Jo昭θsコシアブラS一＋，　Soア6z6sゴαρ01z2cαウラジロノキS一擁一．
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1。2

士

Au艶rdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr。2：ノ16κ窺αc7q♪04αアオハダBザ1・1，　S一ト，、40α1～魏ρρα7雄κ

調査地Fundort；Lfd．競r．1，2：Berg　Mitsumori－yama，　Stadt　Iwakiいわき市三ツ森：．⊥1

調査年月臼Datum　d．　Aufηahme：3．」α駄1979
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　　　　　　　　　　　　　Fig．32　ヒメコマツ群落断面模式。

　　　　　　　　　　Vegetatlonsprofil　der　P〃zz‘sρμプひヴ10γα・Gesellschaft．

1．アクシバγαoc’πfz〃πブαρoπ∫c～〃π　　　　5．タカノツメEひod’oカθπακか魏。〃αノzs

2．アプラツツジEπた如π漉26∫s2463θ33漉s　　6．アカヤシオ・配1～0404θπ04ア。πρθノ3∫αρ13y〃御｝z　var。π∫ん06／zs6

3，ネジキゐyo’z忽ooα1が。〃αvar．61〃ρ’ノ。α　7．アカマツP”～z‘ε4θπ∫び10瓶

4．ヒメコマツP∫1観5ρα7吻『107α　　　　　8．アセどP∫θ万3ゴαρoπ勿σ

5．植 林

Forsten

24）　クロマツーアカマツ林（Tab．25，26）

P伽3伽功6ア9ゴf一君46π5ヴ107α脇estand

広野地区およびその周辺域で最も広い面積を占めている森林植生がクロマッーアヵマッ林であ

る。このクロマツーアカマツ林は，海岸線に近い砂丘上などではクロマツが中心であり，海抜
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　　　　　　　　Fig．33　アカマツークロマツ植林（大熊1町，海抜80m）。

　　　　　　　P蜘s♂伽zδθr9だ一P　4θπ琢10”αForst（Olくuma－machi，80m睦．　N　N）．

100m以⊥ではアカマツ林で占められている。クロマツーアカマツ林は，人部分が植林であり，

縮尺！：65，000および1：5，000で描かれた現存植生図でもクロマツーアカマツ植林にまとめら

れている。しかし，砂質地，藤織な乾生立地ではアカマツが二次林として自生しており，コナラ，

クリなど夏緑広葉樹と混生林を形成する。しかも，林冠を形成しているクロマツとアカマツは，

スギ植林などと比較すると林床まで多くの光をとおすため，二次林の構成種，ススキクラスの種

が繁茂しやすい。

　今圓，広野発電所敷地内をはじめ10地点で植生調査資料が得られたクロマツーアカマツ林は，

種組成的に以下の4群落に区分される。

（1）　ハマニンニクークロマツ群落　助♪捌3〃～o〃5－P！鵜5！加〃加㎎”一Gesellschaft（Tab．25）

　海岸沿いには防風林としてクロマツが植栽されているが，海岸最前線には，防風柵に守られた

皆齢の，高さ1。5mに満たないクロマツの低木林が見られる。このクロマツ低木林は，ハマエン

ドウ，ハマニンニク，ハマヒルガオなどの海岸砂玩植物や，ヨモギ，オオアレチノギクなどを区

分種としてハマニンニクークロマツ群落に区分された。

　ハマニンニクークロマツ群落は砂疏と接しているため砂玩群落の構成種が多いが，クロマツの

殖被率が15～20％と低いため，ススキ，チガヤ，オオジシバリ，ネコハギなど好陽地生植物が多く
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ミ難

題響擁　鋸舗霧「

量霧遽
縫鍛．

　　　しし　まなノ　ごゑ

盤‘

　　　　　　　囁蟹

　　　　　　　　蓉澤

　　　　　　　　　；翻

　　　　　饗嘉鮮；耳翼夢いρ

ド驚灘

Fig，34　ハマニンニクークロマツ群落（いわき市大越盤城南子南）。

　　　　助’η24s　1π01～∫3ぜ）かzκ5’勧7め。ノニg”一Gesellschaft（Stadt　Iwaki）．

Laufende　Nr．：

Fe王d－Nr．：

Gr6βe　d．　Probe舩che（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）’

Tab．25　ハマニンニクークロマツ群落

E砂〃餌5〃30〃5－P加～z‘sご加〃め8堰～あGesellschft

Deck縫ng　d，　Strauchischcht（％）

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deck疑ng　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

通し番号・

調査票番号

調査醸積

低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本屑の魯直被率

繊環種数

Gepflanzter　Baum：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植栽樹種

　P切πS漉z6π∂6堰だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロマツ

Trennarten　d．　Ggsellschaft：　　　　　　　　　　　鶴舞区分種

　践7∫θ解∫3∫αρ7加Cの）3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ

　ゐ認勿7κ5ブαρ0痂確3　　　　　　　　　　　　　　　ハマエンドウ

　助規％S吻0”∫　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマニンニク
　Eプ屠θ70πsκ初譲7θノ～寵∫5　　　　　　　　　　　　　オオアレチノギク

　Cα砂3∫θ8毎SO14απ6”α　　　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ

出現1回の種
トコロK一＋，ノ祝ρθ7認αの「1〃z”fcαvar．た。θη＠∫チガヤK－3・3，

ノ5訪αθ規κ翅αη漉のぬ。万465ケカモノハシK一＋・2，

S

K：

K
K
K
K

1

C
39

25

1

15

0．6

80

11

2

C
38

25

1．2

20

0，8

50

23

2。2

2。2

2・2

3・3

！・！

1・2

2・2

2・2

1・2

十

1・1

一ト

　　　　　　　　　Au8erdem　je　eiamal　in　Lfd．　Nr．1：ハ4ゴ5cαη’加5　sゴπ飢5ゴsススキK一÷・2，∠）ゴosoo7θα’o々oγo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α8肋飽1漉07αJf5ハマボウフウK－1・2，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nr．2：Eσ短5θ’z〃ηα7〃θη36スギナK－2・2，　C87α5∫fκ〃z

8102πθ7α∫μ潮オランダミミナグサK－2・2，ゐ。∫3‘3co〃z’c認α’z4s　var．ブαρo痂cz4sミヤコグサK－1・2，　Co〃z〃zθ！加α

oo規初擢～おツユクサK－1・2，　Soπc肋s　o1θ7αoθκsノゲシK一＋・2，　Gramineae　sp．イネ科の一種K一÷・2，
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Cσγ4砺Z加θア」8耀OSαタネツケバナK一＋，　Rz‘〃Z6κ06伽5ゲ0♂∫κSエゾノギシギシK一＋，　C海θノ30ρ04’～41πα1πδ70一

∫∫o’463アリタソウK一÷，Cσγθκoκ061ハリスゲK一＋，　E1曲01’9毎。漉α’αナギナタコウジュK一＋，β701規‘s

Oα酌α7’癖‘SイヌムギK一←，P1ω2彪gOα3’α’∫0σオオバコK一＋，陥1勿367∫s　yoηZ8παヨメナK一＋，・48P703’f3

61σ〃。∫αvar．ノz％々。δoヌカボK一＋，五6sρ8ゴ62αが10∫αネコハギK：一＋，ノκθ7お♂θう漉sオオジシバリ　K一÷。

調査地Fundort：Maiko，　Stadt　Iwal（iいわき市舞子．

周査年月El　Datum：3．　JUR・1979，

侵入しており，林床はかなり荒れた状態である。

　ハマニンニクークロマツ群落は，　ハマエンドウ，　ハマニンニク，　ハマヒルガオ，　ケカモノハ

シなどハマボウフウクラスの種を多くもっことから，ハマボウフウクラスに属する各群集，ある

いは砂丘後部の低木林であるチガヤーハマゴウ群集の生育地に植栽されたものと考えられる。

（2）　シロダモークロマツ群落　漉01”sθα3碗。齢躍1彦z‘s伽4功θ7g’∫一Gesellschaft（Tab．26）

　広野発電所構内，いわき市下仁田新舞子の2地点で植生調査資料が得られたクロマツーアカマ

ツ林は，シロダモ，ヤツデ，ヤマザクラ，ツルウメモドキ，ガンクビソウを賦三種としてシロダ

モークロマツ群落にまとめられる。このシロダモークロマツ群落は，高さ10～14mのクロマツ

林あるいはクロマツとアカマツの混交林であり，海岸に近い砂丘上および海からの影響をまとも

に受ける地点である。林内は，広野地点の林分では高木第2層が高さ7m，植被率20彩でアカマ

　　　　Fig．35　シロダモークロマッ群落（双葉町細谷）。

ハ危oZ露s飯sθ7乞。θσ一P’ノ㍑‘s’肋〃めθγg∫ゴーGesellschaft（Hosoya，　Futaba－machi）。



74

ツにより形成されている。新舞子地点の林分では高木第2層を欠いている。低木層には，ヤブツ

バキクラスの種であるピサカキ，イヌツゲ，シロダモや海岸砂丘上に生育するハマエンドウ，夏

緑広葉樹のガマズミ，ネジキ，ヤマツツジ，ムラサキシキブ，アキグミ，イボタノキなどが生育

し，多彩な種組成である。高さ0．2～0．8mの草本層は，ヒメヤブラン，ツタウルシ，スイカズ

ラ，センボンヤリ，ヤブコウジ，ヒメヤブランなどが繁茂している。

（3）　イチヤクソウーアカマツ群落　珊7014ノ妙。ノ≧∫6α一P加‘546〃s㌍oア¢Gesellschaft（Tab．26）

　広野発電所構内（4地点），小川町塩田中根，浪江町室原の計6地点で植生調査資料が得られ

たクロマツーアカマツ林，アカマツ林は，草本植物のノガリヤス，オカトラノオ，ワラビ，オオ

バノトンボソウ，イチヤクソウ，シュンラン，ミツバツチグリを区分種としてイチヤクソウーア

カマツ群落にまとめられる。

　イチ．ヤクソウーアカマツ群落は，アカマツを中心とする植林であり，群落高は5～20mと林分

により差がある。イチヤクソウーアカマツ群落は，シロダモークロマツ群落との区分種として，

そして次項で示されるアカシデーアカマツ群落との共通種としてコナラ，カスミザクラ，リョウ

ブ，：クリ，・アキノキリンソウ，チゴユリ，ヒカゲスゲ，オケラ，などが生育している。イチヤク

ソウ警ア塑マ：ッ群落には，コナラ，カスミザクラ，クリ，ヤマツツジなどコナラーミズナラオー

ダーの種が多く生育している。草本層の構成種は，群落区分極の他は，林分により変化が多いが，

チゴユリジアキノキリンソウ，コウヤボウキ，ススキ，ゼンマイなどが比較的高い常在度でみら

れるみ一∵

　イチヤグツウークロマツ群落は，群落の高さ10m以上で4層構造の林分をなしホソバヒカゲス

ゲ，ウツギ，コシアブラなどを区分種とするコシアブラ下位群落と，群落の高さが10m以下で3

謄構手の林翁g）典型下位群落とに下位区分される。典型下位群落は，いずれも広野発電所構内の

林分がまとゆれてい…シアブラ轍魚は，鞠魚種数が4・種と多く，とくに甥の林

分は79種を数える。

（4）　アカシ．デよアカマツ群落　Cα7加zz‘s　J砿が107α一門zz‘∫どθ〃5ヴ10雌Gesellschaft（Tab．26）

　アカジデーアカマツ群落は，いわき市川彦径町萩，大熊町南台の2地点で植生調査資料が得られた

アカマツ林であり，夏緑広葉樹のアカシデ，ホオノキ，ツリバナ，アオハダを区分種とする。ア

カシデーアカマツ群落は，群落の高さが17～22mの高木林である。60～80％の植被率の高木第！

旛はアカマツであり，萩の林分では高木第2層は高さ121≧ユでアカシデ，コナラ，リョウブ，ネジ

キ，ウリカエデなどにより形成されている。高’さ1．5～2．5mの低木層は，イチヤクソウーアカ

マツ群落との共通種が多い。草本層は0．5～0。6mで，南台の林分では，植被率が85％でコチヂ

ミザサ，アズマネザサ，チゴユリを始め50種以上の植物が繁茂している。
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　　　Fig．36　アカシデーアカマツ群落（夏井川渓谷，海抜350　m）。

Cαゆ切z‘s1ακゲ10γσ一Pご7’1‘∫‘1θμ3ゲ107α一Gesellschaft（Natsuigawa－Schlucht　350m　NN）．

　25）　スギ植林

　　　Cりψ，oηzθ万αゴ砂。π’oα一Forst（Tab，27）

　スギ植林は，海からの影響をまともに受ける臨海部を除く，調査地域のほぼ全域にみられる。

　今圓スギ植林の植生「1縄管資料は，双栗才llた熊町熊川（海抜37m），同齢冨岡町（海抜200m），

il郡檜葉町大谷（海抜80m），いわき市塵和町館下（海抜460m）の4地点で得られている。高木

ノ、．1は8～24mと林分により高さが異なるが，いずれの林分もスギが被度・測度’ともほぼ同一で林

冠を形蔵している。低木層はスギが林冠を厚く被っているためと定期的な下草刈り，枝落しのた

めに，植被率が3～10％と低い。高木第2膚および低木層を構成する種は，調査地点の潜在自然

櫃生によって異なる。Tab．27の通し番号1，3で示される林分はヤブツバキクラス域であり，

常緑広葉樹のシロダモ，チャノキが生育している。通し番号2，4で示される林分はブナクラス

域であり，夏緑広葉樹のアプラチャン，ハナイカダ，コクサギ，オニグルミ，サワグルミ，クマ

シデ，オニイタヤ，マユミなどの生育がみられる。草本輝は，植被率が20～70％と植分により差

がある。草本層の構成種は，マント群落（ノイバラクラス）の構成種であるトコロ，シオデ，ア

マチャヅル，アケビ，センニンソウ，ミツバアケビ，ヘクソカズラなどや，比較的土壌の堆積が

適潤な立地に生育する多年生草本植物であるアカネ，カノッメソウ，キバナアキギリ，フタリシ

ズカ，ウバユリ，イヌワラビなど，また木本植物であるケヤキ，アプラチャン，イロハモミジな

どの幼木が生育している．高木第1輝，高木第2層，低木解の種組成，群落構造が貧弱であるに



76

邉 杉

A

n

　　　　　　　B　　　　　　C　　　　　　D

　　　　　　　　Fig。37　スギ植林断面模式。

　　　　Vegeねtionsprofil　des　Cγツμoη影如ゴψ侃歪。α一F（）rstes．

A：通し番母Lfd－Nr．2，　B：通し番号Lfd－Nr。4，　C：通し番号Lfd－Nr．3，

D：通し番号Lfd－Nr．4，（Tab。27参照）

もかかわらず，草本／蕾の種組成が豊富であるため，出現種数も43～63種，平均出現種数が53種を

数える。スギ植林は，比較的水分条件にめぐまれた斜爾下部，渦状地などに多くみられ，いわき

市広野町などのように山地斜面に広く植林が行なわれている地点もある。

　スギ植林にスギの植栽後の隼数，立地条件，維持管理状態などによってさまざまな相観，群落

構造をなす林分が含まれている。自然林，二次林，植林を伐採し，スギを植栽した直後はダンド

ボロギク群落などの伐採跡地群落が繁茂しており，現存植生図では，伐跡群落と同一に扱かわれ

ている。また，植栽後比較的新しいスギ植林では，アズマネザサーススキ群集などススキ草原と

なっており，スギの繁茂は限られているため，現存植生図ではススキ草原として描かれている。

　日本で用材として利用されている植栽樹の中で，スギは生長が早く，経済性も高いので，広野

周辺などをはじめ我が国各地で広く植栽されている。しかしスギは貧養立地，乾生立地での生長
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が必ずしも良くなく，生産性が低いので，尾根筋から谷まで全山を画一的にスギ植林を行なうこ

とは，立地保全，生産力の維持などの点から必ずしも望ましくない。立地条件に応じ，夏緑広葉

謝を活用するのが望まれている．

　26）　カラマツ植林

　　　ゐαγ㍑んα召ηz雄万一Forst（Tab．28）

　広野周辺域の大滝根山，大鷹鳥谷山，大津辺由などの山腹には，夏緑針葉樹であるカラマツの

植林がみられる。日本産のカラマツは，建築材，器具材，パルプ材として有用であるため，福島

県下をはじめ日本各地のブナクラス域以上に比較的多く植栽されている。

　今回，双葉郡／il内村高見糟根の海抜600mの地点で高さ20mに達するカラマツ植林の植生調査

資料が得られている。高木第1層にはカラマツの他にヤマブドウとツルウメモドキがまきついて

高高を形成している。高さ8m，二二率40％の高木第2層には上層が厚く被われているため活力

が低下しているミズキ，エゴノキ，カスミザクラなどが生育している。高さ2m，植被率60％の

低木層は，ヤマボウシ，ガマズミ，バクウンボク，カスミザクラ，ヤマウルシ，マンサク，クリ

などブナクラスの種の繁茂がみられる。高さ0．6m，二二率40％の草本層は，40種以上の構成種

からなる。ヒメノガリヤス，ヒカゲスゲ，チゴユリ，ホタルブクロ，アカショウマ，アヤメ，ヤ

マカモジグサ，アキノキリンソウ，ヤブレガサ，イチヤクソウなど草本植物が中心であり，クサ

ギ，オオカメノキ，タラノキ，サワフタギなど木本植物の生育もみられる。

　カラマツは，長野県，山梨県などの海抜2，000m付近で崩壊性の強い不安定立地に限って自坐

する。したがって，今圓植生調査資料が得られた高見曽根を始め調査地域内に生育するカラマツ

は山林であり，下草刈り，枝打ちなど一定の管理下に初めてカラマツの生長が可能である。

　27）　ニセアカシア植林

　　　1～oδ加如メ｝sεκ（10αcα02α・Forst（Tab．29）

　北米原産のマメ科落葉樹であるニセアカシアはせき悪地に耐え，旺盛な成侵を示し，さらに根

粒バクテリアにより土壌中に窒素を固定するため，砂防緑化木として，また肥料木として全国で

広く用いられてきている。広野地区では沿海砂丘地帯を中心にニセアカシア植林が点々と分布す

るほか，いわき市平周辺の台地斜面，肩部にも小面積の林分が児られる。

　いわき市常盤湯元町で調査された林分は高さ10m，葛木層の植被率40％と疎生したニセアカシ

ア植林である。低木層にはアズマネザサが密生しており，そのため草本麟はわずかな被度でゼン

マイ，サルトリイバラなどの多年草が生育するにすぎない。

　ニセアカシア植林は三内の相対照度が高く，また土壌窒素が増加する事により林縁群落である

ノイバラクラスの種群や，ヨモギクラスの種群が生育，繁茂する場合が多い。いわき市の林分は

ニセアカシアの密度も低く，種組成的にはコナラーミズナラオーダーに含められるコナラニ次林
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Tab．29　ニセアカシア植林

　刃0∂ゴァ融ρ56彦ゼ40σ鷹～σ一Forst

Feld－Nr。調査票番号：T4（162）

H6he　a，　Meer海抜高：60　m　　　　Exposition　u．　Neigung方位および傾斜：W10。

GroBe　d．　Probeflache調査面積：5x10qm

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht高木属の高さおよび植被率：10恥，40％

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschfcht低木層の高さおよび植被率：2m，80％

H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さおよび植被率：0．2m，5％

Artenzah1出現種数：18．spp．

Gepflanzte　Baumart：
　Ro∂加’αρ3θZf40αCα0ゴα

Arten　d．　Quercetalia　serrato－grosseserratae’

植栽樹種

　ニセアカシア　　　　B－3・4，S一÷・2

コナラーミズナラオーダーの種
　Q～‘87c湿ssθγ7β’α

　P7κ規‘sgγαy伽zα

　Fプ｛π魏3‘SS勿∂0〃∫αノ’α

　R加4α劾！♂プ0μ々駕〃！妙が

Sonstige　Art鱒：
　P16ゴ0わ」σSごπ∫0加ηO

　SρSθη207カ1Zαδ07召α1’∫

　s刃2〃ακchか～α

　D／0∫0070α’0々0γO

　ROSα卿Z‘」’ゲ10γα

　Sα〃κsp．

　R々π5〃’C加0αゆα

　Os溺z〃z4αゴσρoπゴ。α

　舐）S’α籾0πずαηα

　ノ～Z〃πθκαζ16∫OSα

　Co〃ηηo〃παoω7z祝～〃3ゴ5

　0帥ゴψ080η01卿ガ

　Dη0ρ’召7歪5δ歪∬厩⑳3α

　コナラ

　ウワミズザクラ

　マルバアオダモ

　ヤマツツジ

その他の種

　アズマネザサ

　．スズタケ

　サルトリイバラ

　トコロ

　ノイバラ

　ヤナギ属の一・種

　ヤマウルシ

　ゼンマイ

　オオバギボウシ

　スイバ

　ツユクサ

　ナガバジャノヒゲ

　ヤマイタチシダ

　B－1・2，S一＋

B－1・2，S一十●2

　　　　S一÷

　S珂一，K一←

　S－4・4

S一＋・2

　S一＋

　S一一ト

　S一ト

　S一÷

　S一＋

K一÷・2

　K：一一ト

　K一十

　K一十

　K州一

　1く一＋

調査地Fundort：Jobanyumoto・machi，　Stadt　Iwakiいわき市常盤湯元町

調査年月日Datum：7，　Nov．1979
調査者Forscher：Y．　M。　M．　Ka．，　T．　Kr．

と種組成的に近似している。

b．草本植生Krautgesellschaften

1．海岸砂丘草原（ハマボウフウクラス）

　　Kastendtinen－Vegetation（Glehnietea　littoralis）

海岸砂丘地は強い風衝，日射，そして土壌表層の著しい乾燥と移動という植物の生育にとって

きびしい環境条件をもっている。生育する植物の多くは発達した根系をもち地上部の表藤はクチ

クラ屡が発達している。
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　広野地区においては海岸部は断崖やコンクサート堤防で占められている部分が多く，砂丘，そ

して砂丘植生は小面積しか見られない。今日双葉郡門葉町北田さらに周辺部である原ノ町市で得

られた26地点の調査資料は種の組み金わせ，相観，立地の差により4群落に区分された。これら

の群落はほぼ汀線から内陸に向かう立地条件の変化に対応した成帯的な植盤配分を呈している。

　1）　ハマニンニク群落

　　　窺yηzκs17zo〃’∫一Gesellschaft（Tab．3G）

　広野地区では大規模な砂丘はなく，小規模な砂丘にしても人為的な撹筏が強く加わり，自然生

の砂丘植生が持続している海津はほとんど見られない。この傾向は福島県南部の砂丘で強く，原

町市以北の海岸線には比較的自然状態が良く保たれた砂．丘地植生が兇られる。

　ハマニンニクはそれらの海岸砂丘地で最も汀線近くまで生育し，砂丘植生の前線部を構成して

いる。汀線から30～50mほどの無植生地に続いて最初は小さなパッチ状から次第に大きなパッチ

を形成するようになり，そして，連続した大規模な群落に移行している。前線部ではハマニンニ

クは純群落を形成しているが，内陸に向うにつれハマニガナ，ハマヒルガオなどを混生する。最

も内陸側のコウボウムギ群落と接する部分では両者の混生植分がわずかながら見られる。

　このようなハマニンニクの相対的な優占により区分される植生は，今圏ハマニンニク群落とし

てまとめられた。ハマニンニク群落の植生高はハマニンニク自体の草丈により決まり50～100c田

海

簸eer

疹、1，

1 2 3 2 3 4 5 6 7

Fig．38　海岸砂丘植生配分模式図。

Verteilungsschema　der　D廿nenvegetation．

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7，

開放水域　0仔e職es　Wasser

自然裸地　　Von㌶atur　aus　nackte　B6den

ハマニンニク群落　E4yη3z‘∫甥。碗5－Gesellschaft

＝コウボウムギ群落　Cαγ6κ々。δ0112％g’一Gesellschaft

人工堤防　Deich

コウボウシバ群落　マルバァヵザ下位群落　Cβア6κρz‘ηz〃α・Gese11schaft，　Untergese11cshaft

von　C海θπoρ04勧1αα盛，｝励α哲翻

コウボウシバ群落　ウンラン下位群落　Cσ76κρ～‘漉1α一Gesellschaft，　Untergesellschaft

von五加σ7’αブψ0π∫0α
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となる。植被率は10％～90％と一定した価をとらない。出現種数は1～6種と差があるが，平均

3種ほどである。ハマニンニクのほかにはハマニガナ，ハマヒルガオなどハマボウフウクラスの

種群が混生している。ハマニンニク群落は3下位群落に区分される。

　典型下位群落は砂貸地前野部に生育する植分がまとめられる。ハマニンニクのほかハマニガ

ナ，ハマヒルガオなどが混生するのみで特別の下位群落区分種をもたない。植被率は40％以下と

少ない。

　コウボウムギ下位群落はハマニンニク群藩の最も内陸側で，コウボウムギ群落と接する部分に

生じた両者の混生植分がまとめられる。ハマニンニクが優占する町分の中にコウボウムギが低被

度で生育している。

　ハマエンドウ下位群落は群落が人為的撹環をうけ，ゴミや土砂を投棄された土地に二次的に成

立したハマニンニク優占植分がまとめられる。本来的なハマニンニク群落の生育地とは異質な，

やや内陸側の砂丘地に生育している。

　ハマニンニクは本州中北部の海岸線に広く分布している。しかし実際の砂丘地における生育地

は講下するにつれせばまり，局限化する傾向がある。青森県下北半島ではハマニンニクは砂丘胎

生の鹸前線に先駆的に優占した群落を形成するが，低被度ながらハマボウフウクラス全域にわた

り生育している（宮脇・佐々本1980）。…方干簾県ではハマニンニクの自然生の生育地は砂丘地

には見られず，内陸側の小川の砂州あるいは壌土，埴壌土上に生育している（沼田・延原ユ960，

延原1975）。広野地区では砂州直写の汀線側の前半部に生育するのみで，後方のコウボウムギ群

落にはほとんど侵入，生育していない。つまり広野地区のハマニンニク群落はT．Ohba，　A．

Miyawaki　ulld　R．　T亡ixen　1973や宮脇。佐々木1980で報告された「ハマニンニク先駆群落」と

ほぼ同一の植生である。

　2）　コウボウムギ群落

　　　Cαプθκ々。δoη捌9～一Gesellschaft（Tab・30）

　ハマニンニク群落の後方にはコウボウムギの優占する植分が見られる。この群落はコウボウム

ギ，ハマボウフウを区分種としてコウボウムギ群落にまとめられる。

　コウボウムギ群落は高さ10～20c田，植被率30～80％の植分を形成している。出現種数は4～6

種，平均4種でハマニンニク群落よりも高い。優占するコウボウムギのほかハマニガナ，ハマヒ

ルガオ，ハマボウフウなどのハマボウフウクラスの種群が混生している。生育地は砂丘地の後部

にあたり，風衝，砂の移動ともにハマニンニク群落よりもやや弱まった領域を占めている。

　コウボウムギ群落は以下の3下位群落に区分される。

　ハマニンニク下位群落はハマニンニク群落に接した植分であり，低被度でハマニンニクが混生

している。

　典型下位群落は，コウボウムギ群落の中心的な立地を占め，コウボウムギが安定した群落を形
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成している。群落区分種であるハマボウフウはこの下位群落に結びつく傾向がある。

　ハマエンドウ下位群落はハマニンニク群落ハマエンドウ下位群落と同じ性質の下位群落であ

る。内陸側のコウボウムギ群落で，人為的影響が加わったやや富栄養化した立地に生育している。

　前述されているように広野地区のコウボウムギ群落はハマニンニクと成帯吊すみわけをなし，

ハマニンニクーコゥボウムギ群集として扱う事は難しい。むしろ種組成的にはヤブツバキクラス

域を中心に分布するとされるハマグルマーコウボウムギ群集と類似している。日本各地のコウボ

ウムギ優占二分の種組成を比較した場合，その差は少なく，青森県下北地方（宮脇・佐々木1980），

福島県広野地区（本報），．y城累鹿島（宮脇ほか1979），神奈州県平塚市（宮脇・藤原・中村・大

lL11976），静岡県御前崎（宮脇・村⊥・鈴木1980），鹿児島県薩摩半島（宮脇ほか1976）などでも

ほぼ同一の種組成からなる植分（純群落ではない）が明らかにされてきている。

　3）　コウボウシバ群落

　　　Cσγ6κ加〃，〃σ一Gesellschaft（Tab。31）

　コゥボゥシバの優占する群落は，一般にやや海風の影響の弱まった内陸側の砂丘上に見られ

る。広野地区で見られたコウボウシバ群落も同様な立地を占めており，今回多くの調査資料が得

られた原ノ町市の植分は入工的な防砂（風）堤の内側に広い颪積を占めている（Fig．36）。

　コゥボゥシバ群落はコウボウシ・㍉そしてハマニンニク群落，コウボウムギ群落に対してオオ

アレチノギクが区分種として挙げられる。コウボウシバが優戯する植分では10～20c珊，ギョウギ

シバが優則する植分では30cmの高さとなる。植被率は30～70％と一定しない。群落優占種はコウ

ボゥシバもしくはギョウギシバである。群落区分種のほかの構成種は一定せず，植下により大き

な差が見られる。コウボウシバ群落は以下の2下位群落に区分された。

　ウンラン下位群落はウンラン，ハチジョウナ，ノゲシにより区分され，池と接した水辺部の，

適湿立地の植分がまとめられる。ウンラン，ハチジョウナは広野地区では砂丘後背部の適湿立地

に生育が限られ，一般砂丘地ではほとんど生育を見ない。

　マルバァカザ下位群落はウンラン下位群落に含まれないやや乾性立地の櫃分がすべてまとめら

れる。下位群落区分種はマルバアカザとメヒシバである。ハマニガナ，ハマエンドウ，ヨモギ，

ギョゥギシバで区分される四分（Tab．3エ通し番号6－8）は道路ぎわのやや壌土が混入した立

地に生育している。

　コゥボゥシバ優占野分については既に各地で多数の報告がなされている。それらは種組成的に

2つの群に分けられる。第一はハマニガナ，ケカモノハシ等のハマボウフウクラスの種下を多

数含む，砂丘地の植分である。これには宮脇ほか（1981）による九州の資料，清水・永田（1980）に

よる鳥取砂丘の資料などが含まれる。第二はハマボウフウクラスの種群の多くが欠如，あるいは

常在度がきわめて低く，かわってコマツヨイ，メヒシバあるいはオオマツヨイ，ヒメスイバなど

の！年生草本植物を混生する植分である。これにはハマボウフウクラスの生育する砂丘地ではな
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Spalte：

　　　　Tab．31砂丘地櫃生（その2）DUnen－Vegetation（2）

　　　　　　　　Cσγθκρ♂〃π諏一Gesellschaftコゥボウシバ群落

1：Untergesellschaft　vonゐ初α7毎ゴ砂。航α　ウンラン下．位群落

2；Untergesellschaft　von　C伽zρρ042z〃ηθα〃ノ3勿。∫z〃η　マルバアカザ下位群落

Laufende　Nr．：

Feld－Nr，：

Datum　d．　Aufnahme（1979）

H6he嚢．　Meer（m）：

Exposition：

㌶eigung　（Q）

Gr6βe　d、　Probe鍛che（m　x　m）：

H6he　d。　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

ArteRzah1：

群落記号

通し番号

言周査票番号

調査月日

海抜高

方位
傾斜・

調査両積

植生高

雪下被率

出現種数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　cα78κカz〃短1α

　Eγ歪8670㍑5コ口ノπα〃8／Z3’∫

Trennarten　d．　Unter星ese！ls鎮a重皇：、．

　ゐ∫πα7’αブαρ0ηノ0α

　30／ZC加‘∫δ7αC勿0彦∫S

　SOπC加‘301θγαC83‘∫

　Cん6ノ¢oρo漉ε切zαcμη3ゴ7．～｛z伽〃～

　エ）∫9髭αγfαα4308，z4の’s

　ノ紹7∫sγθρ¢％∫

　ゐθ〃2ツ耀3メθρo／3ゴα53

　00ηo漉θ7σδぎ6ノ〃擁s

　∠47’ε1加ε～αカフカκ砂s

　q卿040η4σ0砂10π

Begleiter：

　Cα砂s∫θ9忽∫014α麗〃σ

　P加z‘s漉z〃～∂879廊

群落区分種

　コウボウシバ

　オオアレチノギク

下位群落区分種

　ウンラン

　ハチジョウナ

　ノゲシ

　マルバァカザ

　メヒシバ

　ハマニガナ

　ハマエンドウ

　アレチマツヨイ

　ヨモギ

　ギョウギシバ

随伴種

　ハマヒルガオ

　クロマツ
1万α漉加おsκρ67伽svar．10ノ卿6σ1γo加郷カワラナデシコ

ム0伽SOO712fo〃α’Z63　var．ゴαカ0癖α‘3　　ミヤコグサ

1 2

1　　2　　3

T　　T　　T
26　27　25
11　11　11
9　　9　　9

2　　2　　2

W　　W　　W
IO　　IG　　20

2　1．5　2
X　　　×　　　X

2　　2　　2

20　　10　　15

70　50　50

5 5 3

4　　5　　6

T　　T　　T
23　23！　11

11　　11　　11

9　　9　　8

2　　2　　1
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

L　　L　　L

2　　1　　2
X　　　X　　　X

2　　2　　1，5

20　15　15
30　35　70

3

7　　8

T　　T
9　　28

11　11
8　　9

1　　2

L　　L
1．5　1．5

X　　　X

3　　5

30　30
50　50

3　　11　　9 4

3・4　3・4　3・4　3・3　3・4　4。4　　→一　　＋・2

＋　　十・2　3・3　　●　　　●　　　十　　2・2　　十

iゑ三3　　2●2：　　。

i＋　＋1　．
i　　　l
】十　　　一1－1　　・

　。　　　●　　：十・2

　　　　　i
　’　　。　i。
　●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●

　．　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

　o　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●

り

。

・

■

o

●

o

o

o

●

o

．

o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　◎

十　　1。2　十

・　　十　十・2

。　　・　：÷・2

・　　・　1十・2

．　．i＋
．　　　i，
　　　9　　、　一τ幣

●　　　　　　・　　　ヒ　　●

十・2

　0

　・

　o

●

o

o

●

十・2

十

十

　9

　●

　■

　〇

十

　●

十。2

1・2

十。2

十

3・4

　●

　o

　●

十・2

●

●

■

・i

　：
十1

＋i
gi
　…
。i

・i

　：
4・4：

．

o

，

o

調査地Fundorte；Lfd　Nr．1－5，8：Torisaki，　Stad亡Haramachi原町r｝∫鳥1崎；6，7：K：itada，　Naraha－machi，

Futaba－gun双葉郡檎葉【11］北田

調査者Forscher；Lfd．　Nr．1－8：Y．　M．，　M．　Ka．，　T．　Kr．

く，後背部の適湿，富栄養な立地に生育する植分がまとめられる。宮脇・佐々木（1980）の育森

県下北半島の植分，宮脇・村⊥。鈴木（1980）の静岡県御前碕の植分がこれにあたる。今圃報告

された広野地区のコウポウシバ群落は後者に含まれる。

　このようにコウボウシバの優占する四生には種組成，立地がやや異質な植分が含まれ，そのた

め現在のところ，群落としての扱いがされる場合が多い。
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　　　　　　Tab。32砂丘地植生（その3）D甑en－Vegetation（3）

Name　d．　Gese11schaft群落名：ハマエンドウ群落五譲々y7麗sブαρo擁ozぐs・Gesellschaft

Feld－Nr．調査票番号：T－10（171）

H6he臼。　Meer海抜高：1m　　　　　Exposition　u．　Neigung方位及び傾斜：L

Gr6Be　d．　Probeflache調査面積：1x2qm
H6he　u，　Deckung　d，　Vegetation槙生高及び全植被率：1G　cm，70％

Artenzah1出現種数：6spp．

Tren臓art　d．　Gesellschaft

　ゐσ〃～ア7κSブαρ0πゴ0κS

Begleiter：

　α9漁肋σ4scθア346π3

　Cぬθπρか04謝〃Zαα〃｝Z加ごZ’Zρη

　0θ〃。∫海67σδ’θ1〃涯∫

　∫κ召万37θρθηs

　Cα砂S’09’πSO14σπθ11α

群落区分種

　ハマエンドウ
随1半種

　メヒシハ

　マルバアカザ

　アレチマツヨイ

　ハマニガナ

　ハマヒルガオ

4。4

1・2

÷・2

　十

　十

　テ

調査地Fundort：Klitada，　Naraha－machi，　Futaba－gun双葉郡槍葉町北田

調査年月日Datum：8．　Nov．1979
調査者Forscher：Y．　M．，　M。　Ka．，　T．　Kr。

　4）　ハマエンドウ群落

　　　ゐα’勿η4sブ砂。πゴ。πε一Gese工1schaft（Tab。32）

　ハマエンドウは砂丘地の内語側に点々と生育しており，ややi円状地やゴミの吹きだまり状の立

地にハマボウフウクラスの種を混じえて繁茂する場合が多い。今國栴葉町北田においてハマエン

ドウの優占植分の植生調査資料が得られた。

　　　　Fig．39　ハマギク（富’岡1町）。

C加ツ∫侃飾8〃zz槻フzψρoπfα〃フ3（Tomioka－machi）・
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　　　　　　　Fig。40　ラセイタソウーハマギク群集（塩屋碕）、、

Boehmerio　bilobae－Chrysanthemetum　nipPonici（KapShioya－Zaki）．

　群落内にはハマヒルガオ，ハマニガナなどハマボウフウクラスに広く生育する多年生草本植物

も混生する。しかしメヒシバ，マルバアカザ，アレチマツヨイなどの1年生草本植物の混生がむ

しろ多いのが他の砂丘地植生と比較して特徴的である。ハマエンドウは，Tab。31に示されるよ

うに砂丘地における，人為的撹乱の指標でもある。海岸のクロマツ林中にも生育する。今回のハ

マエンドウ群落の立地も汀線から遠ざかった，塵芥の散乱する人為的撹乱地である。

5）

2．海岸断崖地植生

　Vegetation　der　SteilkUsten

ラセイタソウーハマギク群集

Boehmerio　bilobae－Chrysanthemetum　nipponici
H．Nak：anishi　1980（Tab．33）

　広野地区の海岸線は多くは急峻で崩壊性の強いあるいはオーバーハング状の断崖地で占められ

ており，海岸断崖地に生育する華本植生は局所的に見られるにすぎない。いわき市塩屋崎，双豪

郡富岡町の海岸断崖部で調査された植分はハマギク，コハマギクを標徴種としてラセイタソゥー

ハマギク群集にまとめられる。
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Spalte：

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

　　　　　　　　　Tab．33　ラセイタソウーハマギク群集

Boehmerio　bilobae－Chrysanセhemetum
a：　Subass．　von

b＝　Subass．　von

Datum　d．　Aufnahme（1979）：

H6he　Uber　Meer（m）：

Exposition：

Neigung（。）：

Gr68e　d．　Probef漁che（m　x　m）：

簸6he　d。　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Boehmeria　biloba
Rosa　wichuraiana
　　　　　　　群落記号

　　　　　　　通し番号

　　　　　　　調査票番号

調査月日

海抜高

方位

傾斜

調査面積

植生高

金植被率

土観種数

　　　　　nlppon1C1

ラセイタソウ亜群集

テリハノイバラ亜群集

a b

Ke葺narten　d．　Ass．：

　C海名y3α1z醗6〃π〃π72ゴρカ。ηfα4η～

　c海ηsσηゴ1～θ〃π4刀zη7α～‘7μ匿α㌶α

Trennarten　d．　Subass．：

　β0θぬ，ηθ7’α　δ’Joδα

　∠，y∫∫7ηαc配α甥忽〃鼻’だα7～α

　0’απ伽SSρ8γ伽svar．10πg∫0め0細‘S

　α7s’z〃ηsp．

　ノ～03β　躍ど0海言’7α’潔πα

　P’πκs疏z〃～∂θ78’ゴ

Begleiter：

　Mε30αノπんκ∫　sゴπθηsゴs

　P8θ4θガα　SCαπ4θπs　var，刀3α〃θ∫

　β7α吻ρ04加π頭瞬’C襯var．刃π38γ鰯3

　SOπC加‘Sδ7αC海yO海S

　1κθガs46π彦α’α

　ノ1プαδ誌S’θ〃θηvar．フαρ0ノπCα

　Eガ9θ1・0η53〃フZα〃θπ5ゴ5

　五7〔zατ91魏5躍躍。プoρ乃ヅ～β

　ゐゴノゼ0ρθηzかZOγ

　測θ’0δ1αS’κ3　C海’π0

　ゐ8ψ64θ2αρπOSα

　功4フ’OCO砂♂67ηα7観7．ησ

　s砂zμακcぬゴπα

　Eτ砿yαブαカ0π∫0α

　ゑん8扉αか加1置α’α

　Pθ彪5μ8Sゴαρ0短α‘S

　R肋‘εαη7δ∫9κσ

群集標徴種

　ハマギク

　コハマギク

亜群集区分種

　ラセイタソウ

　ハマボッス

　カワラナデシコ

　アザミ属の一種

　テリハノイバラ

　クロマツ

随伴種

　ススキ

　ヘクソカズラ

　ヤマカモジグサ

　ハチジョウナ

　ニガナ

　ハマハタザオ

　オオアレチノギク

　オオバグミ

　ヒメヤフフン

　アズマネザサ

　ネコハギ

　ノチドメ

　サルトリイバラ

　ヒサカキ

　　ミツバアケビ

　フキ

　ツタウルシ

1
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　ラセイタソウーハマギク群集の植生高は20～30c田であり，ハマギク，ラセイタソウ，コハマギ

クなどが優占する草本植物群落である。一部ススキの優目する植分では植生高は80c田となり植肥

率も増加する。群落構成種はほとんど多年生草本植物で占められ，とくにハマボッス，ラセイタ

ソウなど海岸断崖地に特徴的な種群が多く混生している。

　ラセイタソウーハマギク群集は2亜群集に区分される。

　ラセイタソウ，ハマボッス，コハマギクなどで区分されるラセイタソウ亜群集はラセイタソウ

ーハマギク群集の典型的な自然生植分がまとめられる。構成種は群集標三種，亜群集区分種に示

されるように海岸断崖地に特有な植物がそのほとんどを占める。立地は800～90。の傾斜をもつ断

崖地であり，風化土の堆積もきわめて少ない。

　テリハノイバラ，クロマツなどで区分されるテリハノイバラ亜群集は人為的撹乱を受けた代償

的な植分がまとめられる。テリハノイバラ亜群集ではススキが優占するほか，ラセイタソウなど

の海岸断崖地生の種群が欠如する。アズマネザサ，ピサカキなどの木本植物の混生も兇られる。

生育地は断崖下部の崖錐地であり風化土の堆積地である。テリハノイバラ亜群集にまとめられる

植分は遷移途上の群落であり，クロマツ林をへてマサキートベラ群集に移行する。

　中顯（1980）では，ラセイタソウ一世マギク群集に対して本州北部太平洋岸の分布が明らかに

されている。今圃広野地区でまとめられたラセイタソウーハマギク群集は中西（1980）の「ラセ

イタソウ亜群集」に梢当する。

　　3．乾生二次草原（ススキクラス）

　　　　Sekundarwiesen（Miscanthetea　sinensis）

　6）　ススキ群落

　　　ル∫∫30α漉1zz‘s　5加θ13s∫s－Gesellschaft（Tab．34）

　ススキ草原は，採草地，耕作放棄畑地，比較的新しい植林地などに，日本各地に広く見られる草

原である。このススキ草原は，河辺，海岸部などに生育する一部の三分を除いて，大部分が二次

草原である。したがって，定期的に刈り取りが行なわれているところでは持続群欝をなすが，一

般的には時間の経過とともに木本群落へ遷移する植分が多い。

　広野地区において調査資料が得られた植分はいずれももとは水田や牧草地であった土地であり，

人為的管理の中止とともに遷移の途中相として成立したススキ群落である。このススキ群落は，

ススキクラスの種であるススキ，ミツバツチグリ，オカトラノオ，ノコンギク，リンドウを区分

種としてまとめられた。

　ヒメシロネ，チゴザサ，イグサなどのヨシクラスの種群により区分される通し番号1の植分は

水田放棄地である。耕作の放棄とともに土壌の乾燥化が進行しているもののまだ湿潤な立地条件

を示している。遷移の進行とともにクサギーキブシ群落のようなクサギーアカメガシワ群団の夏

緑低木林へ遷移する。
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Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme（1979）

H6he慧．　Meer（m）：

Neigu鷺9＝

Gr66e　d．　ProbeH註che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　　Tab．34　ススキ群落
ル㊧50απ〃鋤55㍑θπsゴs－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　　調査番号

調査月日

海抜高

傾斜

調査面積

植生高

田植被率

出現種数

Trennarten　d．　Gese11schaft：

　Mゴ3cακ魏κ33勿θη∫’∫

　勘’θπ’〃αプ㍗の「痂6〃2α

　ゐyεゴ解σσ加α01召漉〆0耐6S

　五3妙α8召溜0ゴ6θ3var．0ひ認μS

　G8π笹下ε‘α伽var．∂％θ即万

Trennarten　d．　Untergesellschaft：

　勿coφ％s〃ηα々fαπκ3

　／3α0んηθ810δ03α

　ノ襯0鋸幼勉S螂var．4θC繊6πS
　Dα0’y1∫5810柳67α’α

　T7加1’～〃πカアα’θη∫θ

Begieiter；

　え49703距Sα」∂α

　ノ1プ’θ〃～∫s’αρガπ06カ5

　0〃απ伽彿魏z切6θ2曾∫’

　E7ε8召707～α7〃2κ銘S

　E（～癖5θ∫ε〃ηα7〃6π3θ

　盃8γ05’ゴ∫C1α翅αvarコ3諏αうO

　ROSα〃餌1’解0プσ

　五刃ψ雇αzη）αθσ〃’sρθプ1ηα

　Rz‘δ2‘5ノ癖C70カぬソ1～‘5

　∠グ5加薦C加αブαρ0海0αf．53め3ε35ゴ〃S

　P認αS〃6∫ゴθ1》0η’α‘S

出現1翻の種

群落区分種

　ススキ

　ミツバツチグリ

　オカトラノオ

　ノコンギク

　リンドウ

下位群落区分種

　ヒメシロネ

　チゴザサ

　イグサ

　カモガヤ

　アカツメクサ
随伴種

　コヌカグサ

　ヨモギ

　ゲンノショウコ

　ヒメジョオン

　スギナ

　ヌカボ

　ノイバラ

　ヤブマメ

　ニガイチゴ

　コナスヒ

　フキ

1　　2　　3
FC　　SF　　SF
11　　24　　23

6　　10　　1G
4　　20　　20

－　　770　780

L　　L　　L
25　　　100　　　100

100　　　160　　　190

80　　95　　100

12 26 39
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●

●
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o

o

■

●

　●　　　　　　　　　o

i1。2　　2・3i
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
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；十　　　十［

2・3

2・3

2。2

1・1

1・2

2・3

1・1

十・2

十・2

十

十

2・3

1・2

1・2

2・3

1・2

1・3

十

十

十

十

十

　　　　　　　　Au3erdem　le　elnlnal　iR　Lfd．　Nr、1：ゐ。加。θ㎎ゴαρoπあαスイカズラ2・3，　Ro5αω∫c肋〃如απα

テリハノイバラ＋・2，ゐ〃のヵ67η’π07’ヒメヤブラン＋・2，7’7ゴ5θ々捌δ諺4z‘溺カニッリグサ＋・2，π8’o∂」σ5’％∫

粗粗。アズマネザサ＋，P7～粥～‘5ノα7παsα々¢〃αヤマザクラ÷，　i践2：Cα1α規α9γ05’∫5のf8「θ’03ヤマアワ2・3，

η昭η昭磁ブαρo痂。σメガルカヤ1・2，・43醒∂θ，痴oγ0ρ加11αチダケサシ＋，εθ砲7如81α鰐αキンエノコロ

＋，Sαsαηzoゆ肋δoアθα〃εスズタケート，0θπo醜67αδ∫8♪zπ∫sアレチマツヨイグサ＋，　R2‘1ηθκブαρo痂。κ5ギシ

ギシ＋，五～z〃πθ■αoθめεθ11αヒメスイバ÷，Sα1㍑∫漉㎎7αイヌコリヤナギ＋，　in　3：ル勉”碑60㎎毎ブαρoノ漉α

ネズミガヤ1・2，・肋㍑5〃1ππヤシャブシ1・1，Cα78κSP．スゲ属の一種1・1，7’畷b1加πアのθ榔シロツメク

サ＋・2，尺zめε‘sカα17ηα’z‘3var．　ooρ’o助ッ”μsモミジイチ：ゴ＋・2，1κθア’s　4θη’認αニガナ＋・2，εoJ躍α80切即一

α～‘紹αvar．αs∫α∫∫cσアキノキリンソウ÷，　C曜ρ加z‘51ακケ707αアカシデ＋，　Wθ’8P6伽48co㍑ニシキウツギ

＋，R駕伽3ραア崎bJ珈3ナワシロイチゴ＋，四〇1α麗招α〃．雇αツボスミレ＋，　Pゴ1漉54飢sケ70γαアカマツ÷，
Sα”κsαc乃α”πθ13認3オノエヤナギ＋，C6ア｛z5”～〃フ2乃0105’80躍θ5　var．α7z9κ謡加1ゴz〃π　ミミナグサ÷，ε’¢ρ加zπ一

απdアα加0飴αコゴメウツギ＋，F7ακ加％∫∫詑δ014∫απαマルバアオダモ＋，　COηZ彫θ1加αCOノπη耀漉3ッユクサ

m，06z拡葱α07θη認αウツギ÷，＆zg∫παブαρoπ記αツメクサ÷，（勉1廊〃πん漉z切π4gz〃αキクムグラ　＋，ノ1　gzム

1π0π耀フαρ0窺0αキンミズヒキ十．

調査地Fundorte；Lfd．鍍r．1：HiroRo－machi，　Futaba－gun双葉郡広野町；2，3＝Berg　Kittoya－san，
Ogawa－machi，　Stadt　Iwakiいわき市小ノi陶‘屹兎屋出．
調査者Forscher；Lfd．聾r．1：A．　M，　K：．　S．，　T．　K．；2，3：L．　M．，　T．　Ka．，　S．　S．
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難考搬

繕難・

灘・

　　　　　　　　　　　　　　Fig，41　ススキ群落（広野町）。

　　　　　　　　　　　ルπ5cαπ漉κ33’πθπs’s・Gesellschaft（Hirono－machi）．

　カモガヤ，アカツメクサといった外来牧革により区分される通し番号2，3の植分は牧草地を

放棄した後に成立したススキ草原である。人為的管理下であっても多年生の草原として維持され

てきたため，ノコンギク，リンドウなどのススキクラスの裂開の被度が高く，1：壌見穫数も多い。

遷移が進行すれば，ニシキウツギ等の低木林をへて，コナラ，シデ類の夏緑高木林へ遷移するも

のと考えられる。

　ススキ群落はミツバツチグリ，オカトラノオ等のススキクラスの種群の生育により，ススキ群

団，ススキオーダー，ススキクラスにまとめられる。

　　4．低湿地多年生草本植物群落（ヨシクラス）

　　　　R6hrichte　und　Gro8seggengesellschaften（P　h　r　a　g　m　i　t　e　t　e　a）

　広野地区の東爵に流れる中小河別や，北部に多い池沼の風化土を土壌母材とする水辺にはヨシ

クラスにまとめられる各種の湿生植物群落が生育している。流水辺であるか静水辺であるか，水

深，水質，そして土壌母材によりそれぞれ独特の相観，組成をもった群落が成立する．

　広野地区からは周辺域を倉め18の調査資料が得られ，以下の2群集4群落が区分された。

　7）　シオクグ群集

　　　Cariceturn　scabrifoliae　MiyawakietOhba1969（Tab．35）

　河州の河口部では海水と淡水が入りまじる汽水域が形成される。河川による泥土が堆積し，波
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や流水による物理的作用が弱い河口部には，汽水もしくは海水という特殊な水質条件に対応した

湿性湿地植生が成立する。今國このような塩性湿地植生としてシオクグ群集が原町市鳥崎におい

て認められた。

　シオクグ群集はカヤツリグサ科の多年生草本植物であるシオクグの優占群落である。植生高は

シオクグの純群落では20～30cmであるがヨシとの混生植分では！00，150cmと高くなる。群落構成

麺は少なく，部分的にヨシやウシノシッペイなどヨシクラスの種が混生する程度である。生育地

はほとんど水流の見られない河口部であり，砂泥質の土壌は部分的，一時的に水面下となる。な

おTab．35通し番号5で示される植分はコウボウシバ群落に接した池の水辺都に成立した植分

である。

　シオクグ群集は純群落を形成している2植分とヨシ，ウシノシッペイが混生する3回分に下位

区分される。純群落は水辺部に生育し，ヨシなどの混生植分はその内側に生育している。

　シオクグはほぼ欝1本全属の海岸部に広く分布し，塩性湿地植物としては最も一般的に児られる

種のひとつである。しかし近年，κじ的な河塵堤防や，海岸提防の建設によりその生育地はせば

められ，現在では．他の塩性湿地植生とともに貴重な存在となっている。

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

H6he　d．　Meer（m）：

Exposition：

Neigung（。）：

　　　Tab，35　ヨシクラス　（1）；シオクグ群集

Phragmitetea（1）；Caricetum　scabrifoliae

Gr6Be　d．　Probe飴che（m　x　m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Arte澱za蝕1：

通し番号

調査票番号

方位

傾斜

調査面積

植生高

全植被率

出現種数

1（ennart　d．　Ass．＝

　Cαγαscαδプげb1∫α

Trennarten　d．　Subass．：

　勘頬8・〃2露83θ～‘5’ノη1’5

　Hθ多παπ加担5め’ガ。α

Begleiter：

　ノ〃ψ6アα雪げゴπ〃’Cαvar．々09ノ～ゆ

　Soπo勧3δプαc勿，o”ε

　∫κo万sγθρθノ凄5

　窺ア，ηz‘s規oJ1お

群集標徴種

　シオクグ

亜群集区分種

　ヨシ

　ウシノシッペイ

随伴種

　チガヤ

　ハチジョウナ

　ハマニガナ

　ハマニンニク

1　　　2　　　3　　　4　　　5

T　　T　　T　　T　　T
14　　　13　　　15　　　16　　　24

0．5　　0．5　 0．5　　0．5　　0．5

一　　一　　一　　一　　W

L　　L　　L　　L　　30
1，5　 0．3　 1．5　　2　　　1
X　　　　X　　　　X　　　　X　　　　X

2　　　3　　　2　　　1　　　2

20　　　　30　　　150　　　160　　　！00

50　　　　80　　　　60　　　　60　　　　80

1 王 3 4 5

調査地FundQrt：Torisaki，　Stadt｝lara－machi原町市，鳥崎

調査年月BDatum：9．　Nov，1979
調査者Forscher：Y．　M，，　M．　Ka．，　T．　Kr。

3。4　　5・4　　3・4　　3・3　　3。4

●

1皇三吾6．．2・3　　÷P2：

＋　　．．±＿＿ご＿i

o

÷　　　・

・　2・3Q

・　　　十

・　　　十
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　8）　カサスゲ群集

　　　Caricetum　dispalatae　MiyawakietOkuda1972（Tab．36）

　大形のカヤツリグサ科多年生草本植物であるカサスゲは，ほぼ純群落状の密生した南分を形成

する。このような群落はカサスゲ1種を標徴種としてカサスゲ群集にまとめられる。

　いわき市小川町で見られたカサスゲ群集は，水面上の植生高は30～60c瓶と植分により差が見ら

れる。生育地の水深は40cmに達する。群落構成種はきわめて少なく，カサスゲのほかには，マコ

モ，ショウブなどが偶生するにすぎない。生育地は浅い沼地周辺部のゆるやかな流水辺であり，

土壌は泥質である。

　カサスゲはほぼ日本全国に分布しており，群集の分布もそれに伴なうものと考えられる。群落

体系⊥の上級単位である大形スゲオーダーの圧1本における代表的群集である。

　9）　アゼスゲーショウブ群落

　　　0αプ召κ漉κηδθ響’ゴーノicoη4s　cα盈〃zκ3　var。απ8ε‘5’α∫ε45－Gesellschaft（Tab。36）

　いわき市小川町上小／llの小湿原では，カサスゲ群集に隣接してショウブの優占した群落が生育

している。この群落はショウブ，アゼスゲを区分極としてアゼスゲーショウブ群落にまとめられ

た。

　アゼスゲーショウブ群蓄は，金植被率80％前後のやや密な植分を形成している。植生高は，シ

ョウブ自体は80～100cmであるがヨシが混生する場舎には150　c田ほどになる。出現必要は2，3

種である。群落構成種は区分種群のほかセリ，ヨシ，マコモなど，すべてヨシクラスの多年生草

本植物である。上壌は泥質である。生育地はカサスゲ群集よりも水深の浅い，水流の影響の弱ま

った立地を占めている。水深は8～25c盤までの植分が認められている。

　ショウブは池沼や，流水辺に生育するやや大形のサトイモ科の多年草である。全草に芳香があ

るため人為的に植裁される場合もある。Ei本曲のものは不稔とされている（堀田1973）。

　10）　ドクゼリ群落

　　　αα4ガα加703αvar．ノ3ψρo癖。α一Gesellschaft（Tab．36）

　双葉郡川内村下川内の小湿原ではドクゼリ優占組分，エゾノサヤヌカグサ優占面分などが生育

している。

　ドクゼリ群落は高さ90c組，国儀率100％に達し，　ドクゼリが圧倒的に優占する。随伴種はヨ

シ，アカバナ，サンカクイなどのヨシクラスの構成種である多年生草本植物や，ミゾソバ，アメ

リカセンダングサ，タネツケバナなどの1年生草本植物である。

　下州内での観察ではドクゼリ群落の生育地は流水辺であるが，カサスゲ群集よりは流水の速い

立地に生育している。水位は変化が激しく一定しないが，調査された時点では水位はほとんど見

られなかった。
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ドクゼリは北半球北部の湿原に広く分布する。日本では九州まで南下した分布が知られてい

る。

　11）　エゾノサヤヌカグサ群落

　　　ゐθθ7s∫αoり，zo躍8s－Gesellschaft（Tab．36）

　エゾノサヤヌカグサ群落はドクゼリ群落に隣接した，流水の作用がほとんどない立地に生育し

ている。群落構成種は優占するエゾノサヤヌカグサのほかヌマハリイ，サンカクイ，ヘラオモダ

カなどの多年生草本植物である。土壌は泥質であり，水位は調査された時点ではほぼ地表面程度

であった。

　エゾノサヤヌカグサは南部に分布域をもつ変種サヤヌカグサと対照的に北半球北部に広く分布

している。桿は数多く分妓し，やや倒伏した生育形をもつためしばしば大きな群落を形成する。

　12）　ヤチカワズスゲーサワギキョウ群落

　　　Cα7αoηz∫σπα．ゐ。δ81fσsθ∬ゴ1加1’α一Gesellschaft（Tab。36）

　双葉郡広野町上北迫の池沼水辺で認められたヨシクラス植生はサワギキョウ，ヤチヵワズス

ゲ，ムカゴニンジンなどを区分種としてヤチカワズスゲーサワギキョウ群落にまとめられる。

　群落自身の広がりはせまく，ヒルムシロ群落が生育する池の水辺に幅50c組ほどの帯状に配分し

ている。池は雨水のみにより水の供給がされており，貧栄養な水質を示すものと考えられる。群

落内，あるいはその周辺にはハンノキの稚樹の生育が児られ，遷移系列上はハンノキ林へ移行し

てゆくものと推察される。

　ヤチカワズスゲ，サワギキョウなどは一般にブナクラス域などの冷涼な気候下に成立する低層

湿原生の種であり，ヤチカワズスゲーサワギキョウ群落はその断片的植生と考えられる。広野地

区では，前述のドクゼリ群落，エゾノサヤヌカグサ群落などのように，湿原植生には北方系要素

と考えられる群落が見られる。本群落はその代表に位概づけられる。

　13）　ツルヨシ群集

　　　Phragmitetum　japQ籍icae　Minamikawa1963（Tab．37）

　河川の中上流部の流水辺，中洲にはツルヨシの優占する植分が見られる。このツルヨシ植分は

ッルヨシ1種を標徴種としてツルヨシ群集にまとめられる。

　広野町浅見川で調査されたツルヨシ群集の2植分はいずれも高さ1m以上，95％でッルヨシが

圧倒的に優占する。ツルヨシのほかにはツリフネソウ，オオイヌタデ，タネツケバナなどの1年

生革本植物が疎生している。

　ッルヨシ群集の土壌は中小礫に大量の砂を含んでいる。立地は河川の水量の増減により土砂が

たやすく移動する不安定立地である。ツルヨシはそのような立地に適応した発達した地上劒劒茎
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灘籔

　　　　叢　　　　　　　　　　鮒　 鰻灘鍵几

　　　　　Fig．42　ツルヨシ群集（広野田∫浅，見川）。

Phragmitetum　japonicae（Flu6Asami－gawa，Hiro職。・machi）．

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．（C一）：

Hdhe　U．　Meer（m）：

Neigung：

Gr6信e　d．　ProbeHache（㎡）：

H6he　d．　Vegetation（m）＝

Deckung　d。　Vegetatio職（％）：

Artenzahl：

　　Tab．37　ッルヨシ群集

Phragmitetum　laponicae
　　　　　　　　　　通し番号
　　　　　　　　　　調査票番号
　　　　　　　　　　海抜高
　　　　　　　　　　傾斜
　　　　　　　　　　調査面積
　　　　　　　　　　植生高
　　　　　　　　　　全植被率

出現零露

1　　2
101　102
230　230

L　　L
9　　9
2　　1．3

95　　90

3　　11

Ke臓nart　d．　Ass．：

　勘γα87π漉sブ砂。／zfoα

Begleiter：

　1》7ψα彦’θπε’8κ’0プ’

　％1ツ90ηZ‘7ππ0405δ6，π

　Po1γgoπ2〃z伽〃めθ79露

　、47勘πfs勉ργ’πo砂ε

　COη〃πθ」か解CO脚〃¢♂〃π5

　EJ曲01∫之毎C∫1如彦α

　Cα74α〃痂zθ∫1召κz403α

　8θ彪〆毎．勉δ6ガ

　D歪9舘αガαα4sc8η407zs

　E760玩舜0513∫θ鍔αo⑳1∫α

　α鰯’励功0103’θo∫4θ3var．αノzg3‘s’加Z加η

群集標徴種

　ツルヨシ
随伴種

　ッリフネソウ

　オオイヌタデ

　ミソソバ

　ヨモギ

　ツユクサ

　ナギナタコウジュ

　タネツケバナ

　アキノエノコログサ

　メヒシバ

　ダンドボロギク

　ミミナグサ

調査地Fundort：F加B　Asami－gawa，　Hirono－machi，　Futaba－gun双葉郡広野町浅見刺

調査年月日Datum：17．　Okt．197g
調査者Forscher：Y．　S。，　K．　T．

5・5　5・5

i＋’2

●

●

■

●

●

●

●

●

■

十

●

1。2

十

十

十

十

十

十

十

十
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をもち立地を安定化するとともに大きな株を形成する。随伴種は増水と増水の問に生育期を完了

する1年生草本植物である。

　ッルヨシ群集は下流域の泥質土に生育するヨシ群落やオギ群集と対応して中，上流域の砂礫質

土壌1㌦に生育する。この対応はヤナギ林にも並行して見られ，イヌコ弓ヤナギーオノエヤナギ群

落は下流域の泥質土に，ネコヤナギ群集はツルヨシ群集と澗質の砂礫土上に分布している。

5，浮葉植物群落（ヒルムシロクラス）

　Laichkrautgesellschaft（P　o　t　a　ln　o　g　e　t　o　n　e　t　e　a）

　14）　ヒルムシ篇群落

　　　Poげα〃309θオ。π4ゴ5海，zc’z65－Gese11schaft（Tab．38）

　池沼に生育する浮葉植物群落であるヒルムシロ優占植分がいわき市小川町，双葉郡広野町上北

迫などで認められた。植分はヒルムシロの純群落となっている。水深は植分により差が見られる

が50c磁以上の生育地が多い。

　ヒルムシロクラスにまとめられる浮葉・沈水植物群落は宮脇ほか（1979），宮脇ほか（1981）

などで群落の報告がされている。しかし群落体系の概要は未だ明らかにされていない。

LaufeRde　Nr。：

Feld一鼓r．：

Datum　d．　Aufnahme（1979）：

H6he誼。　Meer（m）：

Wassertiefe（cm）：

Gr6βe　d。　Probe鮪che（m　x　m）：

Deckung　d．　VegetatioR（％）：

Artenzahl：

　Tab．38　ヒルムシロ群落
Po彪η209θ’oπ4’∫諭2c’z‘s－Gesellschaft

　　　　通し番号
　　　　調査票番号

　　　　調i査月臼

　　　　海抜高

　　　　水深
　　　　調査面積

全植被率

嵐現種数

Tren夏art　d．　Gesellschaft：

　PO吻π09θ∫0πゴゼS劾～0げZ6S

要iegleiter：

　z如ηゴα1α伽伽

群落区分種

　ヒルムシロ

随伴種

　マコモ

1

SF
11

6

18

400

10

2

×

3

90

1

2

C
14

6

2

80

80

1

3

10
18

6

2

200

100

3

×

3

98

1

4

C
15

6

2

60

70

2

5．4　　5●5　　595　　5●4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　”　　　　●　　　十
調査地Fundorte；Lfd．　Nr，1：Simokawauchi，　K：awauchi－mura，　Futaba－9un双葉郡jri内村下川内；2，4：

Kamiogawa，　Ogawa－machi，　Stadt　Iwakiいわき市小川町一L小lli；3：Kamikitaba，　Hirono－machi，　Futaba－

9UR双葉郡広野町上北迫
調査者Forscher；Lfd．　Nr．1：S，0．，　L．　M．，　S．　S．；2，4：K．　S．，　Y．　S。，　T．　Ku．；3：S，0．，　L，　M．，　Y．　M．
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6，綾二二期1年生草本植物群落（アゼナ群団）

　Wechselnasse　Zwergpflanzengesellschaft（L　i　n　d　e　r　n　i　o　n　p　r　o　c　u　m　b　e　n　t　i　s）

　15）　マツバイ群落

　　　EJθoc乃α万sッ。々030θπsゴ∫一Gese1王schaft（Tab．39）

　水位の季節的変動により，夏季に地上部にあらわれる池沼岸辺では，短期間に発芽，生長，開

花，結実を終える媛生な1年生草本群落が生育する。双葉郡川内村下川内の小湿原で認められた

マツバイ群落はこのような植生の一形と考えられる。

　マッバイ群落は植生高！0cmにすぎないが，植被率90％と密な外分を形成している。マッバイが

優占するほか，やはり一年生草本植物であるミズニラ，ニッポンイヌノヒゲなどが混生してい

る。生育地は浮葉植物群落であるヒルムシロ群落とエゾノサヤヌカグサ群落に挾まれており土壌

は泥質である。

　マッバイ群落のような水辺の簸生1年生草本群落としてA．Miyawaki＆S．　Okuda（1972）

によるアゼナ群団，そしてやや性格を異にするがK．Fuliwara（1979）によるEriocaulo－

Rhynchosporion　fujiianiが記載されている。マツバイ群落はこのいずれかに含め

られるものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　Tab．39　マツバイ群落

　　　　　　　　　　　E180c々αプ’∫ン。々03cα3∫∫3－Gesellschaft

Feld・Nr．調査票番号：SF－12

H6he　a．　Meer海抜高：400　m　　　　　Expositiol｝u．　Neigung方位及び傾斜：L

Gr66e（玉．　Probenache調査面積：1xlqm

H6he　u。　Deckung　d。　Vegetation蛸生高及び全植被率：10　cm，90％

Artenz須hl出現回数：4spp．

Trennart　d．　Gesellscheft．：

　EJ80C伽γゴSツ000SOθ135’3

Begleiter：

　∫εoθ’θsブ妙。π∫oα

　Sc〃餌5’γゆ4θげθ7

　Eガ00α㍑Joπ海0η406／Z∫θ

群落区分種

　マツバイ

随伴種

　ミスニフ

　サンカクイ

　ニツポンイヌノヒゲ

5。4

2。2

十・2

　÷

調査地Fundort：Simokawauchi，　Kawauchi－mura，　Futaba－gun双葉郡凋内村下川内

調査年月日Datum：18．　Okt．1979
調査者Forscher：S．0．，　L．　M，，　S，　S。

7．流水辺岩上三二植生

　Gesteinsbewohnende　Gesellschaften　der　Fie8gewasser

河川上流部の流水辺は下流域と異なり，岩盤，中小礫，砂などがその主な構成要素となってい
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る。岩上，あるいは岩隙のわずかに風化土の堆積する立地には、水流からの空中湿度，飛沫の供

給により水分収支をまかなわれる植物群落が生育する。広野地区の流水辺からはセキショウ群

落，ヤシャゼンマイーナルコスゲ群落の2群落が認められた。

　歪6）　ヤシャゼンマイーナルコスゲ群落

　　　05η鰯η4σ1伽。θα一Cαアθκα〃加oo〃∫一Gesellschaft（Tab，40）

　流水辺に接して，流水の影響の少ない岩上にはヤシャゼンマイ，ナルコスゲ，ダイモンジソウ

などが優占する植分が見られる。ヤシャゼンマイーナルコスゲ群落はこれら3種を区分種として

まとめられた。

　広野地区でまとめられたヤシャゼンマイーナルコスゲ群落の植生高は，優占種により15～20c撮

または60c組と変化が見られる。段｝現種数は9～14種の範囲である。区分種のほかの随伴種は植分

により差が大きいがケキツネノボタン，チダケサシ，コバギボウシなどの多年革がほとんどを占

める。生育地には細かい礫が見られ，野馬地にはわずかながらも砂の堆積が見られる。

　ヤシャゼンマイ，ダイモンジソウなどは水分条件の良い渓流沿いの岩壁にも多く見られる。そ

のためヤシャゼンマイーナルコスゲ群落の群落体系上の扱いは岩壁植生とともに種組成の比較の

上，決定されるべきと考えられる。

17）　セキショウ群落

　　　．4coアzfε87御η痂θκ3－Gesellschaft（Tab．41）

　サトイモ科の多年草であるセキショウの優占紫煙はセキショウ群落としてまとめられた。セキ

ショウのほかには隣接したヤシャゼンマイ～ナルコスゲ群落（前述）からヤシャゼンマイ，ナル

藻1

、覇

欝

灘，

蟹

　Fig．43　ヤシャゼンマイーナルコスゲ群落（川内村）。

05〃z翻4αZαア30θσ一Cαア醸α〃〃fooJJゴs－Gesellschaft（Kawauchi－mura）．
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Laufende　Nr．：

Feld－Nr．；

Datum　d，　Auf照hme：

Tab．40　ヤシャゼンマイーナルコスゲ群落

Osノブ7z〃z4σ彪πoθα・Cσ紹κα‘7加ooZlfs－Gesellschaft

H6he　a．　Meer（m）：

Neigung：

Gr6Be　d．　Probe雌che（m　x　m）：

Hdhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通し番号

調査票番号

調査年月日

海鼓高

歯斜

調査面積

槙生高

全植被率

出現二丁

Trennarte葺d．　Gesellscheft：

　Cの’θκα‘プ麗001距S

　O3ノπ呂〃z4α1σ％cθα

　S礁砂α9膨〃嬬擁var．加0’50励磁
Begleiter：

　勲1．3Z〃～α‘1～636σπ’0／Z紹π3∫S

　．4S彦ゼ1δ8刀π0ノリρ勿」1α

　飾S’αα」δ0〃Z｛Zノ窟ノ．凄σ♂α

　POえygαZZ〃π’肋〃めθ19だ

　∫κθがs4θπ’α如

　澄COη‘59紹ηπ7．3θ365

　ゐσρ0ノ”θα∂〃δ吻γα

　Cり，μo’αθノ万αブαρ07zfoα

　夏y〃απ9θαゴπ〃01κCア認α

　A9ア〃π01ηごZフαρ0π～0α

　1々oJα9理ρOCθη∫

　．4護妙痂〃η血yα70SOプ3‘η7

　Gα〃7zゴ6ψoπゴα‘η2

　ル∫’01・0∫’68加η伽諺珈z〃πvar．ρめ吻ch翼η3

　ゐμ宕〃αカ1z‘規05σ

　飾10ノ．Zぎ（ψS誌0ア劾πα」ゴ5

　直γ耀α‘∫伽ゴα‘svar．纏Z4加1♂κS

　sα1㍑9ノ’σcμ’s砂1α

　βアα吻ρ0伽1π鯉1〃α彦ノα槻var．癬S8ア醐3

　んz8薦αzカ。砂ηzoゆ1～α

　∬，フψσ海θη∫’8雇0ガ

　測απ∫α90αS’σだ0α

　08ノ漉απαzoJ〃πg召アゴ

群落区分種

　ナルコスゲ

　ヤシャゼンマイ

　ダイモンジソウ

随伴種

　ケキッネノボタン

　チダケサシ

　コバギボウシ

　ミゾソバ

　ニガナ

　セキショウ

　ムカゴイラクサ

　ミツバ

　タマアジサイ

　キンミズヒキ

　タチツボスミレ

　バクモウイノデ

　ダイコンソウ

　アシボソ

　ヌカボシソウ

　ショウジョウバカマ

　ヤマブキショウマ

　ネコヤナギ

　ヤマカモジグサ

　シフ不センキュウ

　ツリフネソウ

　オオバコ

　フデリンドウ

1　　2　　3
10　　10　　M
6　　　7　　　4
’79　　　’79　　　’79

6　　6　　6
2　　2　　3
200　　200　　54G

L　　L　　L
O．5　0．5　　1
X　　　×　　　　X

2　　0．5　　3

15　　20　　60

85　　60　　90

9 13　　！4

5・5　　2・2　　2・3

　・　　1・2　3・3

十・2　　2。3　　1。2

十

十

十

十

〇

！。2

牽

畦一

●

o

Ω

●

■

●

●

●

○

●

■

o

●

o

●

十・2

1。2

十

　●

十

　●

〇

十

十

十

十

一ト

十

●

●

■

●

●

●

●

o

●

●

●

●

一卜

学

●

●

●

o

o

■

●

●

　■

1・2

2・2

1。2

1・2

十・2

－i一

十

十

十

調査地罫undorte；Lfd．　Nr．1，2：Shi煎。－schrein　Ohta1くi，　Hirono－machi，　Futaba－gu籍双葉郡広野町大滝

神社；3：Kamikawa媒chi，　Kawauchi－mura，　Futaba－gun双葉郡ノli内村上川内
調査者Forscher；Lfd．　Nr．1，2：S．0．，　L．　M．，　E．　N．，1く：．　T．；3：S．0．，　Y。　S．，　Y．　N，
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　　　　　　　　　　　　Tab．41　セキショウ群落

　　　　　　　　　　　　．4co彫3　g昭刀¢わz6z‘s－Gese11Schaft

Feld層r．調査票番号：C－3

H6he廿．　Meer海抜高：90　m　　　　　Exposition　u．　Ne玉gung方位及び傾斜：L

GrδBe　d．　Probe鉱che調査面積；2×3qm

H6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生高及び全植被率MO　cm，80％

Artenzahl出現種数：6SPP。

Trennart　d．　GeseUschaft：

　・4coγz‘38ワη刃痂z6z‘5

Begleiter：

　0∫η㍑〃z4α1απc8α

　0カ1’s〃z6ノ～z‘33〃z4z‘」α好∂」砒3

　0βアθぎα〃〃ゴ0011ゴ5

　・43〃6θ蘭初め878だ

　・4力奮31∫αθ8ゆゴα‘」α’α

群落区分種

　セキショウ

伴種随

　ヤシャゼンマイ

　ケチヂミザサ

　ナルコスゲ

　アカショウマ

　キッコウハグマ

5・4

1・2

十

十

十

十

調査地Fundort：FluB聾atsui・gawa，　Stadt　Iwakiいわき市夏井川渓谷

調査年月日Datum：1．　Jun．ユ979
調査者Forscher：K。　S．，　Y．　S．，　T．　Ku．

コスゲなどが侵入，生育している。生育地はヤシャゼンマイーナルコスゲ群落の流水辺側であ

る。増水時には根ぎわは流水に洗われ，土壌はほとんど見られない岩隙である。

　セキショウは一般に密生した群落を形成する。⊥述したような渓流沿いの岩上・岩隙や，土中

からの滲出水の見られる立地に特徴的に生育している。水質はいずれも比較的低温，貧栄養であ

り，土壌はほとんど見られないが，中小礫が浅く堆積した立地に多く見られる（p，61，Fig，30

参照）Q

8．岩　壁　植生

　Felsspalten－Vegetation

　18）　ミツデウラボシ群落

　　　Cりφ訪zz‘sんσ3’α々直s－Gesellschaft（Tab．42）

　土壌層をほとんどもたない璽薩に近い岩壁には，岩壁のみを生育地とする特殊な植物が群落を

形成している。ミツデウラボシもそのひとつであり，その優占植分がいわき市大久町で調査され

た。

　ミツデウラボシ群落はミツデウラボシを区分種とする。群落構成種には，やはり岩壁に特有の

イヌシダ，ダイモンジソウ，ゲジゲジシダなどのほか，ゼンマイ，タマアジサイ，ヒメカンスゲ

など一般土壌地にも広く生育する麺も含まれている。それらの種群は，傾斜85Gの岩壁中の局断

的な凹状地や岩隙に風化土が堆積した部分に生育している。ミツデウラボシ群落の生育地は水分

の供給の少ないやや乾性な岩壁である。

　ミツデウラボシを標徴種として宮脇ほか（ユ971）はミツデウラボシーイワタバコ群集を記載し
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Laufende　Nr．：

Feld一賢r，；

H6he茸。　Meer（m）：

Neigung（。）：

Gr6Be　d．　Probefl註che（m　x　m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．42　ミツデウラボシ群落

Cηρs加245ぬαs’α’z65－Gese11schaft

　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　調査票番号

海抜高

傾斜

調査面積

植生高

全植被率

嵐現語数

1　　　2

C　　C
116　117
80　　80

85　　85

1　　　1
X　　　　X

5　　　5

10　　20

15　　30

8 11

Trennart　d．　Gese11schaft：

　αツρs漉43勲3’α薦s

Kenn－u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　z）θηπs’α64’ゴα加73孫’α

　Sβκ⑳α86力吻纏var．ゼπC2SO10∂α’α

　η～6砂がθガs48cκ7s勿6力加紹砲

Begleiter：

　Os辮z〃24αゴαρoη’αz

　琢〃碑98αゴη〃01z‘o昭’α

　Z）2ツ0μθ7’S8り，疏7030名α

　γゴ01ση2απ4Sゐπ7ゴ0α

　雌070∫’卿Z〃η加”3加θ～〃πvar．カめS嬬ん翼〃～

　yα〃39’αブαρo癖。α

　戦々6演σ〃が∂1彪如

　功0痂00α伽1∫αvar．91αδθア

　Cα7θκcoπ∫cα

　R加404θ7Z470π々αθ耀魏アf

　3’プπ漉∫0μθγZSπψ0アZ～Cα

　Cα1α刀2α8γo語3ゐ盈0138πs’3

群落区分種

　ミツデウラボシ

上級単位の標徴種・区分種

　イヌシダ

　ダイモンジソウ

　ゲジゲジシダ

随伴種

　ゼンマイ

　タマアジサイ

　ベニシダ

　スミレ

　アシボソ

　オニタビラコ

　ミツバアケビ

　ネジキ

　ヒメカンスゲ

　ヤマツツジ

　シシガシラ

　ヒメノガリヤス

1・2　2・3

十　　1・1

・　　2・2

・　　　十

十

十・2

十

十

十

十

●

●

●

o

o

●

■

●

●

●

●

十

十

÷

十

十

調査地Fundort：Ohisa－machi，　Stadt　Iwakiいわき市大久町

調査集月日Datum：19．　Okt．1979
調査者Forscher：Y．　S．，　K。　T．，　M．　Ka．

ている。ミツデウラボシ群落はその断片と考えられるが立地，種組成的に大きく差が見られ，同

群集に含める事は鄭iしい。

9．路傍雑草群落（ヨモギクラス）

　　Wegrand－Unkrautgesellschafte11（Artemisietea　principis）

　増水により一定期間おきに植生，土壌層が失なわれる河川敷には様々な植生が成立している。

ヨモギクラスでまとめられる多年生草本群落の生育地は，一般に河川敷中でも泥質で，富栄養な

立地である。流水による擬乱の頻度はやや低い。一方路傍には入閥による一定頻度の土壌撹乱と

富栄養化に伴って，同様の組成をもつヨモギクラスの植生が成立する。今回広野地区から得られ

た6調査資料はいずれも後者の植生である。これらの資料は2群集2群落にまとめられた。
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　19）　シラネセンキュウーアカソ群落

　　　・4π8戯。αρo砂ノπoゆんα一βoθ加πθγ如ケゴ。κ5がs－GeseUschaft（Tab．43）

　いわき市三大明神山において，シラネセンキュウ，ヨモギ，カラハナソウなどを優占種とする

路傍雑草群落の調査資料が得られた。この群落はシラネセンキュウ，アカソを区分種としてシラ

ネセンキュウーアカソ群落にまとめられる。

　平分は高さ120cmに及ぶやや高上の群落をなし，野合率も90彩に達する。前述した優占種，区

分種のほか，ミズヒキ，スギナ，アカネ，ヨメナ等多年生草本植物が構成種のほとんどを占め

る。立地はヤシャブシ，ヤマグワ等の低木群落の林縁部であり，弱湿性な土壌条件をもつ。

　シラネセンキュウ，アカソはいずれもカシ帯上部からブナ帯下部の，湿性な中小添地の林縁部

に特徴的に見られる種群である。広野地区には高海抜地が少なく，ブナクラス及び，ブナクラ

ス域の各種植生の発達は良好でない。ブナクラス域の林縁部多年生草本群落については宮脇ら

（1968）によるオオヨモギーオオイタドリ群団，大場（1973）によるオニシモツケーヤマヨモギ

クラス等の記載がなされている。シラネセンキュウ，アカソはいずれもこれら上級植生単位に属

される種群であるがシラネセンキュウーアカソ群落にはアカネ，ヨモギ，ミズヒキ等低海抜地の

ヨモギクラスの種群が数多く混生し群落の組成的なまとまりは弱い。このため，相観的にはオニ

シモツケーヤマヨモギクラスに含まれるブナクラス域林縁部植生の一断片ではあるが，今回はヨ

モギクラスに含めて扱われた。

　20）　ハナウド群集

　　　Heracieetum　moe1王endorffH　Okuda1978（Tab．43）

　田村郡小野新町ではハナウドの優占植分の調査がなされた。この群落はハナウドを標千種とし

てハナウド群集に含められる。

　植分は高茎草本群落をなし，高さ140cm，植被率は100％に及ぶ。ハナウドのほか，ユウガギ

ク，ヨモギ，ヤエムグラ，アカネなどの多年生草本植物のほか，カラハナソウ，ボタンヅル，ア

ケビなどのつる植物も混生している。糖分はスギ植林の林縁植生を形成している。微地形的には

やや凹状の，弱湿性立地の植分である。

　ハナウド群集は奥田（1978）により記載された。ヤブツバキクラス域に分布するヨモギクラス

の植生の中では特に高茎な植分を形成する。相観的にはむしろブナクラス域以上に分布するオニ

シモツケーヤマヨモギクラスにまとめられる，セリ科を優占種：とした植生（ミヤマシシウドーオ

オイタドリ群集などの）と近似している。ハナウド属ゑ冒87α0伽規の各植物はハナウドを除け

ばすべてブナクラス域に分布しており，ハナウドユ種のみヤブツバキクラス域に分布している。

21）　ユウガギクーヨモギ群集

　　Kaエi田erio－Artem歪eietum　princ三pis　Okuda1978（Tab．43）
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　ユウガギクーヨモギ群集にまとめられる植分はいわき市小判町，lll前町で認められた。

　植分はヨモギ，ユウガギク，フキなどを優日野とする高さ60cmほどの群落である。優占種のほ

かダイコンソウ，ヒメヘビイチゴ，エゾノギシギシなど多くの多年生草本櫃物が混生している。

生育地は沼または川と道にはさまれた適潤立地である。

　調査された2品分には群落体系上の上級単位であるヨモギクラスの種（ヨモギ，ゲンノショウ

コ，ダイコンソウなど）が混生し’ている。一方，混生種には，エゾノギシギシ，ヒメヘビイチ

：ゴ，オオバコなどのオオバコクラスの種も見られる。これは調査された纏分の広がりがせまく両

クラスの植生が混幽した形の群落を形成したものと考えられる。

　ユウガギクーヨモギ群集は奥田（1978）により記載された。現在のところ，群集の分布地はご

く限られた地点でしか認められていないが，標徴種であるユウガギクの分布に伴って本州の広い

範囲に分布するものと考えられる。

　22）　ビロードスゲーオギ群落

　　　Cα7θκ∫認♂αvar．ノ1z砂¢δθ’一ルπ50α1z漉z‘5　sαooんσアら〃。〆～‘5－Gesellschaft（Tab。43）

　双葉郡浪江町請戸川下流では，ヤナギ林に接した富栄養な泥質地にビロードスゲの優占植分が

調査された。この群落はビロードスゲ，オギを区分種としてビロードスゲーオギ群落にまとめら

れた。

　ビロードスゲーオギ群落は旧記率98％と密生した三分を形成している。植生高はビロードスゲ

は50～60c田にすぎないが，混生するオギの生長の程度によりlmを越す群落ともなる。優占種は

6月の調査ではビロードスゲであるが，夏，秋にはオギが優占し季節相を形成するものと考え

られる。群落構成種はほとんど多年生草本植物である。特にセイタカアワダチソウ，ヒルガオ，

臨繍繍継端
◇
　与

rき・‘ソ’」　　　ゴ、

，ク

4，

i　　2 3 4 3 4 5 6

1。

2．

3．

4，

5．

6．

　　　　　　　　　　Fig．44　河判下流．域植生配分模式。

　　　　　　　Schema　der　Vegetatiollsverteilしmg　am　Unterlauf

開放水域O仔enes　Wasser

ミゾソバ群集　Polygonetum　thunbergii
イヌコリヤナギーオノエヤナギ群落　Sα1㍑”z’εg㍑一5α1fκ3σ功α♂初θπ5’s－Gesellschaft

ビロードスゲーオギ群落　C6廻κノ診4’αvar．ηz砂αうθ’一M∫30α漉加護5　sσoc忽γゲ107～‘s－Gese11schaft

チガヤーススキ群落　”ψ8彫如（ヅカ34漉αvar．々。θ漉8’∫噴石soα73疏3‘∫3∫ノ昭1z3f3－Gesellschaft

堤防　弓fer－Damm
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カナムグラ，ヨモギなどヨモギクラスの種群が多種生育している。生育地はオノエヤナギ，イヌ

コリヤナギが単木的に生育する河川敷の中位段である。土壌は泥質である。増水時に堆積された

塵芥が晃られ，富栄．養な立地と考えられる（p．ユ00Fig．44参照）。

　群落区分種であるどロードスゲ，オギは河辺の自然植生の構成種である。ビロードスゲーオギ

群落のようなビロードスゲ優占二分の報告はまだなされていず，その生態的位置も不明な点が多

いが，本来的な生育地はヨシクラス生育域に位置づけされるものと考えられる。広野地区で得ら

れた調査資料は，何らかの人為的な縫乱の後に生じた二次的な可分と考えられ，ヨモギクラスの

種群の混生がきわめて多く，本丁ではヨモギクラスの植生に含めておく。なお，ビロードスゲー

オギ群落は奥田（1978）により報告されたヤブガラシーオギ群落とよく近似した組成，立地をも

つ群落である。

10．伐採跡地草本群落

　　Sch歪aggese1歪schaft

　23）　ヤクシソウータケ篇グサ群集

　　　Youngio　denticulatae－Macleayetum　cordatae　Ohba1975（Tab．婆4）

　森林伐採跡地に成立する植生は，さまざまな生態を持つ二二の混生状態となる場合が多い。元

来の森林構成種をはじめとして，林山群落を構成していたキイチゴ属や，陽性低木類，さらに伐

採跡地に特有な，風散布種子をもつ草本植物などが混然とした群落を形成している。

　双葉郡三里市町五出山で調査された伐採跡地植生はタケニグサ，ヤクシソウ，オトコエシを標徴

種としてヤクシソウータケニグサ群集にまとめられる。植分は高さ70c翔，全植被率85％であり，

一般の草地植生と同様の規摸の群落であるが100㎡で46種ときわめて多い賜現種数が数えられ

る。構成種は標徴種群のほか，ヌルデ，カラスザンショウ，クサギなどのクサギーアカメガシワ

群団の陽性低木類，ニガイチゴ，クマイチゴ，モミジイチゴなどの林縁にも出現するキイチゴ類

（R励κS），さらに元来の森林（モミーイヌブナ林）構成種であったアワブキ，モミ，イヌブナな

どが生育している。生育地は斜面下部の適潤立地である。

　伐採跡地に特有な陽地生草本植物はいずれも大量の風散布種子を形成し，定着した後は急速に

生長，開花，結実する。このような種下としてブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域

下部ではヤナギランが代表的である。ブナクラス域下部以下ではタケニグサ，ヤクシソウ，そし

てベニバナボロギク，ダンドボロギクなどが特徴的である。ベニバナボロギグ，ダンドボロギク

は昭和になって帰化した北米そしてアフリカ原産の帰化植物であり，それ以前はヤクシソウ，タ

ケニグサなどだけが低海抜地の伐採跡地を形成していたと考えられる。現在，特にヤブッバキク

ラス域を中心としてベニバナボロギク，ダンドボロギクが旺盛に生育しており，ベニバナボロギ

クーダンドボロギク群集が既に記載されている。一方，ヤクシソウ，タケニグサなどはそれに適
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．44　ヤクシソウータケニグサ群；集

　　　　　　　Youngio　deRticulatae－Macleayetum　cordatae
Feld－Nr．調査票番号：SF－7

H6he慧．　Meer海母語：440　m　　　　　Exposition　u．　Neigung方位及び．傾斜：E40。

Gr6Be　d．　Probeflache調査面積：10　x　10　qm

H6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生高及び全槙被率：70　cm，85％

Artenzahエ出現種紙：46　spp．

1（ennarten　d．　Ass．：

　漁cJ6姥γσCO74α’α

　勘γαゴκθガε　ゴ6日目ゴα‘1α∫α

　勘～17’πゴα　〃〃103α

Arten　d．　Clerodendr◎一Ma110tion　laponicae：

群集標零種

　タケニグサ　　　　　　　　4・5

　ヤクシソウ　　　　　　　1・1

　オトコエシ　　　　　　1・2
クサギーアカメガシワ群矧の種

　．～～Z4∂π5ブαρ07Z∫0α

　1勉8η紹厩1απ魏0ゴ4θ∫

　ノ4η〃α　θ1α’α

　C1θ704θπ4γoπ　’アゴ6ん。彦。〃zz〃π

　∫6θ5脳力0砂Cαゆα

　温9η4εδ0〃めアC’S

　β～4441印．αブαρ0π’0α

Arten　d．　Rosetea　multi且orae：

　R24δ¢6s〃zfcプρρ乃ツ11zゼs

　Rκ～＞z‘ε07α’αθ9琢）1’z4s

　Aoだπゴ4如αη穿μ’α

　0θ」α3’7～‘∫　07δεOZμσ∫π5

　刃かψθ10ρ5’5δγθ〃ψ04π23c〃α’α

　Rε吻3加1η2α’z‘3var．αψ妙加11μ5

　〆ic’勿ε4融ρ0砂川η～α

Sonstige　Arten：

　Cηε50c角ウんαJz〃πcア砂♂4fof4θ5

　勘砂8ηπ～4〃2π4》α」θπ3θ

　γゴ01α9堺）00θ7α5

　∠ク5ε〃～αC房αブαρ0π’0αf．3ZめSθ3ε’1∫5

　σρ」’S1ηθノ～Z45襯4〃α’〃b伽εvar．ブ砂0π’α‘5

　ゐグ5勿観C加αoJθ疏ア0ゴ（1θ5

　Cαアαsp．

　Cα〃∫cαη）αゴαρoη∫oα

　勘8～43ノαρ0漉Cα

　Cα〃ゴCαゆα解011∫5

　伽ωり｝〃ZκSε∫6∂014∫α1’～4S

　漁8κ0μσ0∂0かα’α

　C6z5’αηθσ　c7θπσごα

　あπ醗0匿y1κ”1ρψθガ融ηZ

　雌scαπ’〃z43　5ぎπ6πsf5

　R加4∫オガ0ん00αゆα

　丁海θあψ彦θγゴSゴσρ0πfcα

　Eκ8召γ0πSZ〃ηα〃θπ5ゴ∫

　45∫θ7σ9θ7αげ。’4θεvar．んαγαθf．伽。απ彦伽5

　E～ψ渉θ1召αρ0砂α㍑47α

　勘卸07∫襯C伽θフ35θvar．5’77ψ1切b勧’π

　4玩θ∫ノ冨プ”2α

　Q24θ7α4s　5θア7α’α

　漉1’OS〃Zα溺ツ7ゴαπ漉α

　E7歪8θ70ηCαηα4召π3εS

　　　　リウ　ヌノレア

　カラスザンショウ

　タラノキ

　クサギ

　イイギリ

　ヤマクワ

　フジウツギ

ノイバラクラスの種

　ニガイチゴ

　クマイチゴ

　サルナシ

　ツノレウメモドキ・

　ノブドウ

　モミジイチゴ

　マタタビ

その他の種

　ベニバナボロギク

　タニソバ

　タチツボスミレ

　コナスビ

　コチヂミザサ

　オカトラノオ

　スゲ属の一種

　ムラサキシキブ

　イヌブナ

　ヤブムラサキ

　マユミ

　ホオノキ

　クリ

　サンショウ

　ススキ

　ヤマウルシ

　ハリガネワラビ

　オオアレチノギク

　シロヨメナ

　フサザクラ

　ヒヨドリバナ

　モミ

　コナラ

　アワブキ

　ヒメムカシヨモギ

3・4

1・2

1。1

十・2

十

一←

十

2・3

！・2

1。2

十・2

→一・2

十・2

十

1・2

1・2

1。2

1・1

一ト。2

十・2

十・2

十

一ト

十

十

十

十

十

十

÷

→一

一←

÷

十

嘘膚

十

十

†

十
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yfo1α8たαπθηSゴ∫

Coアπz∫sδ勉01りψo磁

Sc痂20帥7α8挽α妙4紹7zgθoゼ48s

R舷s翻z腕8・κα

エイザンスミレ

クマノミズキ

イワガラミ

ツタウルシ

÷

÷

調査地Fundort：Berg　Gosha－yama，｝｛irono－machi，　Futaba－gun双葉郡広野町五社山

調査年月日Datum：17．　Okt．197g
調査者Forscher：L，　M．，　S．　S．，　M，　Ka．

い上げられた形でヤブツバキクラス域上部以上に多く見られるが，種としてはやブツバキクラス

域下部，沿海地まで生育している。ヤクシソウータケニグサ群集は歴史的にも，日本の低海抜地

（ブナクラス域下部以下）の伐採跡地の代表的な植生と考えられる。

11．路上，河辺不安定地多年生草本植物群落他（オオバコオーダー）

　　Trittgesellschaftenu．a．（Plarltaginetaha　japonicae）

　人為的概乱の強い路上や流水による土壌撹乱のみられる河川不安定地にはオオバコやギシギシ

属R粥6κなどで特徴づけられる多年生草本植物群落が生育する。このような植生はオオバコオ

ーダーにまとめられる。オオバコオーダーの自然生植分は河川下流域の流水辺不安定地に見られ

るが，現存する植分の多くは路⊥の二次的に生じた立地に生育している。

　広野地区からはオオバコオーダーの植生として2群集1群落の生育が認められた。

　24）　旧臣クサ一月オバコ群集

　　　琶ragrostio　ferrugineae．pIaIItaginetumasiaticae（Miyawaki1964）
　　　Tx．ユ977（Tab．45）

　双葉郡川内村，田村郡都路村の路上で調査されたオオバコ優占植分はカゼクサを標徴種として

カゼクサーオオバコ群集にまとめられた。

　カゼクサーオオバコ群集は群落高10～20c鵬，出現種下8～9種の多年生草本植物群落である。

優占種オオバコ，標徴種カゼクサのほか，ゲンノショウコ，ヨモギ，シロツメクサなどの多年草

が混生している。生育地の踏圧は比較的弱い。

　路上のオオバコオーダーの植生は踏圧が強くなるに従がい，スズメノカタビラ，アキメヒシバ

などの1年草の丁度，種数が高くなる。また群落高や，全植被率も低下する。今回調査されたカ

ゼクサー凝議バコ群集にまとめられる植分には隣接したヨモギクラスの種群（ヨモギ，ゲンノシ

ョウコなど）の混生が目立ち，踏圧が低い立地である事実と対応している。

　25）　カワラスゲーオオバコ群集

　　　Carici　incisae－Plantaginetu孤asiaticae（Miyawaki1964）Tx．1977（Tab。45）

　双葉郡双葉町ではカヤツリグサ科の多年草であるカワラスゲの優占櫨分の調査資料が得られ

た。この植分はカワラスゲを標徴種としてカワラスゲーオオバコ群集にまとめられる。



104

Spalte：

Laufeade　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

Tab。45　カワラスゲーオオバコ群集（A）およびカゼクサーオオバコ群集（B）

Carici　incisae－Pユantaginetum　asiaticae　（A）　u。　Eragrostio
ferrungineae－PIantaginetum　asiaticae　（B）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群i落：記号　　　　iA

H6he且．　Meer（m）：

Neigung：
Grδ信e　d．　Probe且ache（m　x　m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通し番号

調査票番号

言周査年刃日

海抜蕩

傾斜

調査面積

植生高

全額被率

由環種数

B

Kem｝arten　d．　Ass．：

　Cαア6κ痂。’3α

　E7α870s’ゴ∫ノ診7γ～49勿θα

K：ennart　d．　h6heren　Einheiten：

群集標徴種

　カワラスゲ

　カゼクサ
ー．．L級単位の標徴種

　オオバコ

随伴種

　ゲンノショウコ

　シロツメクサ

　スズメノカタビラ

　カタバミ

　ヨモギ

　スギナ

　ナガバグサ

　ツメクサ

　ヒメジョオン

　メヒシバ

　キンエノコロ

　チカラシバ

了　　2　3
H　　M　　I（S
1　　3　　19
’80　　　’80　　　’79

6　　6　　10
2　　2　　2
5　　39G　600

L　　L　　L
1　　！　　0，3
×　　　X　　　×

0．5　　1　　7

20　　10　　2G

70　　70　　30

7 9 8

　迎απ如80αs彪漉σ

Begleiter：

　Gθ7召痂2〃z漉襯∂6／9だ

　T7加1ゴz〃ηプ6ρθノ25

　POσαππκ（7

　0καZゴsoo〃zゴα‘1α’α

　ゑ7’θηz’3ゴαργ加。砂s

　Egz‘ゴ5曲〃ηαγ〃θ1z　36

　POσρプ認θ7Z3ゴS

　Sα9’欄ゴ砂。痂αz

　E7ゴ8＝6プ。πσノz72z‘z‘5

　z）ゴ9πα万αα4soθπ4θノz5

　εθ’α7毎81α～‘oα

　P6η癖S餉‘”Zα」ρρθα4ア0認63

■ ◎

『i＋・21・2：

2・2　　4・4　　3・3

÷

1。2

十・2

十・2

■

十

〇

〇

●

◎

●

●

一．m

2・2

2・2

0

一ト

〇

十・2

十

一ト

●

●

●

十

●

〇

十

十

〇

〇

〇

●

一i一・2

十

十

調査地Fundorte；Lfd．聾r．11　Futaba－machi，　Futaba－9u11双葉郡双葉il【∫；2：Kawauchi－mura，　Futaba一

gun双葉郡！li内村；3：Miyakoji－mura，　Tamura－9しm田村￥；i‘都路村

調査者Forscher；Lfd．　Nr。ユ：K．　S．，　Y。　M．，　S．　S。；2：Y．　N。；3：K．　S．

　カワラスゲーオオバコ群集は高さ20cm全植被率70％の多年生草本植物群落である。群落構成種

はカワラスゲのほか，オオバコ，シロツメクサ，カタバミなどの多年草によって占められてい

る。生育地はギシギシ群落（p．104～105）に隣接した踏圧の弱い，湿1生地である。

　26）　ギシギシ群落

　　　Rz鰯θxゴ砂。／zゴ。σ一Gesellschaft（Tab．46）

　タデ科の大形多年草であるギシギシは川辺あるいは湿った路傍などに密生した群落を形成して

いる。ギシギシ類の自然生の生育地は河川下流のやや安定な富栄養地である。二＝ヒ壌は一般に泥質

である。流水の物理的影響は少ないが，水分条件はたえず適湿～湿性に保たれている。このよう
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　　　　　　　　　　　　　Tab。46　ギシギシ群落

　　　　　　　　　　　　ノぞz〃，29κブ砂。πゴαζs－Gesellschaft

Feld－Nr．調査票番：号：H吻

薮6he　U．　Meer海抜高：5m　　　　　Exposition　u．　Neigung方位及び．傾斜：L

Gr6Be　d．　Probe且ache調査面積：3x3qrn

H6he　u．　Decku鷺g　d．　Vegetation植生高及び全植被率：12　m，90％

Artenzahl出現種数：21　spP．

Trennart　d．　Gesellschaft：

　Rκ辮θκブψo痂α‘5

Arte聡d．　Plantaginetalia　asiaticae：

　Ag70ρツ70ηση30ガ

　ノκθ7∫54θδゴ1ゴs

　Dαめ，〃5gJoη3召γ読α

Arten　d．　Arte鵜isietea　principis

・47’θ〃2癖αρ7かzoの3

0κα1ゴ∫　coγπ∫cz41α’α　f．　67go’α

Gα1∫瑚zsρz擁z‘ノηf。s〃忽。∫ε〃π

Coηzノηθ1加σoo1π刀2z〃1ゴs

Fθ3’κoα加7麗9伽1ηα

SOπ0加4s　oJθアαCθZ‘5

∬o～‘’如yπ緬coプ4α’α

G8γαη毎槻∫加〃めθ7二9だ

Cθ鰯∫加，功0105蜘ゴ463var，απ9～6∫’加1∫z‘η～

左9痂3θ勧ηzα70θη∫8

Cα7θκψ加π01砂’s

γθγ01Z∫0ααγ06πSゴS

SαSαπゆ加痂Cα

E万9θア。’zαz加48／zs∫s

P捻64θ7ゴαS6α鬼4θηs　var．η¢α〃6∫

Zク訪ηα01～毎ゴ妙。癖。ごzf．∫κδ5θ∬漉s

yoκπ8彪ゴψo海ατ

群落区分種

　ギシギシ

オオバコオーダーの種

　カモジグサ

　オオジシバリ

　カモガヤ

ヨモギクラスの種

　ヨモギ

　タチカタバミ

　ャェムクフ

　ツ，ユクサ

　トボシガラ

　ノゲシ

　ドクダミ

　ゲンノショウコ

その他の種

　ミミナグサ

　スギナ

　エナシヒゴクサ

　タチイヌノフグリ

　ミヤコザサ

　ヒメムカシヨモギ

　ヘクソカズラ

　コナスビ

　オニタビラコ

4・婆

÷・2

　一←

　十

1・2

十

十

十

十

十

十

r．
p『

2。2

1。2

一．g・2

十・2

十・2

　十

　十

　十

　十

調査地Fundort：Nakallo，　Futaba－machi，　Futaba－gun双葉郡双葉町中野

調査年月日Datum：2．　Jun．1980
調査者Forscher：Kl．　S．，　Y．　M．，　S．　S．

なギシギシ類（R砺躍κ）の自然生の植分としてナガバギシギシーギシギシ群集がまとめられてい

る（Miyawaki　u．　Okuda！972）。今團双葉郡双葉町中賢で調査されたギシギシ優占植分はこの

ナガバギシギシーギシギシ群集の断片的植生と考えられる。

　ギシギシ群落はギシギシの優占により区分される。植生高は120c田，全植被率は90％に達す

る。群落構成種はほとんど多年草により占められている。カモジグサ，オオジシバリなどナガバ

ギシギシ～ギシギシ群集の上級単位であるオオバコオーダーの種群が混生している。また，ヨモ

ギ，ヤエムグラをはじめとするヨモギクラスの種群の生育は，群落の生育地が路傍で，ギシギシ

優占植分としてはやや乾性な立地である事の現われと考えられる。
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12．耕作放棄水田雑草群落（タウコギクラス他）

　　Brachreisfeld－Unkrautgesellschaften（B　i　d　e　ll　t　e　t　e　a　t　r　i　p　a　r　t　i　t　a　e　u．　a．）

　水田には耕起，かんがい，たん水，植付，除草，施肥など集約的な人為的管理下でイネクラス

にまとめられる雑草群落が生育している。しかし耕作放棄され入為的管理が行なわれなくなる

と，それらイネクラスの種群は衰退し，川辺，池沼辺などに生育する多様な湿性植物群が侵入

し，種組成的には混然とした群落を形成する。初期群落は遷移の進行に伴い立地に適合した種群

に淘汰されてゆく。

　水田耕作放棄地に対し，広野地区で6植生調査資料が得られ，区：分種群により3群落に区分

された。いずれの群落にも様々な生態の種群が混生している。

　27）　コブナグサーアカバナ群落

　　　A7ご加αぎ。π雇∫ρ磁‘5一助歪10δ痂ノπ血y7万。加10ρ肋6ノπ一Gesellschaft（Tab．47）

　双葉郡川内村下川内で調査された水田放棄地雑草群落はコブナグサーアカバナ群落にまとめら

れた。コブナグサーアカバナ群落は他の水田放棄地植生に対してアカバナが鼠分種となる。

　植生高は70cm，三訂率は80％となる。アカバナ，イグサ，ヨシなどの多年草とコブナグサ，ヒ

メクグ，コケオトギリなどの1年草が同程度に混生している。放棄後数年を経過しており，水位

はほぼ地表而程度である。コブナグサーアカバナ群落にはニッポンイヌノヒゲ，コケオトギリな

どのホシクサーコイヌノハナヒゲ群団の二三が混生し，時々流水に洗われる貧栄養な立地である

事を指標している。またイグサ，ヨシなどヨシクラスの種群も多数混生しており，数年後には完

全なヨシクラスの植生が成立するものと考えられる。

　28）　ヒメジソーミゾソバ群落

　　　ル∫031α4ゴα1～酌θ7α．po砂goπ～ρπオ加〃め8γg舜一Gesel工schaft（Tab．48）

　いわき市平絹谷ではヒメジソ，ミゾソバ，セリなどを優占種とする水田放棄地植生が調査され

た。この群落はミゾソバ，ヒメジソを区分種としてヒメジソーミゾソバ群落にまとめられる。

　調査された2植分はいずれも植生高40cm，植被率100形に達する。区分種群のほかウナギッカ

ミ，タマガヤツリなどの1年草，セリ，イヌゴマ，イグサなどの多年草が混生している。ヒメジ

ソーミゾソバ群落にはウナギッカミ，コブナグサなどのタウコギクラスの面隠，タマガヤツリ，

イヌビエなどのイネクラスの種群が生育し，コブナグサーアカバナ群落よりもやや富栄養な立地

である事と対応している。

　ヒメジソーミゾソバ群落には既に，セリ，イグサなどのやや低茎のヨシクラスの種群が高被度

で生育しており，短期間でヨシクラスの多年生草本植物群落へ遷移するものと考えられる。
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Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

H6he廿．　Meer（m）
1豆eigung　（。）：

　　　　　Tab。47　コブナグサーアカバナ群落

！1γ魏7αxoπ加⑫’4κs一五♪ゴ10∂ゴz〃ηゑyγ万。乃01（ψ伽魏3－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．通し番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査票番号

Gr68e　d．　Probe且益che（m　x　m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

海抜高

傾斜

調査面積

植生高

全植被率

出現種数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　のゴ10δ伽〃Zゑy7アゴ0乃010ρ乃κ〃7

　／47漉瓶κ0犯雇ψゴ4銘S

　β∫4θπSプケ0π40Sα

Arten　d．　Eriocaulo－Rhynch◎sporion　fuliianae：

　E〆foOα～410πぬ0％ゴ0θπ3θ

　絢〃π解8γαo〃勿耀

　功ρθ万α〃z1ακ麗5

　み柳0κ∫6伍45Z‘s　var．4θCゴ伽η3

　勘7σ9〃2琵θ3α43かπ1fs

　∠グcoカ％∫四脚αo々ゴαπκs

　30∫ゆ㍑3乃0∫αγ忽

　Gα1ゴz‘〃3〃乏β4z〃ηvar．∂γθゆ04z辮α‘1α臨1η

Sonstige　Arten：

　3α1㍑碗’68γθ

　P∂’θ7z彦〃αcθπだ8プβ2罎

　γε01αη召rθα4π6σ

　旧訓4f4館〃彦sp．

出現1回目種

群落区分種

　アカバナ

　コブナグサ

　アメリカセンダングサ

ホシクサーコイヌノハナヒゲ群団の種

　ニッポンイヌノヒゲ

　ヒメクグ

　コケオトギリ

ヨシクラスの種

　イグサ

　ヨシ

　ヒメシロネ

　ホタルイ

　ホソバノヨツバムグう

その他の種

　イヌコリヤナギ

　ヒメヘビイチゴ

　ツボスミレ

　シノブゴケ属の一種

1　　　2

SF　　SF
14　　9

400　450

L　　L
3　　2
X　　　　X

5　　　4

70　　70

8G　　80

27 31

2・2

1。2

十・2

十・2

1・2

1・2

十。2

1・2

十・2

十

十

1・2

1・2

1・2

十・2

2・3

÷

÷・2

十

十・2

十。2

4。4

1・1

1・2

十・2

十・2

十

十

1。2

十

　　　　　　　　AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：ルんs1α4’α73漉θγαヒメジソ3・3，　S加ゆε‘3〆厩7θπo躍θ∫

コマツカサススキ2・2，Elooo勿7なω’c肋‘解8シカクイ2・2，　Scかψ～‘∫’7忽κθ≠87サンカクイ1・2，認070ε’解’z〃7～

加溺∫，z6z〃ηvar．1》o砂s’αc勉yz〃73アシボソ1。2，ルノθπ疏ααアひθηε∫s　var．ρψ6γθ∫oωz3ハッカ1・2，αoκ’α加70sα

var．πψρ0π記α　ドクゼリ　＋，功S珈αC海α4α〃κ万αZクサレダマ＋，3α1㍑3α碗α1加8π5おオノエヤナギ＋，

E万OCακ10κ4θCθηげ107露〃3イトイヌノヒゲ＋，　E7’9θ7021α卿ZZ催∫ヒメジョオン＋，ゐアCOヵ2657α”ZO5お∫幼3κε

varJαρo擁。μ5コシロネ＋；1兜忽Cα1αηzα8γ03”3の∫80’03ヤマアワ2・2，・4　s躍δθηzfo79力勿11αチダケサシ

1・1，7協θ砂ρ∫θ7おρ¢」～‘5〃おヒメシダ1・2，P∫7π‘346／z3ψoプαアカマツ1・ユ，0θησノ3漉6ノωα擁。αセリ＋・2，

Cαア4α，π勿θノ1θκκosαタネツケバナート・2，　P8彪s露θsノ確）oπfcz‘5フキ＋・2，0πoc16α36π舘6鏡5　varjπ♂θγア3ψ彪

コウヤワラビ＋・2，n）砂8013～〃1～s’θ∂014∫∫var．α召3∫勿κ甥ウナギツカミ＋，勘砂80πκ刃z魏躍め6㎎～’ミゾソバ

＋，PO砂80π初π海1励0πθπS8ヤノネグサ＋，　E（7κ∫5θげ鰐ηαプ〃8π36スギナ＋，澱0’腕f4毎力0む即耀αマタタビ

＋，ル行50απ醜κ35fπθπ5f5ススキ＋，　Sc∫ゆκs碗。んππ躍アブラガヤ＋，ノ”ψ認飽η∫館短。ガツリフネソゥ＋．

調査地Fundort：Simokawauchi，　K：awauchi－mura，　Futaba－gun双葉郡川内村下川内

調査年月日Datum：18．　Okt，1979
調査者Forscher：S．　O．，　L．　M，　S。　S．
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Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Tab．48　とメジソーミゾソバ群落

み4031σ4fαπ漉6γα一Po砂go％3〃π魏z〃¢68γ8だ一Gesellschaft

H6he触．　Meer（m）：

蕪eigung：

Gr6Be　d．　Probe飴che（rn　x　m）：

H6he　d，　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Atrenzahl：

通し番号

調査票番号

海抜高

傾斜

調査面積

槙特高

全植被率

出現種数

Tren舩rten　d．　Gese11schaft：　　　　　　　　　　　　　群落区分種

　Po砂goπκ吻漉z〃めθ79海　　　　　　　　　　　　　　　　ミゾソバ

　MOS1α4飽π旋6アα　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメジソ

．Arteロd．　Bidentetea　tripartiti：　　　　　　　　　　　　タウコギクラスの種

　Poly8iOア協溺s紹6014fゴva「・αθs’勿z〃7z　　　　　　　　　　ウナギツカミ

　刃7魏グσκoη雇3ρ∫4％5　　　　　　　　　　　　　　　　　　コブナグサ

Arten　d．　Phragmitetea：　　　　　　　　　　　　　　ヨシクラスの種
　0θπα海θブσ槻π記θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セリ

　S∫α碗y3ゴ砂0漉。αvar．　f漉θ7η昭4如　　　　　　　　　　　　イヌゴマ

　1～‘π伽∫顔‘認5var．4θ6顔碑3　　　　　　　　　　　　イグサ

　p碗疏0プ初π碗魏θノ鐙θ　　　　　　　　　　　　　　　　タコノアシ

　ゐθθア∫毎εαッσ7π罐α　　　　　　　　　　　　　　　　　サヤヌカグサ

Sonstlge　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種
　qyρθ耀s　4伽ア吻お　　　　　　　　　　　　　　　　　　タマガヤツリ

　E碗碗00尻0α0γZ‘S一個11ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　イヌビエ

　β9癬s6劾纏αγ06πsθ　　　　　　　　　　　　　　　　　　スギナ

調査地Fundort：Tairakinuya，　Stadt　Iwakiいわき市平華蝿谷

調査年月臼Datum：2G．　Okt．1979
調査者Forscher：Y．　S。，　K．　T．

1　　2
C　　C
122　123
12　　13

L　　　L

2　　3
X　　　　X

2　　3
40　　40

100　100

10 9

2・2　5・4

3・3　3・3

1・2　　十

十。2　　。

3・4

十

1・2

3・3

●

1。2

十

●

4。4

十

十

●

十

一ト

〇

十

　29）　オオイヌタデーアメリカセンダングサ群落

　　　po砂goπ～‘ηz／zo40s2fノη8ゴ4召ノz3〃。η40∫o－Gesellschaft（Tab．49）

　いわき市平絹谷ではアメリカセンダングサの優占植分が調査されている。群落高は40，50c組，

植被率80，95％となり，アメリカセンダングサが植被率50％以上で優占する。群落構成種は優占

種をはじめとしてオオイヌタデ，ヌカキビ，スカシタゴボウなどの1年草により占められてい

る。生育地は耕作放棄後一年を経過していず，土壌中には施肥の効果が残り富栄養な立地となっ

ている。一時的に冠水するほかはやや乾性な水田放棄地であり，エノキグサ，メヒシバなどのシ

ロザクラスの種群も一部混生している。

　アメリカセンダングサは北米原産の帰化植物であり，低湿地に多く生育が兇られるが，比較的

乾性な土地にも旺勢に生育し，遷移初期の群落を形成する場合も多い。
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Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

H6he廿．　Meer（m）l

Neigung：

Tab．49　血目イヌタデーアメリカセンダングサ群落

　Po砂go7zz〃ππ0405～4ノπ一β’4θπ3〆ンα3403α一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　　　　　調査票番号

Gr6Be　d．　Probef漁che（m　x　m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

海抜腐

傾斜

調査面積

植生高

全植被率

出現種数

Trennarten　d．　Gese11schaft：　　　　　　　　　　　　群落区分種

　β毎6π5ル。π40詔　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカセンダングサ

　PO4ygO／3Z〃η7304033‘η2　　　　　　　　　　　　　オオイヌタデ
　勲短α4脚麗3κ1C認Z〃，τ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌカキビ

Arten　d．　Lindernion　proculnbentis：　　　　　　　　アゼナ群団の種

　Ro7ψρα∫51伽認6α　　　　　　　　　　　　　　　　　スカシタゴボウ

　Cθπげφθ4α辮加∫耀α　　　　　　　　　　　　　　　　トキンソウ

Arten　d．　Chenopodietea：　　　　　　　　　　　　　　シロザクラスの種

　丑。α砂土αακ3’アα1お　　　　　　　　　　　　　　　　　エノキグサ

　1万8∫如万αα4so6π48♪zs　　　　　　　　　　　　　　　　メヒシバ

　pんy〃α魏1膨32‘53z〃ガ0233殆　　　　　　　　　　　　　ヒメミカンソウ

　（：ンρθ脇3ノ擁。ア。”彪　　　　　　　　　　　　　　　　　カヤツリグサ

　Eπρ加76毎ρ3召κ400ぬαノππθ3ycθ　　　　　　　　　　　　ニシキソウ

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種
　Eo勉ηoo〃。αoη‘3一即11ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌビエ

　Eα昭56㍍〃πα7〃6／z36　　　　　　　　　　　　　　　　　スギナ

　Sθ陀γ那加7∫4コ口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エノコログサ

調査地Fu廻ortl　Tairakinuya，　Stadt　Iwaldいわき炉F絹谷

調査年月日Datum：20．　Okt．1979
調査者Forscher：Y。　S．，　K，　T．

1　　　2

C　　C
119　120
40　　40

L　　L
3　　3
X　　　　X

3　　3
40　　50

95　　80

12　　12

4。4

2。2

1。2

4・5

十

十　　　一ト

　　　÷

十

十

十

●

2・3

3・4

2・2

十

〇

1。2

十

十

13，耕作放棄畑雑草群落

　　Brachacker－Unkrautgese11schaft

　30）　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　　　E万g召70πoαπα（1θπs’s．E万g6ア。／z　5z〃ηαの76π3ゴs－Gese1ユschaft（Tab，50）

　耕作，施謄という人為的管理下で持続している耕作地雑草群落は，入による管理から解放され

ると二次遷移が進行し，ほかの群落へ移り変わって行く。

　最：初に侵入する植物は，春と秋とでは異なるが，春に放棄された場合には，メヒシバ，エノコ

ログサ，イヌタデなど1年生植物が侵入する。秋に放棄されると，越年生のオオアレチノギク，

ヒメムカシヨモギ，ヒメジョオンなどロゼット葉を形成する植物が侵入する。いずれの場合にも

次年度にはオオアレチノギク，ヒメムカシヨモギ，ヒメジョオンなどEガgθ7碑属の種が優占
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　　　　　　Tab．50　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　　　　　　　Eが解〆。πατπ（τ46〃3ゴ3－E7ゴ解70／z　5露ノ紹’紹ノ3εゴ5－Gesellschaft

Feld一蕪r言周査票番＝号：SF－18

Datu搬d．　Aufnahme調査年月B：19．　Okt．1979　H6he　O．　Meer海抜高：80　m

Exposition　u．　Neigung方位および．傾斜：L　　GrδBe　d．　Probe飴che調査面積’：4x4qrR

H6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生高及び植被率：1．7m，80％

Arte葺zah1出現種数：17　spP，

Trennar亡en　d．　Geselユschaft：

　E7噛θ70π3％”3αケθ究3ぎs

　Eγゴ解アω彦απηZ螂S

　Eガ96ア0πατπα4θπS∫S

Kenn－u．　Trennarten　d．　h6heren　Ei聡heiten：

　P加（〃如オ67・％α如

　EIS1～01’葱αρα〃∫♪Z露

　、40α砂ρ阪zαμ3ま紹海s

　FθオOZ4αひゴ〃03α

　1万8παγ如α4soθπ4θ22s

Sonstige　Arten：

　取705彦ゴs磁0αオαvar．ノZ嬬αゐ0

　β9忽3θ’躍πごz7びθπ3召

　ノぞμノπθκα0召∫OSα

　Cθアσ5ゴ加πん0103’60げ46s　var．醸gz‘3’加1加，η

　G6γ御痂〃η酌z‘π∂θア9蕗

　みS’67α9召履0ゴ463var．0躍κS

　．4γ♂θ7癖5’αρ7ゴπ06ρs

　s召彦α7毎91σzκα

　Cωη〃昭1鋭αoo刀ηπ％，z’s

群落区分種

　オオアレチノギク

　ヒメジョオン

　ヒメムカシヨモギ

5・5

2・2

1・3

上級単位の骨導種および区分種

　カラスビシャク

　ナギナタコウジュ

　エノキグサ

　クワクサ

　メヒシバ

その他の種

　ヌカボ

　スギナ

　スイバ

　ミミナグサ

　ゲンノショウコ

　ノコンギク

　ヨモギ

　キンエノコロ

　ツユクサ

十・2

一卜

十

十

4・4

2。3

1。2

1・2

十・2

＋・2

十

÷

十

調査地Fundort：Minamiyama，　Hirono・machi，　Futaba－gun双葉郡広野町南山

するヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落となる。

　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなどの

E万gθγoη属の旧物が150cmを越える高さで優占，生育することにより区分される。

　ヒメムヵショモギーオオアレチノギク群落は，群落が長く持続することはなく，時闘の経過と

ともにススキ，アズマネザサ，ワラビなどのススキ草原要素が侵入し，アズマネザサーススキ群

集へと移行する。今回調査されたヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落では，群落の周辺に

アズマネザサが侵入してきており，放棄後4～5年近く経過した群落と考えられる。

14．耕作畑地雑草群落（シロザクラス）

　　Acker－Unkrautgesellschaften（C　h　e　n　o　p　o　d　i　e　t　e　a）

31）　ナギナタコウジュ～ハチジョウナ群集およびカラスビシャクーニシキソウ群集

　　ElshoItziaciliata－Sonchusbrachyotis－Ass．Miyawaki1969undPinellia
　　ternata－Euphorbia　pseudchamaesyce－Ass．　Miyawaki王969（．Tab．51）

畑は，耕起，施肥，除草など一連の人為的管理下にある立地である。そこには入為的管理に適
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譲…．

　P

灘

響

購

鑛

懇懇．

灘難事欝
　　　　　　蕪i

　　Fig．45　カラスビシャクーニシキソウ群集（當岡Ill∫達沢）Q

Pinellia　ternata－Euphorbia　pseudochamaesyce・Ass．
（Tatsusawa，　Tomioka－machi）．

応した特有の雑草群落が見られる。一般に畑雑草は短期間に生育する好窒素性の1年生植物であ

り，種子生産力が高く，生長，成熟が早く，種子の脱殻性が強いなどの特徴を持っている。

　今回得られた植生調査資料は，Miyawaki　1969などすでに報告されている耕作地雑草群落と

比較検討を行ない，ナギナタコウジューハチジョウナ群集とカラスどシャクーニシキソウ群集に

まとめられた。ナギナタコウジュ一蹴チジョウナ群集はタニソバを標徴種として区分される。

Miyawaki　1969により北海道各地で報告されたナギナタコウジューハチジョウナ群集と比較す

るとナギナタコウジュ，ハチジョウナの生育が見られず種組成的に貧弱であるが，カラスビシャ

クーニシキソウ群集の標徴種であるカラスビシャク，ノボロギクや，カラスビシャクーニシキソ

ウ群集の上級単位であるカヤツリグサーザクロソウ群団の標徴種を欠いていることからナギナタ
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　　　　　　　　　　　Tab．51耕作畑地雑草群落
　　　　　　　　　　　Acker－Unkrautgese11schaften

A　ナギナタコウジューハチジョウナ群集

　　Elsholtzia　ciliata－Sonchus　brachyotis－Ass．
B　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　Pi簸ellia　ternata－Euphorbia　pseudochamaesyce－Ass．

Laufende貰r．：

Feld－Nr。：

Datum　d．　Aufnahmeぐ79）：

H6he丘．　Meer（ln）：

Gr68e　d，　Probef玉百che（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（cm）l

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautsch圭cht（cm）：

Deckung　d．　K：rautsc1｝fcht（％）：

Artenzahl＝

通し番号

調査票番号

調査月日

海抜高

調査面積

低木層の高さ

低木層の櫨被率

草本層の高さ

草本層の植被率

繊現種数

Ke無二art　d，　Ass，：

　勘む80ππノノ¢解ρ〔zJ〃言36

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　五）ガ8P館αガσα4日頃613ぼθノ3s

　POπκ！αCσ01θプα0θα

　0多α〃360〃z∫oκ1α∫α

　Pか昭〃ゴα’θγπα彦α

　S87昭6∫0〃～‘19σアゴ∫

Kenn・u．　Trennarten　d．　h6here鷺Einheiten：

群集標疑心

　タニソバ　　　　　　　K
群集標徴種および区分種

メヒシバ

スベリヒユ

カタバミ

カラスビシャク

ノボロギク

K
K
K
K
K

上級単位の標徴種および区分種
　C加山砂04伽η3σ1∂z〃7τ

　3雄’♂α万απ09’θcごα

　PO砂901Z2〃π10κ8’Sθ’露〃η

　Coη卸，26」加αoo刀．〃チ3霧〃蕗3

1くultur　Pflan2en：

　2WOO舐Zπα∫αうαα‘7’3

　Rψ勧3～435α∫勿Z4∫var．ん0ア纏SぎS

　z〃。ψθア5ゴα‘η30∫c〃6厩躍ノ3

　ハ40η‘SαZ‘3’γα」’5

Begle1ter：

　s’〃α瘤ασ9καあ。α

　Eガ9θア0πCα7～α46πSぎS

　・4π6”～∫sゴαρガπαψs

　oθ7σπ謡〃z’加‘πδ6rg露

　シロザ

　ノ、＝コベ

　イヌタデ

　ツユクサ

栽培種

　タバコ

　ダイコン

　トマト

　クワ

随伴種

　ウシハ：コベ

　ヒメムカシヨモギ

　ヨモギ

　ゲンノショウコ

K
K
K
K

K
K
K
S

K
K
K
K

A
T
IO
37

6

5

590

100

B
2

5

10
17

80

64

3

KS
20

10
20

600

100

20　　15　　20

8G　　25　　8G

4

SF
17

10
19

80

16

140

80

50

40

15　　　　14　　　　14　　　　コ．8

｝i璽　・ 6 ●

●

●

o

●

●

十

十

●

1・2

■

十・2

●

●

2・2

●

十・2

●

十

1・2

5・4

十・2

1・2

2・2

●

●

●

1・2

●

o

●

2。2

2・2

■

●

●

●

■

o

●

十

●

o

2・2　　十

2・3　　・

十　　1・2

。　　十・2

0

4・4

■

一｛一

■

十

÷・2

●

■

0

5。4

●

十

1・2

÷・2

出現1圓の種　Auβerdem　je　elnmal　in　Lfd．　Nr．1＝C4ρ5〃σ∂z‘ノ’3σ一ρσ3’o溶ナズナK－1・1，レ6ア碑磁

αγひ6235’5オオイヌノフグリK一＋・2，PoααノzπκαスズメノカタビラK一擁一・2，　Poαオが麗α1’εオオスズメノカ

タビラK一＋・2，ノ110ρ8α‘7z‘5α召σ！‘α1ゴsスズメノテッポウK：一＋，　Po砂90枷〃πα〃’o”α紹ミチヤナギK：一÷，

Po砂go7zz〃η3ゼθδ014ゼ歪アキノウナギッカミK一÷，加ノ7痂〃ηのηρ1θκfcαz‘18ホトケノザK一←；iR　2：◎ρ6η‘3

ηzfoプ。〃彪カヤツリグサK－1・2，　Ce配ψε4σ刀鴻zカησトキンソウK一ト，　Ez｛ρ加γ∂fα3zψ魏θコニシキソウK一

＋，Eo雇7zoc〃。σoγ～4　s・9α11’イヌビエK：一＋，・4　cα砂帥αα～45’7α1∫5エノキグサK一＋，＆41ηθκゴψo痂。粥ギシ

ギシK一ト，Cα11∫cαゆαゴ砂。癖。αムラサキシキブK一÷，ε’θ磁ガαα1s加召var，％124観認αノミノフスマK一＋○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
in　3：左σ麗s6’観πα7087zs6スギナK一÷，　Eo痂2zoc配。αc〃4s－8π11∫var．　cαz‘4α’αケイヌビェK一＋，＆如ガσ

〃’ガ漉sエノコログサK一÷；in　4：｝70z〃zg∫σゴαρo癖。αオニタビラコ　K－2・2，勘θ4θ万α3c碑4θπs　var．

2ηα∫7θ∫ヘクソカズラK：一＋・2，Eガ8’θγoπ御3π躍硲ヒメジョオンK一牽・2，・46勿ア碑魏π5ル％7癖ヒナタイノコ
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ヅチK一＋，E万g670ηs襯2認γω3s総オオアレチノギク王鮎＋，　P彰万漉卿πσ9κ薦観ノ2　var．1認伽50μ伽初ワラビ

K一＋，

調査地Fundorte；Lfd．　Nr．1：Hagi，　Kawamae一！nachi，　Stadt　Iwakiいわき帯川前町萩；Nr．2：Tatsuzawa，

Tomioka－machi，　Futaba－gun双葉郡富岡町達沢；Nr．3：0gita，　Tojimura，　Futaba－gun双葉郡都路村荻田；

Nr，4：Minamiyama，　Hirono℃ho，　Futaba－gun双葉郡広野町南山．

コウジューハチジョウナ群集にまとめられた。

　カラスビシャクーニシキソウ群集はメヒシバ，カラスビシャク，ノボロギクを標二種および区

分種とする。ナギナタコウジューハチジョウナ群集およびカラスビシャクーニシキソウ群集は一

連の人為的管理下に成立している植生であるため，人為的干渉の程度により群落構成種に違いが

見られる。良く管理された畑では，カラスビシャクを除く大部分の構成種が一年生植物である

が，管理が粗放になるとヨモギなどの多年草の侵入が見られ，管理が放棄されると次第にヒメジ

ョオン，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなどムカシヨモギ属Eガg870πの優占する群落

に移行してゆく。

　今回植生調査資料が得られたのは，いわき市，広野町，富岡町，都路村の海抜80m～600　mの

4地点である。浜通り地方においては，海抜700m付近を境としてヤブツバキクラス域からブナ

クラス域へと移行するが，海抜300m付近からブナが出現するなど，垂直的な植生帯の違いが不

明確なのが特徴である。ブナクラス域の耕作地雑草群落であるナギナタコウジューハチジョウナ

群集は海抜590mの地点で認められたが，海抜600　m地点ではやブツバキクラス域に広く分布す

るカラスビシャクーニシキソウ群集の生育が認められている。

　ナギナタコゥジューハチジョウナ群集およびカラスビシャクーニシキソウ群集は，群落分類体

系の上級単位として，それぞれナギナタコウジュ一腰チジョウナ群団，カヤッリグサーザクロソ

ウ群団にまとめられ，さらにツユクサオーダー，シロザクラスにまとめられる。

B．植 生 図Karten　der　Vegetatio貧

1．広野周辺地：域現存植生図（縮尺MaBstab　l：65000）

　Karte　der　realen　Vegeむa重ion　vo：ユHirono　u簸d　se盆er　Umgebung　in　der　Prafek亡ur

　Fukushima

　福島県双葉郡広野町を中心とした半径約30kmの範囲で現存植生図の作成が進められた。現存植

生図の凡例は，現地植生調査と室内作業ですでに明らかにされた植物社会学的な植生単位（A．植

生単位参照）を基本とし，一部植林や人工草地など相観あるいは優占種による凡例をも使用し

た。また，酒積的に狭く，単独では地図上に表記できない植生については，隣接群落や生態的な

類似群落とともにまとめて表記した。以上の結果，自然植生12，代償植生44，その他3の計29の

凡例で現存植生園が描かれた。
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　a．自　然　植　生

　広野周辺の自然植生は，ヤブツバキクラスの常緑広葉樹林と，ブナクラスの夏緑広葉樹林の両

植生がみられる。また両クラスの植生域にまたがって発達するヨシクラスやハマボウフウクラス

などの植生が発達している。

　（1）　イノデータブノキ群集：広野地区の低地，とくに沿岸域は常緑広葉樹林域に属している

が，常緑広葉樹林の残存植生はきわめて少なく，イノデータブノキ群集の残存植生も農家の屋敷

林等として数えるほどしかみることができない。しかも，面積的にもきわめて狭い林分である。

　（2）　ヤブコゥジースダジィ群集：イノデータブノキ群集と同様に残存林分は少ないが，海岸

地方や約15～20kmの内陸部まで残存林がみられ，イノデータブノキ群集よりは量的に多い。

　（3）　マサキートベラ群集：マサキートベラ群集は，海岸岩土の常緑性の風衝低木林である。

太平洋に面する長い海岸線があるのにもかかわらず，その残存林分はきわめて少ない。広野周辺

域ではもっとも南部のいわき市，塩屋崎を中心にわずかにみられるにすぎない。しかも広野町よ

り北部にほとんど生育をみることができない。

　（4）　シラカシ群集：海岸線より約10km以上内陸部に入った山地の丘陵部や山足部に局所的

な残存林分がみられる。このシラカシ群集も爾積的には狭い林分が大部分である。

　（5）　シキミーモミ群集：シキミーモミ群集は双葉町の前田川や葛尾川上流などの渓谷部に散

在している。

　（6）　イロハモミジーケヤキ群集他：この凡例にはイロハモミジーケヤキ群集，オオモミジー

ケヤキ群集，クマワラビーケヤキ群落などのケヤキ林が含められる。これらのケヤキ林は，広野

周辺域では山地が多く，渓谷部が多いことから各地にみることができる。とくに夏井渓谷や支流

の渓谷部，木戸川沿い，葛尾川沿い，室原川沿いなどに広くみられる。

　（7）　モミーイヌブナ群落：この凡例にはアブラツツジーイヌブナ群落，タリーイヌブナ群

落，ヒトツバカエデーブナ群落の各イヌブナ林が含められている。現存植生図の凡例ではこれら

のイヌブナ林をモミーイヌブナ群落としてまとめて表記してある。広野周辺域では由地の低海抜

地を中心に比較的まとまった面積でみられる。

　（8）　ヒメコマツ群落：モミーイヌブナ群落の分布する由地の尾根部にみられる。広野周辺で

は夏井川渓谷，木戸川流域，面戸誌上流域などのモミーイヌブナ林域に小面積でみることができ

る。

　（9）　サワグルミ群団：サワグルミの優占する植分はみられないが，ケヤキが優占し，種組成

的にサワグルミ群団に含められる林分を北部の山地渓谷でみることができる。しかし，その面積

的広がりはきわめて小さい。

　（10）　ハマボウフウクラス他：ハマボウフウクラスは海岸砂丘上の草本植物群落であり，ハマ

グルマーケカモノハシ群集，ハマグルマーコウボウムギ群集，ハマニンニクーコウボウムギ群集

などの群落が含まれる。広野周辺域では，南部の久之浜町から以南の海岸砂丘に発達している。
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嚢義瓢憲灘鍵鎌轟騰影響騰

　Fig，46　モミーイヌブナ林。

五δ∫θs〃η7α一Fα9～45ノαρ傭6α一walder．

北部海岸では，海岸砂丘の地形が少なくほとんどみることができない。

　（11）　ヨシ群落：湖沼のまわりや，谷頭部の湿地に発達する湿生多年生草本植物群落である。

この凡例にはヨシ群落の他，エゾノサヤヌカグサ群落，ヤチカワズスゲーサワギキョウ群落，ド

クゼリ群落，カサスゲ群集などの多くの群落が一緒に含められている．

　（ユ2）　ツルヨシ群集，オノエヤナギ群落他：夏井州，木戸判，請戸別などの河川沿いに発達す

る河辺植生が含められる。この凡例にはネコヤナギ群集やイヌコリヤナギ一難ノエヤナギ群落を

はじめツルヨシ群集やヤシャゼンマイーナルコスゲ群落などの草本植物群落が含められている。

　b．代償植生
　広野周辺域の植生は，急傾斜地の多い山地の，とくに渓谷部を中心に臼然植生が散在している

他は，その大半が代償植生によっておおわれている。肉地ではクリ，コナラの雑木林やあるいは
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諺籔

隠蓑

Fig．47　イヌコリヤナギーオノエヤナギ群落（浪江町請戸川）。

SαZ㍑カz’88γα一Sα1㍑3σc勿伽6η3ゼs－Gesellschaft（Flu8　Ukedo，聾amie－cho）．

スギ，ヒノキ，アカマツなどの人：1二林でほとんど占められている。また太平洋海岸沿いの低地や

丘陵地は，畑作地や水日ii，あるいは住宅地等に利用され，群落高の低い低次の代償植生が大半を

占めている。森林植生では，とくにアカマツ，クロマツの人工造林が主流を占め，内陸部ではク

リ，コナラの雑木林が主流を占めている。また，山地の代償植生は雑木林を主体にしながらも，

尾根部を中心にアカマツの植林，谷部ではスギの植林が中心となっており，加えて森林伐採地も

多く，ダンヂボ騒騒ク群落やアズマネザサーススキ群集などの草本植物群落もみられ，これ．らの

植生がモザイク状にひろがっている．

　（13）　クヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集他：．広野周辺域では，ナラ類の夏緑広葉樹林は

クヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集，タマブキーコナラ群落，およびタリーミズナラ群集の

各群落がみとめられた。しかし，これらの植生は，斜懸の方向に都え，入為的影響の強さによっ

て，錯綜して分布している。ここでは一括して表現した。

　（14）　スギ植林：広野周辺地域ではとくに内陸の由地山足部や山地の金部に多くみられる。南

部一帯にスギ植林は多くみうけられる。

　（15）　クロマッーアカマッ植林：広野周辺域ではアカマツの植林の方がクロマツの植林より面

積的には圧倒的に広い。とくにアカマツ植林は，北部の一帯に多くみられる。クロマツの植林地

は沿岸地区に多いが，アカマツと混交している所も多く，ここでは一括して表現された。

　（16）　ニセアカシア植林：南部のボタ山を中心にみられる。しかし面積的にはごく小さなもの



117

である。

　（ユ7）　モウソウチターマダケ林：各地の農家の裏山を中心に植栽林としてみることができる。

しかし面積的には狭いものが多く，ここでは，比較的まとまった面積のある植分についてのみ表

記してある。

　（18）　カラマツ植林：内陸部の山地，川内村大滝根山，万太郎山を中心とした山地に小面積に

みられる。

　（19）　クサギーアカメガシワ群団，クズ群落：山地の森林伐採跡地等に発達するマント群落で

ある。この凡例にはクサギーキブシ群落，クズ植分等が含められる。

　（20）　アズマネザサーススキ群集他：この凡例には，山地で森林伐採跡後3年経てススキ草原

を呈している植生域も含まれている。アズマネザサーススキ群集などススキ草原は，各地の山地

に比較的多くみることができる。

　（2D　シバ群落，オオウシノケグサーシナダレスズメガや群落：シバ群落はおもにゴルフ場に

まとまった面積でみられる。またオオウシノケグサーシナダレスズメガや群落は土地造成地等に

みられ，共に都市の郊外にみられる。

　（22）　ダンドボロギク群落：ダンドポ前回ク群落は，森林の伐採直後の一年頃草本群落である。

現在では，山地の比較的上部の400～600m付近に多くみられる。

　（23）　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落：畑耕作の放棄地や荒地に発達する大型の一

年生草本植物群落。山合いの集落周辺等に小規模にみられる。

　（24）　桑畑，茶畑，落葉果樹園地：広野周辺域では桑畑，茶畑，あるいはモモ，ナシ，リンゴ

などの落葉果樹園など大規模に作付けしている所は少ない。したがって，ここでは一括して表現

した。

　（25）　カラスビシャクーニシキソウ群集：カラスビシャクーニシキソウ群集は耕作中の畑地の

雑草植物群落である。したがって，この群落は，畑作地の分布とほぼ同じであり，沖積低地や丘

陵地一帯に広く分布がみとめられる。

　（26）　ウリカワーコナギ群集：ウリカワーコナギ群集は水田の雑草敏物群落である。この群落

は水田の拡がる沖積低地を中心に分布がみとめられる。とくに沖積低地の多い沿海地区に多い。

　e．そ　　の　　他

　ほとんど植生のない住宅地，道路，工場用地，沼などが，その他としてまとめられた。しかし，

ここでは屋敷林や植込みの多い農家を主とした集落と，ほとんど緑のない住宅地や造成地を区：別

して表記した。また，冠水している湖沼も別の凡例で示されている。

2，広野周辺地域自然度図（縮尺MaBstab　1：65000）

　Karte　des　Nat負rl童chkeitsgrades　der　Vegetatiorl　von　Hirono　und　seiner　Umgebung

　in　der　Prafektur　Fulくushima
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　我が国の植生は，高山や亜高山などの一部の植生を除いて，長い間に多かれ少なかれ，多種多

様な人聞の干渉を受けており，もともとあった自然植生が破壊され，様々な形の代償植生に置き

かわっている。

　現在ある自然植生と，様々な代償檀生の位置と拡がりを地図上に表現したのが現存植生図であ

る。この現存植生図で表現されている多くの代償植生が，それぞれ，どの程度の入為的干渉によ

って生じた群落であるかを相対的に区分したのが植生自然度図である。植生自然度図は，また同

時に自然植生に復元するまでの時間的な遷移系列の相対位置を表現した図である。

　したがって，植生自然度は，植生の自然度NatUrlichkeitsgrade　der　Vegetationであると同

時に，代償植生度Grad　der　Ersatzgesellschaftenでもある。

　植生自然度は，5～1の5段階に区分される5段階自然度級数と10～1の段階に区分される10

段階自然度級数が今日使用されている。予報では，環境庁1676でまとめられた10段階の自然度級

数を使用した。

　この10段階自然度は，植生の時閥的な遷移系列の相対的な位置を基本にしながらも，植生の質

的な生活形の違いをも加味した区分である。

自　然　度　10

　自然植生のうち，群落の生活形が草本植物群落であるもの。海岸の低木群落をも含む。広野周

辺地域では海岸砂丘植生と低湿地植生が含められるが量的には多くはない。

　該当群集および群落

　　ハマボウフウクラス他（海岸妙丘植生）

　　Glehnietea　littoralis
　　ヨシ群落

　　P海7αgノπ露θ3α2‘ε〃認’5－Geseilschaft

　　ツルヨシ群集，オノエヤナギ群落他（河辺植生）

　　3α1㍑3σo乃α伽θノz5∫5－Gesellschaft，　Phragmitetum　japonicae　u．a．（Auen－Vegetation）

自　然　度　9

　自然植生のうち，高木の森林植生および低木林。広野周辺地域では低地での常広緑葉樹からな

る自然林や社寺林，および海岸風衝低木林が含められる。山地では渓谷地帯に比較的まとまって

残存している夏緑広葉樹林，渓谷林などが含められる。パッチ状に比較的多く，各地に分布が認

められる。

　該当群集および群落

　　イノデータブノキ群集

　　Polysticho－Machiletum　thunbergii
　　ヤブコウジースダジイ群集

　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii
　　マサキートベラ群集

　　EUonymo－Pittosporetum　tobira
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　　シラカシ群集

　　Quercetu瑚myrsinaefoliae
　　シキミーモミ群集他

　　Illicio－Abietetum　firmae　u．a．

　　イロハモミジーケヤキ群集他（ケヤキ林）

　　Aceri－Zeユkovetu孤u．a．（Zθ1た。りαsθププ磁一Walder）

　　モミーイヌブナ群落

　　・4δゴθ5プ〃ηzα一Fαgz4sブσカ。π∫oα一Gesellschaft

　　ヒメコマツ群落

　　P加κ5ραプθ耀oγα一Gesellschaft

　　サワグルミ群団

　　Pterocaryion　rhoifoliae

自　然度8
　該当群集，群落なし。

自　重度7
　自然植生の森林植生が，過去に伐採あるいは抜さ切りなどのおもに人為的影響によってナラ型

の二次林となっているもの。広野周辺ではコナラ，ミズナラ，クリの雑木林がri・1心である。面積

的には丘陵由地の3割強の広い面積を占めている。

　該当群集および群落

　　クヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集他

　　Quercetum　acutissimo－serratae，　Castaneo・Quercetunl　serratae　u．a．

自　然度6
　高木林の人工植栽林

　広野周辺地域ではスギ，アカマツの植林が多く，わずかにクロマツ，ニセアカシア，ヵラマッ

あるいはモウソウチクやマダケなどの植林がみられ，面積的にも広く，自然度7とほぼ同じ面積

を占めている。

　該当群集および群落

　　スギ植林
　　C劣ツ」う’0〃2θ7ゴα　ブα」ウ0π’Cα一Forst

　　クロマツーアカマツ植林

　　P吻4s疏観6βプ8「ゴゴー1『吻454εノz5耀ozα一Forst

　　ニセアカシア植林

　　1ぞ06勿彪ρsθz44αz6α6fα・Forst

　　モウソウチターマダケ林

　　P勿〃03彪。勿s海醜アαこyo1αf．勿δθsc82z5－Pんツ110s∫αc加S∂αノπ6μ30∫4召s－Bestand

　　カラマツ植林

　　」Lσγ㍑々α¢7π擁7f－Forst

自　然度5
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　二次草原の代表的なものとされるススキ草原および先駆低木群落が含められる。広野周辺地域

では山地を中心に小パッチ状に分布している。面積的には比較的少ない。

　該当群集および群落

　　クサギーアカメガシワ群団，クズ群落

　　CIero（玉endro－Mallotion　japonicae　undP’‘θ昭7∫αJoδαげα一Gese11schaft

　　アズマネザサーススキ群集他（ススキ草原）

　　Arundinario　chino－Miscanthetum　siHensis　u．a．（醗scαη伽ssfπθπ∫ゴs－Wiesen）

自　然　度　4

　伐採跡地群落，畑放棄地群落，水田放棄地群落などのおもに華本植物群落が含められる。広野

周辺地域では由地の下部を中心に各地にパッチ状に分布している。

　該当群集および群落

　　シバ群落，オオウシノケグサーシナダレスズメガや群落

　　ZのF3ぬブ砂。加‘4－Gesellschaf重und勘3劾64βη‘π4加208β㌔ε沼gア03ガゴ3α〃〃〃β一Gese】1schaft

　　ダンドボロギク群落他（伐跡群落）

　　E7θc加銘6∫配6名α認り1ゴα一Gesellschaft　u．　a．（Schlag－Gesellschaften）

　　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落（耕作放棄畑地雑草群落）

　　Eγゴgθ70πcαπα4e｝～sゴs－E万goプ。π3z〃παヶθ23sゴ∫一Gese王1schaft（Brachacker－UnkrautgeseUschaft）

自　然　度　3

　外来樹種の植栽地や果樹園などが含められる。ここ広野周辺地域では桑，茶，モモなどの夏緑

性の果樹園が合められるが面積的には少ない。

　該当群集および群落

　　桑畑，茶畑，落葉果樹園（モモ他）

　　ルfo7κsδo〃3め℃’3－Garten，丁加αsかz6πs∫s－Garten縫nd　sommergrtine　Obstg註rten（P瑠zκ3ρθ7s加u．a．）

自　然　度　2

　群落高の低い草本植物群落，おもに1年生草本植物群落。水田雑草植物群落，畑地雑草植物群

落，踏跡群落および緑の多い住宅地が含められる。広野周辺地域では沖積低地や集落周辺にひろ

がる水田，畑作地を中心に各地に広く分布している。

　該当群集および群落

　　カラスビシャクーニシキソウ群集（耕作畑地雑草群落）

　　PinelIio　ternatae－Euphorbietum　pseudochamaesyce（Acker－Unkrautgesell－
　　schaft）

　　ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）

　　Sagittario－Monochorieturn（Reisfeld－Unkrautgesellschaft）

　　緑の多い住宅地

　　Siedlungen　mit　standortsgem話βen　B註umen

自　然　度　1

　住宅地や裸地など，ほとんど植生のない地域。広野周辺地域では太平洋に面した，沿岸都市部
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を中心にまとまった分布がみられる。

そ　　の　　他

　自然宮地や湖沼，浅水域など植生がなく，自然度区分の不可能な地域。

3，広野火力発電所地点現存植生図（1km圏）（縮尺MaB3tab　1：5000）

　1（arte　der　realeR　Vegetation　des　Gelandes　des　Kraftwerks　Hirono　in　der　Prafektur

　Fukushima

　東京電力株式会社広野火力発電所地点および周辺域（！km圏）の現存植生図が縮尺1：5000

で描かれた。凡例は，自然植生が2，代償植生が11，その他2，計15にまとめられている。

　a．　自然植生　NatUrliche　Vegetation

　植生図化された広野火力発電所地点を中心とする1km圏には，自然植生がほとんど残されて

いない。残存する自然植生はシキミーモミ群集およびヨシ群落である。いずれの植分も，人為的

影響による植生の三三がみられ，厳密な意昧での自然植生ではない。シキミーモミ群集の構成種

であるモミ，アカガシ，ウラジロガシ，シキミ，ピサカキ，イヌツゲなどに，イヌシデ，アカシ

デを始めとする夏緑広葉樹が多く混生する半自然植生である。また、ヨシ群落は，かって水田と

して利用されてきた沖積低地が，最近数年闘にわたって放置されているため，遷移が進み，成立

したものである。高さ1～2mのヨシが高い被度，群度で繁茂しているため，他の構成種が貧弱

となり，河辺のヨシ優占植分などと同様に，ヨシ群落は持続群落をなしている。

　広野火力発電所地点および周辺域には，質的および量的に，自然度の高い植生が貧弱である。

したがって，広野火力発電所建設にともなって整備される緑の境界環境保金林の劇造に際して

は，核となるべき自然度の高い植生，すなわちヤブツバキクラスの森林植生の形成，確保の必要

性がある。

　b。代償植生　ErsatzgeseHschaften

　広野火力発電所地点および周辺域（1km圏）の大部分を占めているのが代償植生である。さ

まざまな代償植生は，人為的干渉の質と蚤，立地条件の差異に応じたモザイク状の配分をみせて

いる。

　最も広い面積を占めているのがクロマツーアカマッ植林である。クロマツーアカマツ植林は，

アカマツが優占することが多く，植栽後の年数などに応じた植生の高さ，群落構造の植分が含ま

れている。一部は，二次林として生育しているアカマツ林，コナラーアカマツ林である。クロマ

ッーアカマツ植林は，福島県浜通りの低海抜地，臨海域に広くみられ，地域の景観を構成する要

素の一つでもある。

　クリ，コナラ，イヌシデ，クヌギなど夏緑広葉樹が優占し，林内にはアズマネザサ，アキノキ

リンソウ，ススキなど二次草原の構成種が恒存的にみられるのがクヌギーコナラ群集である。ク
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ヌギーコナラ群集は，シキミーモミ群集，イノデータブノキ群集の二次林である。植生図化域内

には，クヌギーコナラ群集は斜面下部，凹状地などに小画素つつ，散在してみられる。クヌギー

コナラ群集の構成種として，イヌガヤ，イヌツゲ，シキミ，アラカシなど常緑広葉樹；ヤブッバ

キクラスにまとめられる（潜在）自然植生の構成種の混生がみられることが多く，潜在自然植生

判定の基準となる。

　植林は，クロマッーアカマツ植林が中心で，スギ植林，モウソウチク林もみられる。スギ植林

は，イノデータブノキ群集を潜在自然植生とする立地に多く植栽されている。スギ植林とモウソ

ウチク林は，林蔵寺付近をはじめ各集落の周辺に小塊状にみられる。

　國鉄常盤線沿いの急斜面，森林伐採跡地，耕作放棄地の一部にはクズ群落にまとめられるマン

ト群落Malltelgesellschaftが繁茂している。二次草原は，アズマネザサーススキ群集にまとめ

られるススキ草原が中心となる。植栽後数年目の植林地，耕作放棄されている畑地，道路沿いの

小斜面，比較的新しい造成地などにアズマネザサーススキ群集がみられる。外来牧草のオニウシ

ノケグサやシナダレスズメガヤなどの吹き付け地，シバ群落にまとめられるシバ草地は，発電所

敷地内で造成にともなって新たに生じた切り通し斜照，盛土斜面，国道6号線沿いの斜面に細長

い帯状あるいは小塊状の広がりをなしている。ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落が雑草

群落として生育する耕作放棄畑地は，北ノ内と西町内2地点にとどまる。耕作放棄畑地は，放棄

直後にヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落が成立し，数年後にアズマネザサーススキ群集

（ススキ草原）さらにクズ群落（マント群落）などを経て，クサギーアカメガシワ群落（夏緑広

葉樹の低木林），クヌギーコナラ群集など夏緑広葉樹の二次林へと遷移する。

　耕作地は，桑畑・モモなど果樹園，カラスビシャクーニシキソウ群集が雑草群落として生育す

る根菜類などの畑地，ウリカワーコナギ群集が雑草群落として生育する水田の3凡例が区分され

ている。ウリカワーコナギ群集は，沖積低地でハンノキ群落が潜在自然植生として生育する立地

に限ってみられる。

4．広野火力発電所地点潜在自然植生図（1km圏）（縮尺Maestabユ：5000）

　Karte　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetation　des　Gelandes　des　Kraftwerks　Hirono

　in　der　Prafektur　Fukushima

　現存植生図と同様に，広野火力発電所地点および周辺域（1km圏）の潜在自然植生図が縮尺

1：5000で作製された。凡例はシキミーモミ群集以下開放水域まで計8に区分されている。

　海抜100m以下の福島県浜通り，臨海域が植生図化域であり，過湿地，海岸前線を除く大部分

の潜在自然植生は，ヤブッバキ，ヒサカキ，ウラジロガシ，アラカシなど常緑広葉樹を主な構成

種とするヤブツバキクラスの森林植生で占められる。

　このヤブツバキクラス林を潜在自然植生とする立地は，調査地内では土壌が厚く堆積し，水分
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条件にめぐまれた立地にイノデータブノキ群集，中生立地からやや乾生立地にシキミーモミ群集，

海岸風衝地にマサキートベラ群集の生育立地となっている。ヤブッバキクラス林を潜在自然植生

とする地域でも広野付近は寒冷な気候条件下にあり，ヤブコウジースダジイ群集を始めとするス

ダジイ林が生育しない。スダジイ林は，ヤブコウジースダジイ群集の断片的な林分を含めてもい

わき市および原町市が現存植生の分布の北限にあたり，潜在自然植生としても分布の北限と判定

される。潜在自然植生図の凡例としてシキミーモミ群集とされている植生域では，モミ林，アカ

ガシーモミ林，ウラジロガシ林，（シラカシ林）などが細かな立地条件の差異に応じて生育し，

時間の経過とともに優占種の移動も生じる。しかし，種組成的に，ウラジロガシ，シキミ，ミヤ

マシキミ，アセビなどを標徴種および区分種とするシキミーモミ群集にまとめられる。

　イノデータブノキ群集を潜在自然植生とする立地でも，比較的新しい埋立て造成地では有機質

に富む土壌の堆積がなく，潜在自然植生の復死，成立に多くの時聞を要する。したがって、短期

問に潜在自然植生を復元するには表層土の還元が前提となり，潜在自然植生であるイノデータブ

ノキ群集にまとめられるヤブッバキクラスの高木林の生育が可能である。

　現在水田として広く利用されている沖積低地の潜在自然植生はハンノキ群落と判定される。水

深，水路など細かな立地条件の違いに応じて，ヨシ群落，カサスゲ群集などが自然植生として生

育するのが低湿地の特徴である。したがって，現存するヨシ群落も自然植生である。沖積低地，

低湿地は，生産性が高いこともあり，水田として広く利用されつくしており，ハンノキ群落の残

存林分は，全国的にみても限られている。

　海からの影響を強く受ける海岸前線は，シキミーモミ群集などの高木林のマント群落としてマ

サキートベラ群集にまとめられる風衝低木林がある。マサキートベラ群集の前線は，木本植物が

生育できず，ボタンボウフウ群陥にまとめられる海岸風衝草原が潜在自然植生である。
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　　　　Fig．48　潜在自然植生配分模式（広野地点南部）。

Schema　der　Verteilung　der　potentielle臓na亀苞r王ichen　Vegetation

1：シキミ～モミ群集

　111icio－Abitetum　firmae
2：イノデータブノキ群集

　Polysticho－Machiletum　thunbergii
4：マサキートベラ群集

　Euonymo－Pittosporeturn　tobira
5：ハンノキ群落
　、41πκ3ゴ妙。癖。α一Gesellschaft

6：ボタンボウフウ群団

　Peucedanion　3aponicae
7：自然裸地

　NatUrlicher　nackter　Boden

8：開放水域

　Offenes　Wasser

（凡例はKarte　VIと共通）
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Fig．49現存植生配分模式（広野地点南部）。

Schema　der　Verteilu鳶g　der　realen　Vegetation

4：スギ植林
　　Cノブρ’o〃28ノ’忽ブ4ρ073ゴζ㍑一Forst

5：クロマッーアカマツ植林

　朽π3‘3’伽初㎏鵡Pゴノπ‘S4θ17頭0紹一Forst

6：モウソウチク林
　Pんッ110sたzoぬッsぬ4’θγoの，01σ　f，〆＞3めθ308πs－Bestand

7：クズ群落（マント群落）

　Pz‘θγα癩10∂α’σ一Gesellschaft（Mantelgesellsckaft）

8：アズマネザサーススキ群集他（ススキ革原）

　Arundinario－Miscanthetum　sinensisu．a．
　（M∫50αη地％3s∫π6π3ゴs－Gesellschaften）

（凡例はKarte　IIIと共通）

11：桑畑，落葉果樹園（モモ他）

　ルわノz‘5か。刀ψγoかGarten　und　sommergr負ne　Obstg瓢rteD

　（P，’襯z‘5力召γ∫’oαu．a．）

12：カラスビシャクーニシキソウ群集（耕作火田地雑草群落）

　Pinellio　ter聡atae－Euphorbietum
　pseudochamaesycis（Acker－Unkrautgesellschaft）
13：ウリカワーコナギ群集（水田雑草群蕗）

　Sagittario－Monochorietum（Reisfeld－
　Unkrautgesellschaften）

14：住宅地，裸地および造威地

　Stadtareale　nackte　B6den　u．　neue　Baustellen
　　　　　　　　　　，

15：開放水域

　Offenes　Wasser

H卜5
α
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C．植生にかかわる土壌＊

　1，モミーイヌブナ群落（アブラツツジヨヌブナ群落）

　　　Eη々ガαη酌多‘∫sκ∂s6∬∫」ゴs－Fαgκsゴαヵ。痂。α一GeseUschaft

土壌断面記載

L

（F）一H

A

B

C

2cm，イヌブナ，シデ類等の落葉粗に堆積。

1．5cm，同上の半腐朽葉，やや密に堆積。

20c田，黒褐色（5YR2／1），腐植に富む。礫無し，壌土，弱度の団粒状構造を含む。

懸，潤，細根に富む。下層との境界は判。

27cm，黒褐色（10YR2／3），腐植を含む。礫無し，壌土，カベ状，軟，澗，細中根

を含む，下層との境界は漸。

15cm＋，褐色，（10YR4／6），腐植を含む。　i＝1＝唖角礫に富む，壌土，カベ状，軟，

潤，小根を含む。

＊この項は横浜国立大学環境科学研究センター　箕輪隆一による。



階雇 被群
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F　　デ　デ

f
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階　層 蕎さ 檀被睾
C

10YR％

ｩべ状

?　土

高　木　層 2アπ！ 90％
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．’

　　い　　■@ぺ．　　　噸　　．噌
@衛’、｛，’・．．

@・’款

^／／，・、．

@　茄／　　’〆　　　．　／ノ’認溺1

亜高木胤 io取 40％

3．3

P．2

ｵ2
P．2

¥．2

¥，2

¥．2
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モ　　ミ
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Cヌブナ
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Iトコヨウゾメ

Dタンナサワフタギ

Rハウチワカエデ

N　リ

低　木　層 3肌 50％

草　本　層 0．3皿 30％

‘母　至芒　面　積　　　20　摺x25躍

　　　　　Fig，50　植物群落と土壌断照ぎ（1）

　　　Pflanzengesellschaft　und　Bodenpro負1（1）

モミーイヌブナ群落（本文中：アブラツツジーイヌブナ群落）
　E／3ん’α窺加‘∫sκδ3θs3漉s－nzg♂‘sゴ4ρo加6α一Gesellschaft

μ
込σ

刈
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　2．　モミーイヌブナ群落（ヒトツバカエデーブナ群落）

　　　．40θ74ガs∫メム〃卜Fαgz4∫07θκσオα一Gesellschaft

ゴニ壌断面言己載

L

H

A

B1

B2

C

1c皿，イヌブナ，モミ等の落葉，粗に堆積，所により欠く。

3c田，赤黒色（2．5YR2／1），細粒状および粉状の腐朽葉，密に堆積，細根に富む。

白色菌糸に富む。

10～15cm，極暗赤褐色（5YR2／3），腐植に富む。礫無し，壌土，細粒状構造に富

む。軟，潤，細根に富み，中根を含む。白色菌糸に富む。下層との境界は明なるも波

状を呈す。

15c燈，褐色（10YR4／6），腐植を含む。下部に大礫あり，壌土，粒状構i造を含む。

やや堅，潤，細根に富み，中根を含む。下層との境界は判。

4～10c盟，褐色（10YR4／6），腐楠を含む。半風化細亜角礫に富む。埴壌土，堅果：

状構造を合む。やや堅，潤，細根あり。下履との境界は漸なるも波状を呈す。

20cm，黄褐色（10YR5／6），腐植に乏し，半風化細亜角礫に富む。埴三二｛二。



階層 被群

d賦
種　　　名

階屑 被群

x度
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C
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　　　　．
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ｩべ状
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2．2

Q．2
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イヌブナ

Aセビ

qトツバカエデ

Aオハダ

Vロヤシオ

a@　ミ
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iツツバキ
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低木層 4．5蹴 40％

草本層 0，5凧 40飾

調査面積　20糀×20皿

　　　　Fig．51　植物群落と土壌断面（2）

　　　Pflanzengeselischaft　und　Bode餓profi1（2）

モミ擁ヌブナ群落（本文中：ヒトツバカエデーブナ群落）
　　　・4c674おちゾ2〃η一勘gπs　oプ。π認σ一Gese11schaft

Hトコ
⑩
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　3．モミーイヌブナ群落（クり一イヌブナ群落）

　　　Cαsオα鴛6α　076ηα渉α一F6τg％sブoρoπ∫α㍗GeseHschaft

ニヒ壌瞳斤面言己郵ヒ

L

F

（F）一H

H

A

B

B－C

1．5c賑，モミの落葉，やや密に堆積。

2．5c搬，極暗赤褐色（2，5YR2／3），同上の半腐朽葉，密に堆積，落葉を含む。

6c皿，暗赤褐色（10R　3／2），同上の腐朽葉，密に堆積落葉を含む。

6c田，黒色（10YR2／1），同上の粉状腐朽葉，密に堆積，小亜角礫あり。

！5cm，黒褐色（10YR2／3），腐植に富む，小亜角礫あり，砂壌土，繍粒状構造あり，

やや堅，潤，細，中根に富み，太根を含む。白色菌糸あり，下層との境界は判なるも

やや波状を呈す。

5～10c阻，褐色（10YR4／6），腐植を含む。半風化小亜角礫を含む。壌土，カベ状

やや堅，潤，中根に富み，太根を含む。下層との境界は判。

30c盤＋，黄褐色（10YR5／6），腐獺に乏し，半風化小亜角礫および小・大亜角礫を

含む。砂壌土，特に構造を認めず，やや堅，潤，中・太根を含む。



階墳 被度度

種　　　名
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　　　Fig．52　植物群落と土壌断li雌（3）

　Pflanzengesellschaft　und　Bodenprofil（3）

モミーイヌブナ群落（本文中：クリ冠ヌブナ群落）
Cαs’απ6α01’θη認仏F捻9δ‘sブα1）oπ’cα一Gese11schaft

日OQ
目
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　々．　クリーコナラ群集

土壌断面記載

L

（F）一H

H

A

（B）一C

C

Castalleo－Quercetum　serratae

2cm，コナラ等の落葉，粗に堆積。

3c腱，黒褐色（10YR2／2），同上の半腐朽葉，密に堆積。

1c組，黒褐色（5YR2／2），同上の腐朽葉，密に堆積，白色菌糸を含む。

15c阻，黒褐色（10YR2／2），腐植に富む。礫無し，壌土，粒状構造を含む。懸，溺，

細根に頗る富む。白色菌糸あり，下層との境界は明。

30～45c阻，褐色（10YR　4／6），腐植を含む。礫無し，壌土，カベ状，軟，潤，細根

に富み，中根を含む。下層との境界は判。

20c斑＋，黄褐色（10YR5／6），腐植に乏し，／」＼亜角礫を含む。壌土，カベ状，軟，

潤，根を認めず。
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　Fig．53　植物群落と土壌断蕨（4）
Pflanzengesellschaftしmd　Bodenprofil（4）

　　　　　　　クリーコナラ群集

Castaneo－Quercetum　serratae
ドOo
ω
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5．　アカマツ植林（クロマツーアカマツ林）　P加κs魏κ舶679払Pが鰯∫46ηs耀oγ飴BestaHd

土壌断面記載

L

F

H

A

B－C

C

2c田，アカマツ，コナラ等の落葉，粗に堆積。

1cm，黒褐色（5YR2／2），同⊥の半腐朽葉，やや密に堆積，白色菌糸を含む。

3c翔，黒褐色（7．5YR2／2），岡上の腐朽葉，密に堆穰，白色菌糸に富む。

14c冊，鈍い黄褐色（10YR4／3），腐植を含む。半風化細～小亜角礫を含む。砂壌土，

堅果状構造に富み，粒状構造を含む。軟，乾，細，中根に頗る富む。白色菌糸を含

む。下層との境界は判。

25cm，禍色（10YR　4／6），腐植を含む。中藤角礫（泥砂岩）に頗る富む。砂壌土，

弱度の粒状構造を含む。やや堅，やや乾，細・中根を含む，下層との境界は判。

30c獄＋，明黄褐色（10YR6／6），腐植に乏し，中亜ヂ臼礫（泥砂岩）に頗る窟む。砂

壌土，特に構造を認めず。やや堅，やや乾，根を認めず。
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　6．　ク灘マツ，アカマツ植林（クロマツーアカマツ林）P加螂魏雌4θr8’拓Pガηκ∫4朋sz刀07砕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bestand

土壌断面記載

　L　　　2cm，アカマツ，クロマツの落葉，粗に堆積。

　F－H　15c皿，同上の半腐朽葉，密に堆積，白色菌糸を認む。

A

B

B－C

C

3c照，黒褐色（10YR2／3），腐植に富む。礫無し，埴壌土，弱度の堅果状構造を含

む。軟，潤，細根・中根に富む。白色菌糸を含む。下層との境界は明。

24cm，鈍い黄褐色（10YR4／3），腐植を合む。・1・円礫あり，埴壌土，堅果状構造に

富む。やや堅，潤，⊥部6cm厚に地下茎に富む。細根に富む。一ヒ部8c獄厚付近に白色

菌糸を含む。下層との境界は明。

19cm，褐色（10YR　4／4），腐植に乏し，小円礫あり，埴壌土，カベ状，マンガン斑

を含む。やや竪，潤，細根，中根あり，下層との境界は判。

15cm＋，褐色（10YR4／6），腐植に乏し，小円礫を含む。埴壌土，カベ状，やや堅，

潤，根，認めず。
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V．広野地区における緑の環境保全，環境創造

　　　のための植生学的提言

1．地域の環境，景観における緑の位置

　人口の増力舞にともなった町や都市の発達は，人々が日常に直接，聞接にふれることのできる自

然あるいは緑で代表される環境の貧化，画一化および消滅をもたらしてきた。調査対象域である

福島県南東部浜通りで，国鉄常盤線や国道6号線沿いを中心にさまざまな街の発達がみられる。

また，街をとり囲むように，沖積地や低地には，水田や畑などの耕作地が広がり，阿武隈山地の

山腹部は，スギ，アカマツなど植林，クリ，コナラなどの二次林で大部分が占められている。水

田や畑地が広がっている郊外，農村では，一面に稲穂がなびく水田や，野菜が植栽されているな

どの緑の量は大きいが，その多くが，生産緑地であり，緑の環境の中核は限られた神社の森，斜

面の林となっている。人々の健全な生存，生活を支える棊盤，緑で代表される環境を形成し，保

全してきたのは，街や水田，畑地をとり囲んでいる森や林であった。

　広野地区をおよびその周辺域にあっても，町や都市の発達は限られており，住宅域，耕作地，

植林，二次林などが混在した半自然景観で大部分が占められている。このように半自然景観域に

あっては，試行錯誤の結果もあり，地域の自然の秩序，環境保全の範囲内での1：ヒ地利用，開発で

あり，水辺や尾根筋などミ弱い懲然誉は残し，神社のうっそうとした森を守ることによって景観

の保金に努めてきた。しかし，阿武隈山地の自然度の高い森は次々と伐採され，スギ，ヒノキ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈都市化〉

　　　　　（自然景観域　山地）→（鳩二相欝i）一（文型書魏域）

一自然立地的

　土地利用

　　　人工系による

→　　　土地利用

→
ノ　、

人口密度
（大）

（大）自然環境の多様性
！　、

　Fig。56　都市化にともなう景観の変化。

Wandlung　der　Landschaft　durch　Urbanfsierung．
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アカマツ，カラマツなどが植栽され，また都市の発達，産業の発展にともなって，文化景観域が

拡大しており，地域の環境，景観における緑の位置の再認をうながしている。

　緑で代表される自然環境と入間もその一員である生き物とのかかわりあいについては，多方面

からすでに論じられている（藤井1971，宮脇1970他）。入々の生活との係りでの緑の効用につい

ては，科学技術庁資源調査会（1970）は以下の6項目にまとめている。

　（1）気象および気候緩和の効用，（2｝大気の清浄化作用，紛防音的効果，ω防火的効果，（5卒然災

　害に対する効用（防災林），（6）心理的効果

　地域の環境における緑は，上記6項目にまとめられるような効果，効用が総合的，補完的にあ

らわれている。すなわち，環境の保全・緩和，創造，保証・指標の三面性をもつのが緑であると

位概づけられる。

2．生きた構築材料としての緑

　すでに示されているように，緑で代表される自然，すなわち植生は，人間の健全な生活，生存

の基盤である。したがって，人々の生活，生存環境を形成，保全していくには，基盤となる緑を

ミ生きた構築材料誉として積極的に保全し，共存し，創造していかなければならない。

　科学技術の進歩と土木工学の技術の革新は，過宏において多くの時間と人力を要して始めて可

能であった大規模な立地の改変をきわめて短期間で可能にした。このことは広い面積にわたって

無植生域を生じさせ，長い年月をかけてできあがった生態系の破壊，生物社会の基盤の消失をも

たらしている。しかも，地域の環境，景観の破綻でもあり，自然環境の急変への保全，補完性の

低下となり，持続的な環境創造機能を欠くことを意味している

　緑欝植生を生きた構築材料として環境創造に積極的に取り入れる理由として第1に機能的効果

の多而性をあげることができる。海岸線に面した急斜颪の自然度の高いヤマッッジーアカマッ群

集，河辺のタチヤナギ群集などは，ミ弱い自然。の一つである海岸線，水際などを保全すると同

時に，魚附保安林，防風林，増水時の流水量緩和，景観の多彩性の増加などの効果がある。しか

も，植生は，立地条件の差異に応じて，有機質に富んだ土壌，林業動物，土壌生物をも含めた生

態系の均衡と安定を保つなどの効果がある。

　緑＝植生を生きた構築材料として取り入れる効果の第2として効果の持続性をあげることがで

きる。鉄やコンクリートで代表される入工系の構築材料は，一般に完成時を頂点として時間の経

過とともに価値の低下をみる。一方，植生は，生物社会の秩序に応じて利用されるという前提の

もとで時間の経過とともに生長，遷移し，より機能性の強い植生へと発達していく。個々の植物

は消長，世代交代をくり返しながら，植生は遷移し，より多心的で機能性の高いものとなる。

　第3の効果，必要性として，地域の文化の基盤としての有形，無形の効果をあげることができ

る。現存する植生の多くは・モミやタブノキの例をあげるまでもなく，ながい人間の歴史の過程

において，人々の生活の一部として一定のバランスを保ち，景観としてのまとまりを形作ってき
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た。斜面林，屋敷林など郷土の森としての自然度の高い植生は，その土地の自然環境をもっとも

多癒的に表現しており，一定の秩序をもった自然，生態系として機能している。したがって，守

られてきた自然度の高い植生からさまざまな人為的干渉と立地条件の総和として生育している代

償植生まで，景観を形成している植物，動物，環境，立地，人聞活動，歴史的過程などが，多面

的に文化や教育の発展の土壌の役割を果していることを見なおすべきである。

3．広野地区の緑の特性

　日本列島は南北に長く，その植生は北海道のエゾマツやトドマツの針葉樹林帯（コケモモート

ウヒクラス域），東北地方や中部研本に広がる夏緑広葉樹林帯（ブナクラス域），常緑広葉樹林帯

（ヤブツバキクラス域）の3植生帯（域）に大別される。

　上北地方の南東端に位概している広野地区およびその周辺域は，タブノキ，シラカシ，アラ

カシなど常緑広葉樹林が（潜在）自然植生として広い而積を占めているヤブツバキクラス域であ

り，阿武隈山地東側山腹・山足部はブナ，イヌブナなどの夏緑広葉樹林域，すなわちブナクラス

域である。しかも，ヤブツバキクラス域の自然林の主要構成種であるスダジイの北限分布地でも

あり，ヤブツバキクラス域の一ヒ部（北部）に特徴的に分布するモミ林（シキミーモミ群集）が，

（潜筏）自然植生として広がっている。すなわち，広野地区およびその周辺域は，ヤブツバキク

ラス域の北部（上限）付近からブナクラス域の下部にあたる。

　常緑広葉樹林帯の北限付近にあたるため，林内，林床にシキミ，サカキ，ピサカキ，シロダモ

など常緑広葉樹が生育するモミ林（シキミーモミ群集）が自然植生，潜在自然植生として生育域

を広げている。しかし，一度自然植生を伐採したり，破壊した後の植生復元には，より温暖な気

候条件下の地域と比較して，多くの時間を要する。とくに，植生復元への基盤である有機質に富

む土壌の保全，確保は所要となる。

　ヤブッバキクラス域であっても，この地域の岩盤地，渓谷，北向斜面などでは，ケヤキ，イヌ

シデ，アヵシデ，ヨグソミネバリ，ミッデカエデなどの夏緑広葉樹林を形成することが多い。

　また，阿武隈山地は，禰島県東部で南北に延びる山塊であり，基盤が中世界の花崩岩からな

り，海抜1，000m前後の峰が散在する比較的なだらかな地形であるめた，ヤマボウシーブナ群集

にまとめられるブナ林が発達せずに，イヌブナーブナ林，イヌブナ林，モミーイヌブナ林，シデ

林などの夏緑広葉樹林が自然林として生育域を広げている。

　広野地区およびその周辺域の緑で代表される環境の保全，創造にあっては，地域の環境，景観

との調和を計り，夏緑広葉樹林と常緑広葉樹林とが複雑に混在した地域特性への十分な配りょが

求められる。


